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はじめに

　東京大学農学部附属演習林は、1894（明治27）年に千葉県清澄に設立された千葉演習林をはじ

めとする。その後、北海道演習林、秩父演習林、愛知演習林、富士演習林、樹芸研究所、田無試

験地が順次設立され、現在、本部および７地方演習林によって構成され、総面積３万２千ヘクタールの

森林を有している。

　過去100年余にわたり蓄積されてきた教育研究利用の実績は、きわめて貴重であり、その成果をフィー

ドバックしながら演習林では森林科学・生物材料科学を中心とする教育実習ならびに研究に最適な試験

研究フィールドとしての森林の管理運営を行っている。農学部にとどまらず、本学はもとより学外の様 な々

分野に利用されているのも演習林の特徴のひとつである。さらに、地球環境規模での森林の社会的重

要性が高まる中で、演習林所属教官の研究活動も、今までにもまして活発化している。

　現在、東京大学では大学院重点化の方向で新しい大学の再編が図られており、附属施設としての演

習林も大学院の教育研究に十分に対応していく必要がある。

　これまでの蓄積と成果を継承し、新しい研究教育に対応していくためには、まず演習林自ら真摯に実

状を検討するとともに、演習林に対する内外の十分な理解を深めていくことが何よりも重要である。

　年報が演習林に対する理解の一助となり今後の発展につながれば幸甚である。

1997年３月31日

東京大学農学部附属演習林長
熊谷　洋一
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I　演習林の概要

　1890年に、東京農林学校は帝国大学に併合されて農科大学となり、1894年にはその附属施設としてはじめて大
学演習林が房総半島の東南部に位置する清澄に設けられた。これが、今日の東京大学千葉演習林である。引き続
いて、地域の生態的条件、教育研究目的に応じて、北海道演習林（1899年）、秩父演習林（1916年）、愛知演
習林（1922年）、富士演習林（1925年）、樹芸研究所（1943年）、田無試験地（1956年）が設置された。現
在、当演習林はこれら７つの地方演習林と本部から構成されている。千葉演習林は暖帯林及び中間温帯林に位置
し、その面積は約2,200ha、スギ、ヒノキ、マツなどの主要林木の育成技術と持続的森林施業に関する試験を100
年余にわたって実施してきた。また、モミやツガ、広葉樹からなる天然林を有し、これらの試験研究、貴重な天然資
源は学内外の様 な々分野の研究・教育に多大の貢献をしている。また、近年では、自然史や立地生態系に関連し
た調査、研究が幅広く行われている。
　北海道演習林は亜寒帯に位置し、その面積は約22,800ha、択伐施業の実証的かつ理論的研究を通じて林学な
らびに北方林業の発展に寄与してきた。特に1958年以降、北方地域の森林の持つ環境保全機能と木材生産機能
との調和を図る森林施業実験（林分施業法）が行われ、その成果は国の内外から高い評価を受け、この施業法の
提案者である高橋延清名誉教授はエディンバラ公賞を受賞している。各種の試験林が造成され、また奥地天然林
には11,000haに及ぶ鳥獣保護区が設けられ、北海道の森林動植物に関する各種の調査・研究に利用されている。
遺伝子資源・生物資源の宝庫として世界的に貴重なフィールドである。
　秩父演習林は温帯に位置し、その面積は約5,800haである。その山容は険しく、森林環境は変化に富み、生物
相もきわめて多様である。また、大面積にわたる貴重な原生林を対象に森林生態系に関する調査・研究が数多く行
われている。また、育苗・育林技術、天然林の更新、中部山岳林の施業法などに関する研究も行われている。そ
のような多様な森林を背景に、当演習林は森林植物学、森林土壌学、森林土木学など多くの実習教育の場となって
いる。
　一方、愛知、富士、樹芸、田無の演習林は、主に林学個々の専門領域に対応した特別な研究・教育林として
設置されている。
　愛知演習林では、低生産性林地を対象として森林水文ならびにせき悪地の造林法に関する研究が主に行われて
いる。森林水文に関する60年余にわたる量水観測は、わが国における土壌保全、水文研究の科学的、技術的発
展に重要な役割をはたしてきた。さらに、今日では、河川の不安定化、洪水の増大などで苦しんでいる熱帯地域へ
の国際協力の面でその貢献が期待されている。
　富士演習林は富士山麓山中湖畔に位置し、森林の保健休養機能の開発及び評価を中心的課題としている。
　樹芸研究所は伊豆半島南端にあり、特用樹木の利用と育成に関する基礎研究と温泉熱を利用した熱帯・亜熱帯
産樹木の育成試験が実施されている。
　田無試験地においては、造林学、森林植物学、森林動物学などの生物系諸分野の圃場実験、室内実験などが
行われている。
　事務部、研究部からなる演習林本部は弥生キャンパス農学部に設置されており、各地方演習林を有機的に結び
つける役割を担っている。事務部は、庶務、会計、管財、用度の４掛からなり、全演習林の予算、人事、国有財
産管理などを統括している。
　研究部は４名の教官を擁し、演習林全体の試験研究計画の円滑な実行を支援・統括する役割を担っている。ま
た、全演習林にまたがる総合的なプロジェクト研究の立案と実行、森林科学その他専攻、他分野との共同研究を推
進する企画・調整機能を有するとともに、各教官はそれぞれの専門において独自の研究を進めている。一方、「演
習林報告」及び「演習林」の発行、森林科学関係雑誌の受け入れによる図書館機能、各演習林における気象観
測結果のとりまとめと公表、演習林の各種基本データのデータベース化とその提供などの業務が行われている。現在、
インターネットに接続されたネットワークシステムが導入され、各地方演習林を結ぶ枢軸としての研究部の情報機能が
一層大きくなっている。さらに、大学院農学生命科学研究科森林科学専攻の協力講座として、森林生態系学、森
林遺伝子科学、森林情報・システム学、森林水資源学の４分野からなる森林生態圏管理学大講座を組織し、博士
課程及び修士課程の学生を受け入れて大学院教育を行っている。



II　演習林の活動　II-1　利用状況

2

II　演習林の活動

II-1　利用状況
(1)　利用概況
　本演習林では演習林の利用状況を把握するために、利用団体・利用目的を問わず、演習林を利用するものに対
して「演習林利用申込書」の提出を義務づけている。この申込書により

利用演習林名
利用代表者所属機関・部局（学科・研究室）・職
利用の目的（又は研究課題）
利用期間
利用人数

を知ることが出来る。以下ではこの申込書をもとにして、今年度の演習林利用状況を表１にまとめた。

表1　演習林利用状況（1995年度）

員職教 生学 生院 他のそ 計員人 数者用利べ延

内学 484 47 7 44 4 131 08,1 6 394,7

外学 0,1 02 262,1 022 75,01 8 080,31 725,71

計合 05,1 4 0,2 90 66 4 7,01 90 88,41 6 020,52

　1995年度は14,886人の利用があった。利用者の内訳は学内1,806人、学外13,080人であり、学外の利用者が
多い。また、教職員、学生、院生の利用者数合計4,177人に対して、その他は10,709人となっており、演習林が
研究者のための研究フィールドであるばかりでなく、自然観察・林内見学など一般市民に解放された教育の場である
ことが浮き彫りにされた。
　なお、利用日数と利用人数とを掛け合わせた延べ利用人数は25,020人であり、一日平均68.5人が演習林を利用
した勘定となる。演習林を利用して行った論文等をII-1-(2)に、また1995年度の全利用者を、II-1-(3)にまとめた。

(2)　演習林を利用して行った論文等

名氏全者表発 者表発一第
関機属所 等部学 名題 名誌 ジーペ

附部学農学大京東
習演葉千林習演属
究研ツマ性抗抵林
会員委集編集料資

学大京東 部学農
もを性抗抵し対に病ウュチンセイザノツマ
るす関に種育抜選のツマロク・ツマカアつ

集料資
612-1

倉佐・一正　里大
重　谷糟・夫詔　

一洋　岸・夫
学大京東 部学農 育抜選のツマ性抗抵ウュチンセイザノツマ

化用実の苗性抗抵と種 63-1

　原龍・誠木鈴
南・猛　原石・哲

郎次秀　雲
学大京東 部学農 方伐間の分林齢高ギスるけおに林習演葉千

討検るす関に法 誌林日 4-77 -413
023

gnaYihC-gnoY 南・
・郎次秀　雲 -gnuY

oaYiaN 正　里大・
・一 gnaiL-neW
niL ・哲　原龍・

niLneY-uisH ・
誠　木鈴

学大湾台 部学農

DNAHTWORGEHTFONOSIRAPMOC
AIREMOTPYRCFOTNEMPOLEVED

FOTSEROFABIHCEHTNISNOITATNALP
EHTDNAYTISREVINUOYKOTEHT
NAWIATFOTSEROFLATNEMIREPXE

FOSRAEY07FOSESYLANA:YTISREVINU
ELPMASTNENAMREPEHTMORFATAD

STOLP

fosgnideecorP
ORFUI

lanoitanretnI
nopohskroW

tseroFelbaniatsuS
tnemeganaM

-641
661

健下丹 学大京東 部学農 研的学理生態生るす関に長成の木林造ギス
究 報演大東 39 541-56
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名氏全者表発 者表発一第
関機属所 等部学 名題 名誌 ジーペ

倉佐・一正　里大
重　谷糟・夫詔　

一洋岸・夫
学大京東 部学農 育抜選のツマ性抗抵ウュチンセイザノツマ

苗性抗抵と種 83-1

沢大・子暁　井酒
彦雅　沢大・毅　 学大北東 部学理

aeletpuEfognituorpSfoecnacifingiSevitpadA
peetSnogniworGeerTsuodiceDa,ardnaylop

lioSwollahShtiwsepolS
801.seRtnalP.J -773

683

夫詔　倉佐 学大京東 部学農 移遷の地林造 そと学態生代現
編眞田沼辺周の

-651
561

　木八・健　下丹
義久 学大京東 部学農

mutartSyraitreTehtnideniatnoCsedifluSnorI
osoBeht,aerAniatnuoMimusoyiKehtni

napaJ,alusnineP
トスジロドペ 2-83 68-38

　木鈴・義正橋高
一正　里大・誠

研合総林森
所究

けおに辺周道林水杯一林習演葉千学大京東
態実の者用利般一る 究研化文林森 61 -582

092

沢大・雄煙　崎尾
彦雅　

中立県葉千
館物博央

gnolanrettaptseroffoegnahclanisseccuS
etarepmet-mrawnistneidarglacihpargopot
napaJlartnec,imusoyiKtMnistserofdexim

lacigolocE
3-01hcraeseR

-322
432

夫征　中山 学大京東 部学農 期時尾交と動行尾交のルビマヤ 論支関林日 74 67-57

　見鶴・忠　原前
史剛　越塚・幸康 学大京東 部学農 比間所場の性好嗜木林造齢幼のカジンホニ

較 論林日 601 -744
054

木鈴・雄功　川村
伊　谷粕・紀祐　
眞康　達阿・義佐

学大京東 部学農 例事査調損枯ギスるけ於に塚平林習演葉千

術技度年７成平
研験試等官
報議会修研・究
）演大東（告

74-73

夫征　中山 学大京東 部学農 究研的礎基るす関に態生のルビマヤ

学科度年７成平
（金助補費究研
研）Ｃ究研般一
書告報果成究

68-1

　田中・泉　原菅
一　田右・久佐銀

雄

大業農京東
学 部学農 花着と根発の木しさギスるな異の形葉針 論林日 601 -772

972

子宏村稲 大科医京東
学 部学医 状ウドブのルビマヤの後直ため醒らか眠冬

織組肪脂と織組
紀学大科医京東

要 22 29-38

附部学農学大京東
林習演属 学大京東 部学農 自（告報象気林習演学大京東 4991 年1月

至 4991 年 21 ）月
）大東（林習演

43
-991
232

梶・光博　貫佐木
夫和木鈴・男幹　 学大京東 部学農 よおジオシるけおに林畔渓地山の方地父秩

長消の生実ミルグワサび 報演大東 39 75-94

二雄出井 ･ 貫佐木
光博 学大京東 部学農 種育性耐と源資子伝遺ラプポ

プッョシクーワ
と動変境環球地
集旨要源資物生

光博貫佐木 ･ 村木
志徳 ･ 夫昭橋倉 ･
男幹梶

学大京東 部学農 風－程過生再の地害風るけおに林交混広針
－況状新更の後年４１害 論支北林日 44 06-85

光博貫佐木 ･ 橋倉
夫昭 学大京東 部学農 に地産びよお種のージロノェフ属ツマラカ

異変るよ 論林日 601 663-363

光博貫佐木 ･ 橋倉
夫昭 ･ 夫康　橋高 学大京東 部学農

.LneewtebdirbyhxiraLfosesnopserhtworG
htiwacinopaj.raviinilemg.Ldnairefpmeak

.tneidarglanidutitla

hcraLORFUI.corP
dnasciceneg

gnideerb
431-721

徳村木・信和口井
坂・一進本岩・志
重原伊・雄敏口

司憲士福・男

学大京東 部学農
キバツヤうなもとに採伐の林然天ツマゾエ
点定の間年４―態動の群体個虫成シムイク

―果結殺誘るよにプッラト

術技度年７成平
究研験試等官
告報議会修研・

）演大東（

53-52
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関機属所 等部学 名題 名誌 ジーペ

行村岡・治憲戸宍
平・子雅間浅・治
烈藤佐・和雅田
池小・和範橋高・
漠原河・寛征　

夫康橋高・

学大京東 部学農 料資長成のバンカラシたしに異を度密栽植

術技度年７成平
究研験試等官
告報議会修研・

）演大東（

16-55

治俊弥阿本 学大京東 部学農
変の造構分林の林交混広針るよに業施伐択

林習演道海北学大京東―化 501 るけおに班林
―例事

論業卒学大京東
文

亮朋島副 学大京東 部学農 るす関に業作材集材伐間るよにダーワォフ
察考一

論業卒学大京東
文

貫佐木・夫昭橋倉
志徳村木・光博 学大京東 部学農

Ｆ種雑間種のツマゾエとツマゾエカア 1 よお
状異びよお異変の期芽開の系家雑交し戻び

現発の長成長伸
論支北林日 44 911-711

原笠小・司憲士福
小・登田鎌・男繁

田澤・寛慰沢
志徳村木・雄晴

学大京東 部学農 びよおし挿根のリギリハるけおに地ぎは地
長成と率存生の苗成育生実 論支北林日 44 96-76

行村岡・子雅間浅
山・夫康橋高・治

一博本
学大京東 部学農 1891 おに地ぎは地―林造旧復の地跡害風年

―新更然天と長成の木栽植ツマドトるけ 論支北林日 44 36-16

章敏張尾 学大京東 部学農 旅の道鉄林森・ンデーェウス 業林方北 74 292-092

章敏張尾 学大京東 部学農 第 02 回 ORFUI るす関に表発究研の会大界世
告報

究研学用利林森
誌会 01 092-982

見多仁・章敏張尾
夫俊 学大京東 部学農 ー保確力働労年若るけおに体業事産生材素

ー例事の業林Ｍ区地野良富 論支北林日 44 871-671

章敏張尾 学大京東 部学農 道鉄林森 nanabsdnalnI 旅の クルヨビ 94 8

徳村木・雄郁橋高
橋倉・浩飼犬・志

夫昭
学大京東 部学農 目年８１栽植の苗系家代次別高標ツマドト

害被諸たれらみに 論支北林日 44 902-602

晴田沢・二隆間宅
山・英俊川広・雄

原笠・彦勝本
雄郁橋高・臣久

学大京東 部学農 と布分の病腐溝るけおに林生然天ツマドト
況状害被のそ 論支北林日 44 212-012

一博本山 学大京東 部学農 りわ関のと人と林森 業林方北 84 7

本山・哲　原龍
一功　田高・一博

浩　飼犬・
学大京東 部学農 noitcelesnihtworgnoerutcurtsdnatsfostceffE

rifodoTybdetanimodsdnats 誌画計林森 52 52-71

一博本山 学大京東 部学農
（究研るす関に測予長成の林段二 3 ラカ、）

穫収ムテスシの林段二植混ツマドト・ツマ
表

誌林日 77 402-791

ンソーロンモイサ
桐片・人公田古・

正一
学大京東 部学農

noytisnedelteebdnatsoheertfotceffE
suhpargopytspIfolavivrusdnanoitcudorper

.loC(amijiiNacinopaj ， )eaditylocS
odiakkoHni ， napaJ

911.tnE.lppA.J 093-383

見多仁・一博本山
光博貫佐木・夫俊 学大京東 部学農 造構分林の林然天方北たし目着に性特の種

析解

学科度年７成平
（金助補費究研
研）Ｃ究研般一
書告報果成究

49-1

之重田太 学大京東 部学農 緯経の設開道軌林森林習演道海北 ）大東（林習演
43 851-16
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夫昭橋倉 学大京東 部学農 年０４究研種育木林るけおに林習演道海北
史

）大東（林習演
43 291-951

治賢山飯・信泳金
塚飯・夫昭橋倉・

介尭
学大京東 部学農

（材然天ラプポ )yrneHiizciwomixamsulupoP
ヒ造構学化のンニグリ壁胞細材生早びよお
皮桂ンキロドヒびよお類酸香息安ンキロド

式様合結の類酸

誌会学材木 14 348-738

夫昭橋倉 学大京東 部学農

タニモ境環球地等雨性酸るけおに域地林森
－）郎一滉原藤：表代（立確の制体グンリ
分（ージロノェフの類ラナ・ラプポ・ナブ

－）担

学科度年７成平
（金助補費究研

究研験試 A 研）
書告報果成究

52-81

夫昭橋倉 学大京東 部学農 ツマイグ－性特の」号１演東「種品雑交 V
ツマラカ　×４４５－ V －７０３－

育木林の道海北
種 83 01-9

夫昭橋倉 学大京東 部学農 地産高標－異変う伴に布分直垂のツマドト
－果着と長成の木栽植代次別

育木林の道海北
種 83 4-1

男幹梶・夫昭橋倉 学大京東 部学農 の果結と況状の察観ージロノェフのラプポ
国全－要概 81 －ていつに地栽植の所ヶ

学科度年７成平
（金助補費究研

究研験試 A 研）
果成究

18-16

久原笠・策伸野芝
福・志徳村木・臣

口井・司憲士
治行村岡・信和

学大京東 部学農
長成るよに析解輪年の木径大バンカイダウ

退衰ので林習演道海北学大京東－過経
－ていつに木損枯・木

論林日 601 462-362

貫佐木・志徳村木
夫昭橋倉・光博 学大京東 部学農 樹葉広葉落るす生自に道海北 52 ノェフの種

ー係関のと温気にびらな動変年ーージロ 論林日 601 073-763

　梶・雄晴田澤
治勇嵐十五・男幹 学大京東 部学農 るけおに林工人クボンテンハ内林習演父秩

況状復回と響影の害風台の度２ 論林日 601 263-163

貫佐木・夫昭橋倉
志徳村木・光博 学大京東 部学農 お長成の種雑然天ツマゾエとツマゾエカア

害被のラブアサカツマゾエびよ 論林日 601 862-762

雄出井・雄俊木勝
夫和木鈴・二

研合総林森
所究

素水脱酸ンリセリグの木樹属ヒウト産本日
異変の素酵 報演大東 39 84-14

幹梶・雄晴田澤
治勇嵐十五・男

也和村大・
学大京東 部学農

礎基るす関に新更の林然天帯地山方地父秩
究研的 3 約ー 541 が乱攪的為人たじ生に前年

ー響影たえ与に新更の林キノヒ
報演大東 39 04-12

村中・大敬本槌
禮孝馬有・昇 学大京東 部学農 析解の状性動振のスラト質木 誌会学材木 14 051-341

波名・昇村中
禮孝馬有・道直 学大京東 部学農 ナミラるよにい違の分区級等るけおに太丸

度強のナシラムきつ縦びよお 業工材木 05 912-512

島中・昇村中
孝馬有・郎史
郎一淳川市・禮

学大京東 部学農 験試力耐造構の物建造木大実形角八 誌会学材木 24 33-52

昇村中 学大京東 部学農 １ー種育抜選るよに定測数係グンヤの木苗
ー較比の果結定測の目年２と目年 論支北林日 44 031-721

昇村中 学大京東 部学農 み試のつ一るせさ結直を業工材木と業林 論支北林日 44 171-861

昇村中 学大京東 部学農
性頼信の材製用造構るけおに法構組軸来在

析解 .1 おに態状界限局終と値性特の度強げ曲
係関のと数係力耐と標指性頼信るけ

構会学築建本日
集文論系造 974 28-77

康橋高・一博本山
浅・治行村岡・夫
漠原河・子雅間

学大京東 部学農
（究研るす関に測予長成の林段二 VI カー）

ルデモ長成の林段二植混ツマドト・ツマラ
ー証検

論支北林日 44 161-851

憲戸宍・和雅田平
岡・一博本山・治

間浅・治行村
康橋高・子雅
漠原河・夫

学大京東 部学農 特長成るけおに地験試度密栽植バンカラシ
性 論支北林日 44 58-38

徳村木・雄晴田澤
福・巳卓平岡・志

司憲士
学大京東 部学農 のと度照対相と量存現のドマカナナキザホ

連関 論支北林日 44 29-98

原笠小・志徳村木
光博貫佐木・男繁
邊渡・夫昭橋倉・

元定

学大京東 部学農 程過残生るけおに畑苗の苗地産７ツマゾエ 論支北林日 44 89-59

見多仁・章敏張尾
之克　湊・夫俊 学大京東 部学農 のルデモ展進化械機ムテスシ業作産生材素

築構
会究研用利林森

誌 01 251-541
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河・夫俊　見多仁
力　沢穴・漠　原 学大京東 部学農

gnitsevraHevitceleSfotnempoleveD
krowteNdaoRtseroFehtoteudmetsyS

.tseroFlarutaNani

ORFUI.corP
3.viD ，4， onaruF ， napaJ 373-763

・夫俊　見多仁
原河・一博　本山

漠　
学大京東 部学農 材素いし新るけおに業作伐択林然天

築構のムテスシ業作産生 論林日 601 445-345

河・夫俊　見多仁
義　藤佐・漠　原

力　沢穴・弘
学大京東 部学農 スシ業作林森と備整の盤基産生林森

展発のムテ 論林日 601 481-381

夫俊　見多仁 学大京東 部学農
さ論議ていおにドンランィフ国林森
と題問境環源資林森の模規球地たれ

術技
林山 9331 64-14

男幹　梶 学大京東 部学農 オシるけおに林畔渓地山の方地父秩
長消の生実のミルグワサびよおジ 告報林習演 39 75-94

男幹　梶 学大京東 部学農 豊果堅ナブヌイるよに察観の痕柄果
定推の年作 告報林習演 49 8-1

男幹　梶 学大京東 部学農 の林習演父秩学大京東 2991 ～ 5991 の
果結

性酸るけおに域地林森
リタニモ境環球地等雨

立確の制体グン , ５成平
補費究研学科度年７～

究研験試金助 )A( 成究研
書告報果

71-6

男幹　梶 学大京東 部学農 広・ンーロク・ナブ・ージロノェフ
象気・木苗域

性酸るけおに域地林森
リタニモ境環球地等雨

立確の制体グン , ５成平
補費究研学科度年７～

究研験試金助 )A( 成究研
書告報果

72-62

男幹　梶 学大京東 部学農 ナブヌイるよに度照対相内林 - 林ナブ
定推の期時葉落るけおに

性酸るけおに域地林森
リタニモ境環球地等雨
成平，立確の制体グン
費究研学科度年７～５

究研験試金助補 )A( 究研
書告報果成

08-87

男幹　梶 学大京東 部学農 境環球地等雨性酸るけおに域地林森
立確の制体グンリタニモ

研学科度年７～５成平
究研験試金助補費究 )A(

書告報果成究研
081

男幹　梶 学大京東 部学農 ロク・種樹布分域広・ージロノェフ
節季・ンー

性酸るけおに域地林森
リタニモ境環球地等雨
成平，立確の制体グン
費究研学科度年７～５

究研験試金助補 )A( 究研
書告報果成

-302
312

肇　谷蒲 学大京東 部学農 究研の柵護防カシるす置設に内林森 論支東関林日 74 87-77

健　田石 学大京東 部学農

nissertsotesnopserlacitroconerdaehT"
a:enohpidsitteC,srelbraWhsuBelam
nisnoitalupopgnideerbfonosrapmoc

"odiakkoHdnauhsnoH

21.icS.looZ.napaJ -516
.126

健　田石 学大京東 部学農 性特史活生と物食のマグワノキツ 学科類乳哺 53 .87-17

健　田石 学大京東 部学農
報情林森たし用利をアィデメチルマ

開公の beWediW-dlroW-)II( 運バーサ
際実の用 -

論林日 601 -931
041

直村安・信　田永
崎柴・毅開新・樹

光茂
学大京東

院学大
生学農
学科命
科究研

クマの位単原用使板合・材製の築建
計推的ロ 究研済経業林 921 -561

071

藤斉・広充野高
大・平隆中山・登
和野平・茂　畑
策伸野芝・男

学大京東 部学農 キノヒ、ギスるけおに林習演父秩部
害被ギハマクの木林造

成平 7 験試等官術技度年
（告報議会修研・究研

）演大東
.45-94
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幹梶・雄晴田澤
治勇嵐十五・男 学大京東 部学農 るけおに林工人クボンテンハ内林習演父秩

況状復回と響影の害風台の度２ 論林日 601 -163
263

行隆居土 学大京東 部学農 成作の針指業施の林工人たし慮考を量働労
－合場の林習演父秩学大京東－

部学農学大京東
文論業卒

彦全田越 学大京東 部学農
ミズネカアるけおに林樹葉広葉落地山父秩

susoicepssumedopA ミズネメヒと sumedopA
suetnegra 化変節季の択選境環息生の

部学農学大京東
文論業卒

海廣木々佐 学大京東 部学農 響影のスレトス境環すぼよおに菌根菌生外

院学大学大京東
研学科命生学農
論位学士修科究

文
久原笠・策伸野芝
福・志徳村木・臣
和口井・司憲士
高・治行村岡・信

夫康橋

学大京東 部学農
長成るよに析解輪年の木径大バンカイダウ
損枯・木退衰の林習演道北学大京東－過経

－ていつに木
論林日 601 -362

462

秀地比築・昇原萩
夫和木々佐・夫

の春早）林習演部学農学大京東（道林川入
類蛾 記蛾せ寄 -502

023

かやさ林小 学大本日 医獣農
部学

節季の答応スレトスたい用をスイグウ生野
究研的学泌分内外野の化変

医獣農学大本日
文論業卒部学

子裕寺大三 学大玉埼 部学理 野の答応スレトスと期殖繁のスイグウ生野
究研的学泌分内外

部学理学大玉埼
文論業卒

史敦谷矢 学大本日 医獣農
部学

内外野の期周年殖繁たい用をスイグウ生野
究研的学泌分

医獣農学大本日
文論業卒部学

雄教山西 ･ 茂島千 学大京東 部学農 験試き播直のラナズミ

部学農学大京東
成平林習演属附 7
試等官術技度年
会修研・究研験

告報議

02-71

聰　原石 学大邦東 部学理 実生年当ナブるけおに林然天ナブ型洋平太
ていつに因要死枯の生

部学理学大邦東
文論業卒

代鈴　邊渡 学大邦東 部学理 ズネカアるけおにと林工人と林然天のナブ
態生子種と態動の郡体個ミ

部学理学大邦東
文論業卒

学大邦東 部学理 の木層上すぼ及に長生と存生の生実のナブ
究研のていつに響影の伐間

部学理学大邦東
文論業卒

也晋本沼 ･ 博野芝
文 学大京東 部学農 retawdnuorGwollahSafoscitsiretcarahC

metsySgniwolF

ehtfosgnideecorP
obaSlanoitanretnI

muisopmyS
004-393

智屋土 ･ 文隆中田
･ 文博野芝 学大岡静 部学農 南山火ピラメたし定推らか動変の分水壌土

量散発蒸点地の麓山西
会学科文水本日

誌 301-39

文博野芝 学大京東 部学農

fotnempoleveDehtfotluseRtnerruC
tnemideSniygolonhceThcraeseRlacigolordyH

sirbeDtsniagalortnoC 　 suoniatnuoMniwolF
onacloVevitcAfoepolS

ehtfosgnideecorP
lanoitanretnI
dnaranimeS
nomuisopmyS
gnireenignEobaS

33-1

健下丹 ･ 義久木八 学大京東 部学農
mutartSyraitreTehtnideniatnoCsedifluSnorI

aerAniatnuoMimusoyiKehtni ， osoBeht
alusnineP ， napaJ

tsigolodeP 68-38

宏成塚石 ･ 久木八
義･ 彦恵木々佐 学大京東 部学農 と響影るえ与に菌細の中壌土が雨性酸工人

果効護保るよに粒団 誌林日 595-985

.AGNOLRAMUB
･adiaredA 義久木八

calraT
foegelloC
erutlucirgA

-utitsnI
foet
-tseroF

yr

anaemulbasubmBrofnoitacifissalCetiS
ehtnitnemhsilbatsEnoitatnalP.fsetluhcS

senippilihP

hcraeseRACT
lanruoJ 54-71

久孝田吉 学大京東 部学農 現表的学数のていつに布分的断縦の幅輪年
用応の程過殖増形線）Ⅳ（み試の 誌林日 53-92

隆善田木荒 学大京東 部学農 加増数体個殖繁るよに置設箱巣のラガマヤ
態生殖繁るけおに下度密高と

誌会学鳥本日
)1(44 56-73
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名氏全者表発 者表発一第
関機属所 等部学 名題 名誌 ジーペ

賢部渡 ･ 秀孝原 ･
淳上井 ･ き田木荒
みよ

学大京東 部学農 布分階径直るよに度密木立の林齢壮キノヒ
－化変るよに線曲度頻数本別階径直－

術技度年７成平
研験試等官
報議会修研・究
）演大東（告

76-36

剛村桐 学大京東 部学農 めを－地補候博国万紀世１２－林郊近市都
理論のつ二るぐ 44 論支中林日回 21-9

部渡・淳上井
荒・成太藤後・賢

隆善田木
学大京東 部学農 長成の地験試伐間キノヒ 44 論支中林日回 49-39

部渡・次憲瀬簗
秀孝原・賢 学大京東 部学農 研るす関に新更状クイザモの林次二生然天

究 44 論支中林日回 621-321

田木荒・成太藤後
文博野芝・みよき 学大京東 部学農 響影すぼ及に出流水の林森るみに線曲況流 44 論支中林日回 842-542

良邉渡・明和辻
隆一瀬村・広 学大京東 部学農 sulubolgsutpylacuE び及 iihtimssutpylacuE 実の

果効肥施すぼ及に長成の苗生

術技度年７成平
究研験試等官 ･
（告報議会修研

）演大東

42-12

シンニィテルカス
ー 学大京東

生学農
学科命
科究研

殖増ンーロクの木樹科キガバタフ 論士修学大京東
文 96

陽藤斎・広良邉渡
池・二雄出井・子

行裕田
学大京東 部学農 muignamaicacA 地培るけおに養培スルカの

討検の件条 44 論支中林日回 48-18

健長神・己克島小
佐・樹裕沢大・夫

彦恵木々
学大京東 部学農 と長生の木樹科メマ産帯熱 Hp 601 要演講林日回

集旨 455

克島小・樹裕沢大
彦恵木々佐・己 学大京東 部学農 ぼ及に長成と性活素酵の木樹科メマ産帯熱

響影のムウニミルアす
601 要演講林日回
集旨 776

克島小・信　辺渡
佐・二雄出井・己

彦恵木々
学大京東 部学農 ラプポ性燥乾耐るす対にスレトス圧透浸高

応反のトーュシ養培の
601 要演講林日回
集旨 086

雄出井・明才　康
彦恵木々佐・二 学大京東 部学農 acitarhpuesulupoP のらかトスラプトロプ肉葉

生再体物植
601 要演講林日回
集旨 196

雄出井・明才　康
彦恵木々佐・二 学大京東 部学農

omrofstsalpotorpfaelfoerutlucdnanoitalosI
derutlucbusortivni ， sulupoP:sralpop

asotnemot ， .vcablasulupoP
siladimaryP × sulupoPdnasotnemotsulupoP
iixciwomixam × sisnereitalpsulupoP

報演大東 39 号 36-95

　下丹・明才　康
井・己克島小・健
恵木々佐・二雄出

彦

学大京東 部学農 ラプポ産国中うなもとに燥乾の壌土 3 光の種
化変の度速成合 報演大東 49 号 -511

321

克島小・明才　康
佐・二雄出井・己

彦恵木々
学大京東 部学農

citomsowolfossertsehtotesnopserhtworG
laitnetop ， derutlucniHphgihdnaytinilas

sralpopesenihCfotoohs

tseroFfolanruoj
1hcraeseR 92-72

樹裕沢大 学大京東 部学農 科メマ帯熱るす対にスレトスムウニミルア
構機性耐と応反の木樹

論士修学大京東
文

健田福・夫和木鈴
造岱月寳・二 学大京東 部学農 学態生のそと種的学物生のケタラナ産本日

明解の質性的 書告報研科

健田福・子祐賀志
夫和木鈴・二 学大京東 部学農 ケタラナ産本日 2 ていつに生原病の種 601 要演講林日回

集旨 08

健田福・優　原市
夫和木鈴・二 学大京東 部学農 ズイサ虫線と動移期初の虫線材 601 要演講林日回

集旨 39

優　原市 学大京東 部学農 けおに内体樹ツマのウュチンセイザノツマ
現発徴病の病虫線材、と動移期初る

論士修学大京東
文

孝塚石・明直田栗
長則本岩・一 学大京東 部学農 ていつに性燥乾耐のラプポたい用を木接

成平 7 官術技度年
研・究研験試等
東（告報議会修

）演大

9-3
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(3)　全利用者

1 千葉演習林

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

1 葉千 4 1 室教育教科理部学育教学大葉千 1 1 2 0 4 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

2 葉千 4 1 部支県葉千会の鳥野本日 0 0 0 03 03 ）会察観鳥野（会鳥探

3 葉千 4 1 課育教会員委育教町田和 1 0 0 1 2 学見所業作台郷

4 葉千 4 1 課育教会員委育教町田和 1 0 0 9 01 学見所業作台郷

5 葉千 4 2 防砂 0 0 2 0 2 査調分水

6 葉千 4 6 一第学地科学地部学理学大北東 0 1 0 0 1 析解境環古るよに石化微の続新中部上島半総房

7 葉千 4 2 防砂 0 0 2 0 2 査調分水

8 葉千 4 4 科学科境環圏地部学理学大北東 1 0 0 0 1 究研的学物生古微の層津天島半総房

9 葉千 4 2 防砂 0 0 2 0 2 査調分水

01 葉千 4 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

11 葉千 4 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測の性特分水の葉の樹葉広緑常

21 葉千 4 3 織組部用利材木所究研合総林森
室究研 1 3 2 8 41 取採本標材木の物植本木産本日

31 葉千 4 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

41 葉千 4 2 物植 0 0 2 0 2 因要害阻のそと新更のツマコメヒ

51 葉千 4 2 防砂 0 0 2 0 2 査調分水

61 葉千 4 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 めたるす定測を成合光の樹葉広緑常

71 葉千 4 3 鉱地部学理学大都京 0 0 1 0 1 ていつに布分向偏の虫孔有の中岩泥

81 葉千 5 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

91 葉千 5 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

02 葉千 5 1 校学小生弥立市葉千 6 35 0 0 95 グンキイハるけ於に校学間林

12 葉千 5 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

22 葉千 5 1 防砂 0 1 1 0 2 定測発蒸断遮、査調分水

32 葉千 5 1 室教育教科理部学育教学大葉千 2 0 3 1 6 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

42 葉千 5 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

52 葉千 5 1 物植 0 0 1 0 1 グンリプンサの枝と新更のツマコメヒ

62 葉千 5 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

72 葉千 5 1 林習演父秩 1 0 0 0 1 るす関に良改と全保林森の域地護保息生のカシ
究研

82 葉千 5 1 物植部学育教学大玉埼 1 1 3 0 5 を子胞の）ツテソブヤ（類ダシてしと料材究研
るす集採

92 葉千 5 01 鉱地部学理学大都京 0 0 1 0 1 ていつに布分向偏の虫孔有の中岩泥

名氏全者表発 者表発一第
関機属所 等部学 名題 名誌 ジーペ

直田栗・長則本岩
一孝塚石・明 学大京東 部学農 関に根菌の木樹属ツマるけおに地験試無田

究研るす

成平 7 官術技度年
研・究研験試等
東（告報議会修

）演大

61-11

マーラ　ルバジム
鈴・子京田石・ン
造岱月寳・夫和木

学大京東 部学農 noHpfostceffednaeludonehtfoerutcurtS
muignamaicacAninoitaludon 誌林日 77 ）１（ 87-57

造岱月寳 学大京東 部学農 成形態形の物植と胞細１解図 胞細子分の物植
学物生 41-9

造岱月寳 学大京東 部学農 の管小微と壁胞細るけおに築構の態形胞細
割役

胞細子分の物植
学物生

73-62
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.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

03 葉千 5 2 防砂 0 1 1 0 2 定測発蒸断遮、査調分水

13 葉千 5 2 物植 0 0 1 0 1 決の容内査調ので林本見、病ぶこのツマコメヒ
定

23 葉千 5 5 林造 3 82 9 0 04 習実外野、験実学林造

33 葉千 5 3 防砂 1 1 3 0 5 定測発蒸断遮、査調分水

43 葉千 5 4 物植 5 92 6 0 04 習実学物植林森

53 葉千 5 8 鉱地部学理学大都京 0 0 1 0 1 査調質地、取採のルプンサ石岩

63 葉千 5 2 科学理地部学文学大正立 1 0 0 0 1 食侵盤岩るよに水流

73 葉千 5 3 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけ於に域地層岩砂紀三第

83 葉千 5 5 理経 2 8 0 0 01 習実学理経林森

93 葉千 5 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

04 葉千 5 2 防砂 0 1 1 0 2 定測発蒸断遮、査調分水

14 葉千 5 3 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけ於に域地層岩砂紀三第

24 葉千 5 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

34 葉千 5 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測の性特分水の葉の樹葉広緑常

44 葉千 5 3 会学物生県葉千 1 0 0 1 2 査調のガ・エハ

54 葉千 5 3 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 3 0 3 めたるす定測を成合光の樹葉広緑常

64 葉千 5 2 務事林習演属附部学農学大京東
長 3 0 0 0 3 察視林習演

74 葉千 5 2 長林習演学大京東 63 0 0 0 63 会歓交林習演

84 葉千 5 5 室教学質地部学理学大京東 4 71 2 0 32 習実査調学質地

94 葉千 5 2 防砂 0 1 1 0 2 定測発蒸断遮、査調分水

05 葉千 6 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

15 葉千 6 1 室究研御制生植所究研合総林森 3 0 4 13 83 察観のルビマヤびよお林樹葉広緑常

25 葉千 6 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

35 葉千 6 1 防砂 0 1 1 0 2 ｝定設の置装測観量断遮冠樹｛査調分水

45 葉千 6 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

55 葉千 6 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

65 葉千 6 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

75 葉千 6 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

85 葉千 6 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

95 葉千 6 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

06 葉千 6 1 ）会員委育教（館会民市浦ケ袖 0 0 0 03 03 ォウと然自「るあで業事催主の館会民市浦ケ袖
めたの催開」クー

16 葉千 6 1 物植 0 1 1 0 2 態動の虫線るけおに属数木樹主宿の病虫線材

26 葉千 6 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

36 葉千 6 1 防砂 0 1 0 0 1 ｝定設の置装測観量断遮冠樹｛査調分水

46 葉千 6 3 会物植賀須横 0 0 0 7 7 生植内林然天と察観物植ダシの内林習演葉千

56 葉千 6 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

66 葉千 6 2 林習演部学農学大工農京東 2 0 11 1 41 論持学営経業林

76 葉千 6 2 校学等高林農津君立県葉千 2 63 0 0 83 試林森種各び及林本見木樹、査調態生物植林森
学見地験

86 葉千 6 4 防砂 0 1 3 0 4 ｝定設の置装測観量断遮冠樹｛査調分水

96 葉千 6 2 科学理地部学文学大正立 1 0 0 0 1 食侵盤岩るよに水流

07 葉千 6 9 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

17 葉千 6 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

27 葉千 6 2 本作制社会式株クーワレテ本日
部 0 0 0 5 5 番育教ビレテ本日（影撮オデビの態生の類モク

）作制組
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.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

37 葉千 6 2 防砂 0 1 1 0 2 ｝定設の置装測観量断遮冠樹｛査調分水

47 葉千 6 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

57 葉千 6 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測の性特分水の葉の樹葉広緑常

67 葉千 6 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

77 葉千 6 2 防砂 0 1 1 0 2 ｝定設の置装測観量断遮冠樹｛査調分水

87 葉千 6 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

97 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

08 葉千 7 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

18 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

28 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

38 葉千 7 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

48 葉千 7 1 科究研学理学大北東 0 1 0 1 2 取採の実果び及花のラベトマヤミ

58 葉千 7 1 館物博央中立県葉千 0 0 0 4 4 究研造構生植林然自ミモ

68 葉千 7 1 物植 0 0 1 0 1 病ブコのツマコメヒ

78 葉千 7 5 部学理学大岡静 3 02 0 0 32 査調質地の内林習演

88 葉千 7 2 防砂 1 0 3 0 4 査調文水

98 葉千 7 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変るよに層階の葉の樹葉広緑常

09 葉千 7 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 移遷次二の後採伐るけおに林樹葉照

19 葉千 7 5 産林 1 21 2 0 51 習実学林生年３科学産林

29 葉千 7 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水

39 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

49 葉千 7 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

59 葉千 7 4 科学科林森部学農学大宮都宇 1 34 0 0 44 習実学木樹

69 葉千 7 5 防砂 0 3 3 0 6 査調文水

79 葉千 7 9 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

89 葉千 7 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変るよに層階の葉の樹葉広緑常

99 葉千 7 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 移遷次二の後採伐るけおに林樹葉照

001 葉千 7 3 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

101 葉千 7 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

201 葉千 7 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

301 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

401 葉千 7 2 防砂 0 2 2 0 4 設建塔鉄のめたの測観量散発蒸ので域流小林森

501 葉千 7 3 校高属附部学育教大東 2 01 0 1 31 と握把の系態生の地林植ギスびよお林樹葉照「
習実の」較比

601 葉千 7 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水

701 葉千 7 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

801 葉千 8 1 防砂 0 1 2 0 3 査調文水ので域流小地山

901 葉千 8 1 校学等高川市立県 54 0 0 0 54 第会育教物生本日 05 会修研地現るけおに会大回

011 葉千 8 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

111 葉千 8 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別層葉

211 葉千 8 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

311 葉千 8 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別層葉

411 葉千 8 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

511 葉千 8 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別層葉

611 葉千 8 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

711 葉千 8 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別層葉
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811 葉千 8 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

911 葉千 8 2 林造 1 0 3 0 4 性特理生分水の林齢高杉

021 葉千 8 3 科学理地部学文学大正立 1 2 0 0 3 食侵盤岩るよに水流

121 葉千 8 3 部境環力電京東 0 0 0 011 011 察観然自

221 葉千 8 3 科学理地部学文学大正立 1 2 0 0 3 食侵盤岩るよに水流

321 葉千 8 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 移遷次二の地跡乱撹の林次二

421 葉千 8 3 物動 0 0 2 0 2 動変的節季の物動壌土るけおに林岸海

521 葉千 8 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

621 葉千 8 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

721 葉千 8 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水ので域流小地山

821 葉千 8 2 局送放葉千会協送放本日 0 0 0 6 6 めたの影撮組番のＫＨＮ

921 葉千 8 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水ので域流小地山

031 葉千 8 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

131 葉千 8 2 林習演父秩 1 0 0 0 1 置設置装測観象気、置設柵カシ

231 葉千 8 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水ので域流小地山

331 葉千 8 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 2 0 2 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

431 葉千 8 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

531 葉千 8 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

631 葉千 8 5 室教学質地部学理学大都京 2 51 1 0 81 習実外野法査調質地

731 葉千 8 2 防砂 0 1 2 0 3 査調文水ので域流小地山

831 葉千 8 3 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 2 0 2 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

931 葉千 8 2 科学環循質物部学理学大州信 1 0 2 0 3 めたの見下の習実

041 葉千 9 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

141 葉千 9 3 学大科歯科医京東 0 0 0 2 2 査調・集採のガ、エハ

241 葉千 9 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

341 葉千 9 21 質地科学地部学理学大北東 0 1 0 0 1 析解境環古るよに石化微の統新中部土

441 葉千 9 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別位葉

541 葉千 9 2 防砂 0 1 2 0 3 散発蒸び及査調文水ので域流小地山

641 葉千 9 3 物植 1 0 1 0 2 の者究研人国外るよに業事聘招会興振術学本日
学見林習演

741 葉千 9 1 所務事務林崎韮県梨山 53 0 0 0 53 修研者係関業林

841 葉千 9 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

941 葉千 9 6 科究研学理院学大学大北東 1 0 0 0 1 究研的学物生古微の層津天島半総房

051 葉千 9 2 防砂 0 1 2 0 3 散発蒸び及査調文水ので域流小地山

151 葉千 9 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別位葉

251 葉千 9 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

351 葉千 9 5 部学理学大州信 2 62 2 0 03 修を術技査調、し施実を査調質地ていおに外野
るせさ得

451 葉千 9 1 館会真極盟連道手空際国 0 0 0 03 03 めたの拝礼地行修氏達倍山大故者設創会真極

551 葉千 9 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別位葉

651 葉千 9 2 防砂 0 1 2 0 3 散発蒸び及査調文水ので域流小地山

751 葉千 9 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

851 葉千 9 2 防砂 2 0 0 0 2 査調文水

951 葉千 9 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 0 0 0 1 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

061 葉千 9 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

161 葉千 9 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房
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261 葉千 9 3 部学済経学大京東 1 9 0 0 01 宿合究研のと生学

361 葉千 9 3 林造 1 0 6 1 8 風台 02 理処の害被るよに号

461 葉千 9 4 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

561 葉千 9 8 部学理学大根島 1 0 0 0 1 究研の達発冠樹るけおに林次二

661 葉千 9 2 防砂 0 1 2 0 3 散発蒸び及査調文水ので域流小地山

761 葉千 9 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的態形の葉の別位葉

861 葉千 9 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

961 葉千 9 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

071 葉千 9 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 1 0 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

171 葉千 9 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

271 葉千 01 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

371 葉千 01 1 課済経業産場役町古多郡取香 0 0 0 02 02 修研察視員合組部支古多合組林森市郡取香

471 葉千 01 1 署林営葉千 0 0 0 6 6 等況林（査踏の」部楽倶林森「催主局林営京東
）査調の

571 葉千 01 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

671 葉千 01 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

771 葉千 01 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

871 葉千 01 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

971 葉千 01 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

081 葉千 01 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 化変の別層階の葉の樹緑常

181 葉千 01 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

281 葉千 01 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

381 葉千 01 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

481 葉千 01 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

581 葉千 01 1 室教育教科理部学育教学大葉千 1 0 1 0 2 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

681 葉千 01 1 室教育教科理部学育教学大葉千 1 0 1 0 2 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

781 葉千 01 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

881 葉千 01 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

981 葉千 01 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

091 葉千 01 1 館物博央中立県葉千 0 0 0 2 2 係関の柄と果球の類果球

191 葉千 01 1 校学中津天立町湊小津天 3 0 0 0 3 の為の施実″ーリラクーォウ″事行催主会徒生
見下の道林び及認確全安

291 葉千 01 1 校学中津天立町湊小津天 81 281 0 0 002 為の施実″ーリラクーォウ″事行催主会徒生

391 葉千 01 1 会議協進促発開線総房南道林 0 0 0 02 02 現の地画計）線谷奥・線水杯一（線総房南道林
為の察視地

491 葉千 01 1 所務事業林部中県葉千 0 0 0 01 01 修研木樹

591 葉千 01 1 室教学地部学育教学大田稲早 0 3 0 0 3 査調質地

691 葉千 01 1 校高津更木立県葉千 5 0 0 0 5 ）見下（習学察観然自るよに徒生

791 葉千 01 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

891 葉千 01 2 校学門専学工洋東 0 2 0 0 2 査調息生カシの辺周林習演葉千

991 葉千 01 2 部学済経学大塾義応慶 1 0 0 0 1 史活生と殖繁の類ルエカ

002 葉千 01 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の林樹葉照

102 葉千 01 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 2 1 0 3 移遷次二の林樹葉照

202 葉千 01 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 1 0 2 移遷次二の林樹葉照

302 葉千 01 2 防砂 0 0 6 0 6 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

402 葉千 01 3 防砂 0 0 5 0 5 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解
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502 葉千 01 2 防砂 0 0 6 0 6 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

602 葉千 01 2 防砂 0 0 6 0 6 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

702 葉千 01 1 防砂 0 0 5 0 5 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

802 葉千 01 21 部学理学大都京 0 0 1 0 1 ていつに布分向偏の石化虫孔有

902 葉千 01 1 部学理学大都京 0 0 1 0 1 取採のルプンサ石岩

012 葉千 01 4 科学理地部学文学大正立 0 1 0 0 1 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

112 葉千 01 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

212 葉千 01 4 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

312 葉千 01 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

412 葉千 01 3 科学科球地部学理学大葉千 5 92 0 0 43 習実外野学質地

512 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 集採ルプンサの葉の樹緑常

612 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 集採ルプンサの葉の樹緑常

712 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 集採ルプンサの葉の樹緑常

812 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 集採ルプンサの葉の樹緑常

912 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 集採ルプンサの葉の樹緑常

022 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群本木アニオイパの林樹葉照

122 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群本木アニオイパの林樹葉照

222 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群本木アニオイパの林樹葉照

322 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群本木アニオイパの林樹葉照

422 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群本木アニオイパの林樹葉照

522 葉千 11 1 校高津更木立県葉千 51 04 0 0 55 習学察観然自るよに徒生

622 葉千 11 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

722 葉千 11 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

822 葉千 11 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

922 葉千 11 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

032 葉千 11 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

132 葉千 11 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

232 葉千 11 1 室教育教科理部学育教学大葉千 1 1 1 0 3 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

332 葉千 11 1 室教育教科理部学育教学大葉千 1 1 1 0 3 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

432 葉千 11 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

532 葉千 11 1 合組林森町郷下県島福 0 0 0 31 31 察視の館本標び及林習演

632 葉千 11 1 署林営葉千 6 0 0 0 6 わ合打会察観然自の」部楽倶林森「局林営京東
せ

732 葉千 11 1 署林営葉千 0 0 0 57 57 施実会察観然自の」部楽倶林森「局林営京東

832 葉千 11 1 館物博央中立県葉千 0 0 0 3 3 ACIJ 員修研トーパータンウカ
ANANAMOLEVAR 内案の士博

932 葉千 11 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

042 葉千 11 1 民県山浦内社公光観県葉千）財
森の 0 0 0 001 001 ）グンキイハグンロ梁脊総房（事催

142 葉千 11 1 ブラクーリターロ総上 0 0 0 001 001 訪を水の命「るよに催主ブラクーリターロ総上
グンキイハ」るね

242 葉千 11 1 科究研学農院学大学大業農京東 0 1 2 0 3 為るべ調を等件条育生のモモマヤ生然天

342 葉千 11 1 防砂 0 2 2 0 4 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

442 葉千 11 2 防砂 0 2 2 0 4 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

542 葉千 11 2 防砂 0 2 2 0 4 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解
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642 葉千 11 2 防砂 0 2 2 0 4 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

742 葉千 11 2 防砂 0 2 2 0 4 塔鉄び及査調質水、査調文水ので域流小沢山袋
業作の為の体解

842 葉千 11 2 部学済経学大塾義応慶 1 0 0 0 1 史活生と殖繁の類ルエカ

942 葉千 11 3 科星惑球地部学理学大業工京東
科学 2 04 2 0 44 習実生学たしと心中を査調質地

052 葉千 11 5 科学理地部学文学大正立 0 2 0 0 2 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

152 葉千 11 6 科学理地部学文学大正立 0 2 0 0 2 生植と復回層土るけおに頭谷の域地層岩砂澄清

252 葉千 11 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

352 葉千 11 2 林習演道海北 1 0 0 0 1 復回生植の面法道林

452 葉千 11 3 林習演父秩 2 0 0 0 2 るす関に良改と全保林森の域地護保息生のカシ
究研

552 葉千 11 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

652 葉千 11 3 理経 2 0 0 0 2 査調の地験試長生

752 葉千 11 3 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

852 葉千 11 3 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

952 葉千 21 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

062 葉千 21 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

162 葉千 21 1 室教育教科理部学育教学大葉千 0 0 1 0 1 究研るす関に作機生発の菌アニモンア

262 葉千 21 1 館民公町隅夷 0 0 0 63 63 ーコ歩徒の」会うこ歩りくづ康健「業事館民公
てしとス

362 葉千 21 1 会員委育教市津君 0 0 0 05 05 主部支津君」員進推りくづ民県いる明「市津君
グンキーォウ葉紅の催

462 葉千 21 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

562 葉千 21 1 会究研科会社校学中県葉千 0 0 0 1 1 の影撮真写るす載掲に」料資の理地「版社進正
めた

662 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的層階の葉るけおに内林

762 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的層階の葉るけおに内林

862 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的層階の葉るけおに内林

962 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変的層階の葉るけおに内林

072 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

172 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

272 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

372 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

472 葉千 21 1 ）人個（区央中市葉千 0 0 0 62 62 グンキイハ

572 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 1 1 0 0 2 ージロノェフの葉の樹葉広緑常

672 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 移遷次二の本草るけおに地採伐

772 葉千 21 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 定測るす関に性特分水の樹葉広緑常

872 葉千 21 5 科究研学理院学大学大北東 2 1 1 0 4 域限北（布分の生実樹葉広緑常るけおに林次二
）較比のと

972 葉千 21 5 院学大（科物生部学理学大北東
）生究研 0 0 1 0 1 性特芽萌のラクザサフ

082 葉千 21 2 学大京東 6 0 0 0 6 査調繕営び及査監計会

182 葉千 21 2 防砂 0 3 2 0 5 査調質水・文水ので域流小沢山袋

282 葉千 21 2 防砂 0 1 2 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

382 葉千 21 2 防砂 0 1 2 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

482 葉千 21 2 防砂 0 1 2 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

582 葉千 21 2 室究研学態生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 定測成合光の樹葉広緑常

682 葉千 21 3 所究研合総林森省産水林農 0 0 0 5 5 サ水川河、グンリプンサスガ壌土び及査調質土
グンリプン
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782 葉千 21 4 理経 2 22 0 0 42 習実学樹測

882 葉千 21 3 林習演父秩 1 0 0 0 1 るす関に良改と全保林森の域地護保息生のカシ
究研

982 葉千 21 2 林習演父秩 1 0 1 21 41 会例月会究研然自の総房

092 葉千 21 2 科学理地部学文学大正立 1 1 0 0 2 食侵盤岩るよに水流

192 葉千 1 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

292 葉千 1 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

392 葉千 1 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

492 葉千 1 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

592 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 析解造構の葉の別層階の林樹葉広緑常

692 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 析解造構の葉の別層階の林樹葉広緑常

792 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 析解造構の葉の別層階の林樹葉広緑常

892 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 析解造構の葉の別層階の林樹葉広緑常

992 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

003 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

103 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

203 葉千 1 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特長生の種本木性駆先の林樹葉照

303 葉千 1 2 科学林部学医獣農学大本日 1 0 0 0 1 査調カシ

403 葉千 1 2 林習演父秩 2 0 0 0 2 査調度密息生のカシ

503 葉千 1 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

603 葉千 1 2 防砂 0 2 1 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

703 葉千 2 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

803 葉千 2 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

903 葉千 2 4 物動 0 1 0 1 2 査調カシ

013 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変の葉の別層階の林樹葉広緑常

113 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変の葉の別層階の林樹葉広緑常

213 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変の葉の別層階の林樹葉広緑常

313 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 化変の葉の別層階の林樹葉広緑常

413 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群新更リギラブアの林樹葉照

513 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群新更リギラブアの林樹葉照

613 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群新更リギラブアの林樹葉照

713 葉千 2 1 室究研学態生部学理学大葉千 0 1 0 0 1 性特の落群新更リギラブアの林樹葉照

813 葉千 2 1 会協化械機業林 0 0 0 3 3 査調地現のていつに験試の械機業林能性高

913 葉千 2 1 校学等高業工葉千立県葉千 5 02 0 01 53 ミゴの辺周び及、検点り回見の標道の置設内林
いろひ

023 葉千 2 1 林習演父秩 1 0 0 0 1 研るす関に良改と全保林森の域地護保息生の鹿
）置設の柵護防猪・鹿（究

123 葉千 2 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

223 葉千 2 1 林習演部学農学大道海北 0 0 0 2 2 学見の林習演

323 葉千 2 1 林習演道海北部学農学大州九 0 0 0 2 2 学見の林習演

423 葉千 2 1 学大語外田神 1 1 0 1 3 種の物動壌土型大るけおに系態生種各の県葉千
ていつに成組

523 葉千 2 1 所務事理管森の民県山浦内 0 0 0 001 001 ）クーォウいあれふ（事催

623 葉千 2 1 所修研合総術技林森庁野林 0 0 0 2 2 めたるすと考参の務業修研術技林森

723 葉千 2 1 林習演学大宮都宇 0 0 0 01 01 修研務事

823 葉千 2 3 国中 1 0 1 0 2 学見林習演葉千

923 葉千 2 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

033 葉千 2 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋
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133 葉千 2 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

233 葉千 2 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

333 葉千 2 3 科境環産生部学農学大潟新
科学 1 0 0 0 1 査調析解造構の分林るよに真写冠林天全

433 葉千 2 2 学大邦東 01 1 0 4 51 ）為の化材教の科理校高中小（察観の物植動

533 葉千 2 2 科学林部学医獣農学大本日 1 51 2 2 02 学見の等林本見種品杉、林本見業施

633 葉千 2 3 科学理地部学文学大正立 0 2 0 0 2 食侵盤岩るよに水流

733 葉千 2 2 物動 2 2 0 0 4 定設地験試論卒

833 葉千 3 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

933 葉千 3 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

043 葉千 3 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

143 葉千 3 1 会学類蛾本日 0 0 0 2 2 査調布分の類蛾

243 葉千 3 4 物動 0 0 1 0 1 査調カシ

343 葉千 3 1 所究研合総品薬菓製治明 0 0 0 1 1 察観の木樹

443 葉千 3 01 会協化械機業林 1 0 0 41 51 の会究研び及験試化用実地現の機倒伐式脚半
催開

543 葉千 3 1 館物博央中立県葉千 1 0 0 0 1 究研のていつに長成の果球類果球

643 葉千 3 3 林習演道海北 2 0 0 0 2 察観内林び及査調境環然自

743 葉千 3 1 学大語外田神 1 0 1 1 3 層物動壌土の島半総房

843 葉千 3 1 物動 2 2 0 0 4 定設地験試論卒

943 葉千 3 5 大（科物生部学理学大北東
）生究研院学 0 0 1 0 1 性特芽萌の種象対較比び及ラクザサフ

053 葉千 3 2 部本林習演大東 2 0 0 0 2 用務事係関財管

153 葉千 3 2 部理経大東 1 0 0 0 1 続手務事係関財管

253 葉千 3 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

353 葉千 3 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

453 葉千 3 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

553 葉千 3 2 防砂 0 0 3 0 3 査調質水・文水ので域流小沢山袋

653 葉千 3 5 科学理地部学文学大正立 1 1 1 0 3 食侵盤岩るよに水流

753 葉千 3 4 所究研合総林森 0 0 0 2 2 の道林、査調の況状能機の設施水排断横型新
査調面法

853 葉千 3 2 理経 1 0 0 0 1 査調の地験試

953 葉千 3 2 林習演学大都京 3 0 0 0 3 せ合打るす関に業施林習演

063 葉千 3 2 部学育教学大芸学京東 1 6 0 0 7 習実の査調質地

163 葉千 3 2 林習演父秩 1 0 0 4 5 会例月会究研然自の総房

263 葉千 3 2 物動 0 1 0 0 1 査調のめたの文論業卒

363 葉千 3 2 部本林習演大東 3 0 0 0 3 めたの査検庫金度年７成平

463 葉千 3 3 部学農学大潟新 1 3 0 0 4 査調析解造構の分林るよに真写冠林天全

計 823 128 562 2401 6542
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1 道海北 4 03 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

2 道海北 4 6 局送放幌札ＫＨＮ 0 0 0 1 1 材取、影撮内林

3 道海北 4 2 部学農学大工農京東 2 0 4 0 6 学営経林森、学用利地林

4 道海北 4 3 部学農学大州信 1 1 1 0 3 察視業施林然天

5 道海北 4 3 部学農学大屋古名 1 0 2 0 3 査調業作林森期雪積

6 道海北 4 5 部学農学大道海北 0 8 0 0 8 査調態生のマグヒ

7 道海北 4 4 部学農学大道海北 0 8 0 0 8 査調態生のマグヒ

8 道海北 5 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

9 道海北 5 3 部学農学大道海北 0 4 0 0 4 査調態生のマグヒ

01 道海北 5 1 森のラカーユイヤ 0 0 0 04 04 学見内林

11 道海北 5 2 林習演 2 0 0 0 2 察視内林・設施

21 道海北 5 1 校学小野良富中立町野良富中 1 0 0 04 14 察観然自

31 道海北 5 1 校学小部山立市野良富 4 0 0 75 16 察観然自

41 道海北 5 2 部学農学大道海北 4 41 2 1 12 習実の法業施分林

51 道海北 5 1 局送放川旭ＫＨＮ 0 0 0 1 1 材取

61 道海北 5 4 部学農学大道海北 0 8 0 0 8 査調態生のマグヒ

71 道海北 5 1 会の鳥野川旭 2 0 0 34 54 察観然自と鳥探

81 道海北 5 1 館民公央中市野良富 5 0 0 05 55 習学草野

91 道海北 5 01 部学農 0 1 0 0 1 究研論卒の業施

02 道海北 5 2 部理経 3 0 0 0 3 査調化算電、学見設施

12 道海北 6 03 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

22 道海北 6 9 部学農 0 1 0 0 1 究研論卒の業施

32 道海北 6 1 校学小合落北立町野良富南 4 0 0 12 52 察観鳥野

42 道海北 6 2 家の活生 0 0 0 21 21 学見内林

52 道海北 6 1 部学理学大立都京東 1 0 1 0 2 学見内林

62 道海北 6 1 河浦会協リタウ 0 0 0 3 3 取採皮樹、学見内林

72 道海北 6 2 林習演 1 0 0 0 1 察視内林

82 道海北 6 4 系学林農学大波筑 1 0 0 0 1 す関に菌病変青るす連関にシムイクキバツヤ
究研る

92 道海北 6 2 局林営道海北 4 0 0 0 4 ていつに等業施林森るけおに林習演

03 道海北 6 2 校高属附部学育教 1 0 0 0 1 せわ合ち打修研

13 道海北 6 3 部学農 1 0 1 0 2 究研るす関にツマラカ

23 道海北 6 1 院病生厚部山 0 0 0 8 8 法方用利び及方け分見の菜山び及草薬

33 道海北 6 3 般一 0 0 0 1 1 影撮態生林森

43 道海北 6 1 校学等高業農広帯 3 0 0 04 34 学見内林

53 道海北 6 1 部集編イラサ館学小 0 0 0 4 4 材取林森

63 道海北 6 1 Ｐ校学中小山金下立町野良富南
ＡＴ 0 0 0 03 03 学見内林

73 道海北 6 2 団財の緑イセッニ 3 0 0 0 3 究研るす関に法業施分林

83 道海北 6 2 部学農学大道海北 0 2 0 0 2 せわ合ち打究研るす関に業施林森

93 道海北 6 1 所判裁方地川旭 2 0 0 4 6 学見内林

04 道海北 6 1 校学小部山立市野良富 1 0 0 51 61 察観然自

14 道海北 6 1 学大産畜広帯 2 03 1 0 33 理管と態生の林森

24 道海北 6 2 場種育道海北ータンセ種育木林 3 0 0 61 91 学見材素種育び及換交報情の属ヒウト

34 道海北 6 1 林習演道海北学大州九 2 0 0 0 2 学見内林
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44 道海北 7 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

54 道海北 7 2 ＳＧＳ 2 0 0 0 2 視地現のていつに理管用利的続持の源資林森
察

64 道海北 7 3 部学農学大屋古名 1 0 0 0 1 査調壌土林森

74 道海北 7 4 校高川田墨立都京東 9 0 0 0 9 修研の法業施林然天

84 道海北 7 2 学大重三 1 0 0 0 1 業施林然天の林方北

94 道海北 7 1 校学小丘が緑立市川旭 0 0 0 7 7 学見内林

05 道海北 7 1 校学大業林県野長 2 02 0 2 42 業施と新更の林然天

15 道海北 7 2 場験試業林立道海北 2 0 0 0 2 上向の術技断診の害病要主ツマゾエカア

25 道海北 7 1 学大期短道海北学大修専 3 14 0 0 44 学見業施林然天

35 道海北 7 3 校学中寒月立市幌札 0 0 0 81 81 樹植、察観物植の内林

45 道海北 7 2 場験試産林立道海北 0 0 0 2 2 学見内林

55 道海北 7 1 般一 0 0 0 9 9 究研態生の草野

65 道海北 7 4 校高属附部学育教 3 0 0 73 04 習実林森

75 道海北 7 2 会協ツンタルサンコ業林外海 0 0 0 4 4 修研トーパータンウカ林層複アシーレマ

85 道海北 7 1 校学小郷麓立市野良富 4 0 0 22 62 山登山麓大

95 道海北 7 1 場験試産林立道海北 0 0 0 01 01 学見等設施内林

06 道海北 7 1 学大ナタンモ 0 0 1 1 2 護保物生生野と営経林森

16 道海北 7 3 学大育教知愛 3 32 0 0 62 習実外野学態生・学類分物植

26 道海北 7 2 科学林学大業農京東 0 0 2 0 2 価評的体具の用効の林森

36 道海北 7 2 部学文 3 0 0 0 3 学見内林

46 道海北 7 1 署林営寅幾 02 0 0 0 02 業施伐択の林然天

56 道海北 7 1 部学業産物生学大業農京東 2 71 0 0 91 理管全保の林森

66 道海北 7 3 会の室教然自阪大 0 0 0 2 2 学見内林

76 道海北 7 3 学大政家京東 84 0 0 0 84 察観然自

86 道海北 7 1 学大期短学大徳聖 0 0 0 3 3 学見内林

96 道海北 7 1 所究研性物 2 0 0 0 2 学見内林

07 道海北 8 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

17 道海北 8 2 学大期短学大徳聖 0 0 0 3 3 学見内林

27 道海北 8 1 所究研性物 2 0 0 0 2 学見内林

37 道海北 8 2 部学工 1 0 0 0 1 究研るす関に栽植路道

47 道海北 8 1 局支林営広帯 0 0 0 06 06 学見内林

57 道海北 8 5 系学林農学大波筑 1 0 0 0 1 す関に菌病変青るす搬伝がシムイクキバツヤ
究研る

67 道海北 8 3 部学医学大京帝 1 0 0 0 1 究研の症粉花のバンカラシ

77 道海北 8 5 部学農 1 0 0 0 1 握把の態生・布分の虫昆科シムサオ

87 道海北 8 3 部理経 1 0 0 0 1 学見内林

97 道海北 8 1 会員委育教町野良富中 5 0 0 06 56 察観の物植・物動小

08 道海北 8 1 館民公山東市野良富 0 0 0 02 02 学見内林

18 道海北 8 3 部学農 1 0 2 1 4 学見び及査調質材の木立

28 道海北 8 1 所支道海北所究研合総林森 1 0 0 0 1 学見内林

38 道海北 8 5 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 査調態生のマグヒ

48 道海北 8 1 般一 0 0 0 7 7 学見内林

58 道海北 8 2 林習演方地山歌和学大道海北 1 0 0 2 3 修研るす関に等術技設建の園種採ツマラカ

68 道海北 8 2 学大期短学大徳聖 1 0 0 0 1 学見内林

78 道海北 8 3 部学農学大岡静 3 1 2 0 6 査調採伐の地業林辺周



II　演習林の活動　II-1　利用状況

20

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

88 道海北 8 3 部学農学大治明 1 81 1 0 02 定測率光過透冠樹、査調度密育生の木樹

98 道海北 8 2 クーワトッネ球地の緑 1 1 0 02 22 学見の林造伐択新更然天、察観の林生原

09 道海北 8 6 部学農 2 12 2 0 52 習実合総学林

19 道海北 9 03 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

29 道海北 9 1 所支道海北所究研合総林森 1 0 0 41 51 学見内林び及会習学林森

39 道海北 9 5 部学農 1 1 0 0 2 査調林森るよに計距測ザーレび及ＳＰＧ

49 道海北 9 1 合組林森町栖鷹 0 0 0 04 04 学見内林

59 道海北 9 4 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 査調態生のマグヒ

69 道海北 9 1 局支林営川旭 2 0 0 41 61 修研成養ーダーリ成造・全保林帯熱

79 道海北 9 1 林習演方地龍雨学大道海北 2 0 0 83 04 学見内林

89 道海北 9 1 般一 0 0 0 4 4 学見内林

99 道海北 9 1 館民公部山市野良富 0 0 0 53 53 学見内林

001 道海北 9 1 館民公央中市野良富 0 0 0 08 08 学見内林

101 道海北 9 1 送放ビレテ幌札 0 0 0 5 5 材取、影撮

201 道海北 9 1 般一 0 0 0 3 3 学見内林

301 道海北 9 1 部学薬 3 0 0 0 3 学見内林

401 道海北 9 2 林習演 2 0 0 0 2 察視内林

501 道海北 9 1 会員委育教町野良富南 0 0 0 05 05 学見内林

601 道海北 9 2 学大業農京東 2 5 0 0 7 ていつに業施林然天

701 道海北 9 2 部学理 1 2 1 0 4 査調質地内林

801 道海北 9 4 部学農学大道海北 0 7 0 0 7 査調態生のマグヒ

901 道海北 9 1 般一 0 0 0 03 03 学見内林

011 道海北 9 2 部理経学大道海北 2 0 0 0 2 せわ合ち打務事、学見設施

111 道海北 9 2 部学養教 0 2 0 0 2 学見内林

211 道海北 9 1 合組究研術技生再林帯熱 0 0 0 22 22 究研験試の料材質木・材木び及業施林然天

311 道海北 9 5 学大業農京東 2 72 0 0 92 学見内林

411 道海北 9 4 部学養教 0 82 0 0 82 義講数人少部学養教

511 道海北 01 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

611 道海北 01 1 校学等高寒和 0 0 0 4 4 学見内林

711 道海北 01 1 会究研科理区地川上 6 01 0 0 61 察観虫昆の林森

811 道海北 01 81 部学農 0 1 0 0 1 査調業作伐間化械機

911 道海北 01 2 部学養教 0 2 0 0 2 学見内林

021 道海北 01 71 所業事林山別紋業林友住 0 0 0 2 2 験実業作産生材素

121 道海北 01 4 部学農 1 0 1 1 3 査調林森

221 道海北 01 2 部学養教 0 2 0 0 2 学見内林

321 道海北 01 4 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 査調態生のマグヒ

421 道海北 01 2 ータンセ発開育教送放 2 0 0 0 2 学見内林

521 道海北 01 2 局務事 6 0 0 0 6 察視内林

621 道海北 01 2 所究研術技産生 3 0 0 0 3 学見内林

721 道海北 01 1 合組山御山根箱 0 0 0 02 02 ていつに法業施分林の林然天

821 道海北 01 2 部学法学大道海北 1 0 0 0 1 学見内林

921 道海北 01 1 学大産畜広帯 1 0 0 0 1 定測命寿のサザマシチ

031 道海北 01 1 所役市張夕 0 0 0 51 51 察視内林

131 道海北 01 2 タンセ究研物生微核真学大葉千
ー 2 0 0 0 2 学見内林

231 道海北 01 1 道海北ビレテ 0 0 0 01 01 材取、影撮
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331 道海北 01 3 所究研学科医 1 0 0 0 1 学見内林

431 道海北 01 4 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 査調態生のマグヒ

531 道海北 01 6 部学農学大重三 1 0 0 1 2 究研の学病樹

631 道海北 01 5 団業事力協際国 0 0 0 2 2 察視林業施、画計業施林森

731 道海北 01 2 ータンセ究研術技学科端先 2 0 0 0 2 学見内林

831 道海北 01 1 学大重三 2 0 0 0 2 究研種育木林

931 道海北 01 2 部務庶 4 0 0 0 4 察視内林び及査監

041 道海北 01 1 ータンセ理管林有道部興 0 0 0 01 01 新更の種育木材、理管持維の業施林然天

141 道海北 01 1 ータンセ学科境環道海北 2 0 0 0 2 調トンウカるよにリヘ空航の数体個カシゾエ
査調前事の査

241 道海北 01 4 部学養教 0 82 0 0 82 義講数人少部学養教

341 道海北 01 2 校幌札学大育教道海北 3 23 0 0 53 類分と集採の類菌

441 道海北 01 3 部学済経学大道海北 1 71 0 0 81 学見内林、習演

541 道海北 11 03 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

641 道海北 11 1 部務庶 4 0 0 0 4 察視内林び及査監

741 道海北 11 1 ータンセ学科境環道海北 2 0 0 0 2 調トンウカるよにリヘ空航の数体個カシゾエ
査調前事の査

841 道海北 11 4 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 究研態生のマグヒ

941 道海北 11 2 所究研報情会社 1 0 0 0 1 学見内林

051 道海北 11 2 林習演 1 0 0 0 1 究研るす関に種育木林

151 道海北 11 2 林習演方地龍雨学大道海北 1 0 0 0 1 学見内林

251 道海北 11 4 系学林農学大波筑 1 0 0 0 1 病に菌病変青るれさ搬伝にシムイクキバツヤ
ていつに性原

351 道海北 11 1 局支林営川旭 4 0 0 0 4 察視地現

451 道海北 11 2 修研際国子王八団業事力協際国
ータンセ 0 0 0 3 3 カの国ンチンゼルアる係に業事力協術技業林

修研トーパータンウ
551 道海北 11 4 部学農学大道海北 0 6 0 0 6 査調態生のマグヒ

651 道海北 11 1 修研際国子王八団業事力協際国
ータンセ 0 0 0 4 4 修研業施林然天

751 道海北 11 2 部学農 1 0 0 0 1 討検の業作伐間化械機

851 道海北 11 3 部理経 2 0 0 0 2 察視内林び及査監

951 道海北 11 2 部理経 2 0 0 0 2 察視内林び及査調

061 道海北 21 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

161 道海北 21 1 部務林道海北 2 0 0 0 2 換交見意の展進化械機業林の道海北

261 道海北 1 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

361 道海北 1 2 場牧属附部学農 2 0 0 0 2 学見内林

461 道海北 1 1 庁野林 0 0 0 5 5 修研の業施林然天

561 道海北 2 92 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森

661 道海北 2 4 林習演知愛 1 1 0 0 2 査調備予のめたの新更器機測観水量

761 道海北 2 3 ータンセ究研学科境環道海北 2 0 0 0 2 察視地現る係に査調ータプコリヘのカシゾエ
せわ合ち打地査調び及

861 道海北 2 4 部学農 1 0 0 0 1 位測地林るよにＳＰＧ

961 道海北 2 2 林習演学大道海北 11 0 0 0 11 討検の術技用利林森

071 道海北 2 2 究研学科境環院学大学大道海北
科 0 2 1 1 4 察観類鳥の内林

171 道海北 2 3 部理経 3 0 0 0 3 査調等設施各内林

271 道海北 2 2 授教誉名学大京東 1 0 0 0 1 究研るす関に法業施分林

371 道海北 2 3 ータンセ究研学科境環道海北 0 0 0 63 63 査調数息生のカシゾエ

471 道海北 3 13 部学農 0 0 1 0 1 学用利林森
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571 道海北 3 2 所究研学科子電学大道海北 4 0 01 0 41 学見内林

671 道海北 3 2 所務事務財川旭 0 0 0 21 21 察視産財有国

771 道海北 3 2 所究研報情会社 1 0 0 0 1 せわ合ち打務事

871 道海北 3 2 所究研核子原 3 0 0 0 3 せわ合ち打務事

971 道海北 3 2 所究研学科医 3 0 0 0 3 せわ合ち打務事

081 道海北 3 1 所究研合総林森 3 0 0 0 3 討検の術技業施林然天

181 道海北 3 1 林習演学大手岩 2 0 0 0 2 せわ合ち打務事

281 道海北 3 11 林習演 1 0 0 0 1 せわ合ち打務事理管

381 道海北 3 1 会むし親に然自野良富 3 0 0 04 34 学見内林

481 道海北 3 2 林習演葉千 1 0 0 0 1 せわ合ち打務事理管

581 道海北 3 2 所究研術技産生 3 0 0 0 3 せわ合ち打務事

681 道海北 3 1 局支野良富社聞新道海北 0 0 0 1 1 学見内林

781 道海北 3 1 部設施 3 0 0 0 3 せわ合ち打務事設施

881 道海北 3 1 林習演学大道海北 2 0 0 0 2 せわ合ち打務事

981 道海北 3 01 部学農学大道海北 0 8 0 0 8 査調態生のマグヒ

091 道海北 3 2 所究研済経業林 0 0 0 1 1 究研るす関に業施林然天

191 道海北 3 3 所支道海北所究研合総林森 0 0 0 2 2 の木害虫ツマゾエび及シムイクキバツヤ
せわ合ち打究研

計 903 034 74 2811 8691

3 秩父演習林
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1 父秩 4 7 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マグワノキツ

2 父秩 4 2 物動林森学大京東 0 2 1 0 3 査調マグワノキツ

3 父秩 4 1 会員委進推化緑土郷県玉埼 0 0 0 1 1 察観の草分節

4 父秩 4 9 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調マグワノキツ

5 父秩 4 2 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

6 父秩 4 3 部養教学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 査調泌分内類鳥と境環

7 父秩 4 1 科学林学大京東 0 1 0 1 2 査調の類ミズネ

8 父秩 4 2 科学林学大京東 2 0 0 0 2 見下習実学木土林森

9 父秩 4 3 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

01 父秩 4 4 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

11 父秩 4 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

21 父秩 4 4 科学林学大京東 0 0 2 0 2 ていつに新更るよに生実の類ナブ

31 父秩 4 1 科学林学大京東 1 0 0 3 4 伐と定測抗抵気電ので態状木立、査調の木朽腐
査調倒

41 父秩 4 3 科学文人学大蔵武 3 4 0 0 7 習実外野、験実学物生

51 父秩 4 4 科学林学大京東 0 21 2 0 41 習実学木土林森

61 父秩 4 3 科学林学大京東 2 0 0 0 2 習実学木土林森

71 父秩 4 2 科学林学大京東 1 0 0 0 1 習実学木土林森

81 父秩 4 2 会話談虫昆玉埼 0 0 0 2 2 集採虫昆のめたの成作誌虫昆県玉埼

91 父秩 5 2 設施験実物動学大科医松浜 0 2 1 0 3 スサンセ類鳥

02 父秩 5 5 物動林森学大京東 0 3 2 0 5 査調態生のマグワノキツ

12 父秩 5 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研のていつに新更の類ナブ
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22 父秩 5 4 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

32 父秩 5 1 科学物生大子女本日 0 0 1 2 3 見下の査調類ミズネ

42 父秩 5 11 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

52 父秩 5 2 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

62 父秩 5 5 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

72 父秩 5 3 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調のマク

82 父秩 5 3 盟連育体校学等高県玉埼 02 0 0 003 023 会大山登徒学校学等高県玉埼

92 父秩 5 31 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マグワノキツ

03 父秩 5 5 林習演葉千学大京東 1 0 0 0 1 査調境環然自号０４１道国

13 父秩 5 3 部養教学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 査調泌分内類鳥と境環

23 父秩 5 4 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

33 父秩 5 1 館物博史然自立県玉埼 11 0 3 02 43 シーカスクエの会大回８１第会学物動壌土本日
察視のでンョ

43 父秩 5 1 科学林学大京東 0 0 5 0 5 査調質水査調境環然自号０４１道国

53 父秩 5 2 物動林森学大京東 1 0 0 3 4 査調物動足節の林生然天地山父秩

63 父秩 5 3 物動林森学大京東 0 0 0 4 4 査調物動足節の林生然天地山父秩

73 父秩 5 3 科物生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 査調林ナブヌイ、ガツ、ナブ

83 父秩 5 1 会鳥愛父秩 0 0 0 92 92 会察観然自

93 父秩 5 1 科究研系学理院学大学大京東 2 0 0 0 2 せわ合ち打習実外野

04 父秩 5 2 林習演学大京東 1 0 0 0 1 査調設施、せわ合ち打務事

14 父秩 6 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

24 父秩 6 2 科学園造学大業農京東 1 0 0 51 61 察視木樹にび並修研再学林

34 父秩 6 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

44 父秩 6 1 科学林学大京東 0 1 6 1 8 究研の異変的応適のナブ

54 父秩 6 61 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マグワノキツ

64 父秩 6 5 物動林森学大京東 0 2 1 0 3 査調マグワノキツ

74 父秩 6 3 林習演知愛 1 0 0 0 1 検点と回巡の設施水量

84 父秩 6 1 科学産林学大京東 1 0 0 1 2
いなた持かし壁次一の後直たし裂分らか層成形
体個のスーロルセの中壁胞細のそ、め集を胞細

査調造構

94 父秩 6 3 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

05 父秩 6 3 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

15 父秩 6 6 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

25 父秩 6 6 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

35 父秩 6 6 部養教学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 査調泌分内類鳥と境環

45 父秩 6 1 館民公央中市父秩 0 0 0 01 01 習学の林工人びよお林生原

55 父秩 6 2 科学林学大京東 2 0 0 0 2 備準習実学用利林森

65 父秩 6 3 科学林学大京東 2 0 0 0 2 見下習実学物動林森

75 父秩 6 2 林習演知愛学大京東 2 0 1 0 3 測観文水

85 父秩 6 3 産生、部学理、部学農学大京東
他研技 61 0 0 0 61 修研員職術技系室教学大京東度年７成平

95 父秩 6 3 科学林学大京東 1 0 0 0 1 修研員職術技系室教学大京東度年７成平

06 父秩 6 2 攻専学科林森部学農 1 0 0 0 1 修研員職術技系室教学大京東度年７成平

16 父秩 6 2 場験試業林県潟新 0 0 0 2 2 究研性習実結花開の木樹属ナブ

26 父秩 6 1 日朝ビレテ 0 0 0 3 3 材取ていつにキツツキ

36 父秩 6 1 所務事理管護保物動生野 0 0 0 1 1 査調カシ

46 父秩 6 1 会協化文林森）財（ 0 0 0 1 1 見下地現のーナミセンーリグ日朝
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56 父秩 6 4 科学理学大教督基際国 0 42 0 2 62 習実外野物植

66 父秩 6 4 科学理学大教督基際国 3 0 0 0 3 習実外野物植

76 父秩 6 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の新更然天の類ナブ

86 父秩 7 7 所務事理管護保物動生野 0 0 0 6 6 査調捕生カジンホニ

96 父秩 7 3 科学林学大京東 2 0 0 0 2 験実学用利林森

07 父秩 7 3 科学林学大京東 0 82 2 0 03 験実学用利林森

17 父秩 7 2 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マク

27 父秩 7 6 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

37 父秩 7 4 科学林学大京東 2 0 0 0 2 験実学物植林森

47 父秩 7 4 科学林学大京東 0 62 5 0 13 験実学物植林森

57 父秩 7 7 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

67 父秩 7 1 科学林学大京東 0 1 0 1 2 査調の類ミズネ

77 父秩 7 1 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

87 父秩 7 3 科学林学大京東 0 1 2 0 3 新更然天の類ナブ

97 父秩 7 2 科学林学大京東 0 1 0 0 1 学見査調の類ミズネ

08 父秩 7 5 校学門専学工洋東 0 1 0 0 1 査調マク

18 父秩 7 3 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調マク

28 父秩 7 5 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調マク

38 父秩 7 3 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

48 父秩 7 1 系学科物生用応学大波筑 3 4 9 0 61 験実査調壌土林森

58 父秩 7 1 学科命生学農 3 0 81 0 12 修研るす関に相物植物動の林習演父秩

68 父秩 7 3 科学林学大京東 2 0 0 0 2 験実学物動林森

78 父秩 7 3 科学林学大京東 0 03 3 2 53 験実学物動林森

88 父秩 7 4 学科命生学農学大京東 1 2 0 1 4 査調物動足節上樹るけおに林然天地山父秩

98 父秩 7 1 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

09 父秩 7 2 科学林学大京東 0 0 2 0 2 査調質水査調境環然自号０４１道国

19 父秩 7 1 科学林学大京東 0 0 2 0 2 究研の異変的応適のナブ

29 父秩 7 2 科学林学大京東 1 0 1 0 2 せわ合ち打録記ターデ観景林森

39 父秩 7 5 林習演葉千学大京東 1 0 0 0 1 査調境環然自号０４１道国

49 父秩 7 4 科学林学大京東 2 0 0 0 2 験実学壌土林森

59 父秩 7 4 科学林学大京東 0 72 2 0 92 験実学壌土林森

69 父秩 7 3 学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 獲捕のスイグウ

79 父秩 7 3 学大業農京東 3 52 3 0 13 習学類分の木樹生帯温冷

89 父秩 8 1 校学小滝大立村滝大 0 0 0 11 11 学見林習演

99 父秩 8 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

001 父秩 8 2 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

101 父秩 8 2 校学等高工農父秩立県玉埼 2 0 0 04 24 習実木樹

201 父秩 8 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

301 父秩 8 6 学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 査調泌分内類鳥と境環

401 父秩 8 7 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調態生のマグワノキツ

501 父秩 8 01 物動林森学大京東 0 1 1 0 2 査調態生のマグワノキツ

601 父秩 8 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 査調新更然天の類ナブ

701 父秩 8 6 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

801 父秩 8 2 会究研然自の総房 1 0 0 5 6 集採、察観の物植、物動椎脊無

901 父秩 8 41 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調態生のマグワノキツ
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011 父秩 8 9 校学門専学工洋東 0 1 0 0 1 査調態生のマク

111 父秩 8 1 会協護保系態生県玉埼 0 0 0 52 52 会察観物植

211 父秩 8 1 シ態生域地部学農学大工農京東
科学ムテス 1 1 1 0 3 去撤のーサンセ度温地林

311 父秩 8 3 林習演知愛学大京東 1 0 0 0 1 付取置装測観文水沢クバウト

411 父秩 8 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

511 父秩 8 1 会協化文林森 0 0 0 68 68 ーナミセンーリグ日朝

611 父秩 9 1 ルナョシーケスデエＫＨＮ 0 0 0 4 4 材取科理び及材教オデビ育教科理

711 父秩 9 5 研態生物生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 査調林ナブヌイ、ガツ、ナブ

811 父秩 9 11 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

911 父秩 9 6 所務事理管護保物動生野 0 0 0 5 5 調境環息生跡追の体個、着装器信発カジンホニ
査

021 父秩 9 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 新更然天の類ナブ

121 父秩 9 6 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

221 父秩 9 3 部学理学大教立 2 61 0 0 81 習実館物博

321 父秩 9 3 部学理学大教立 2 51 0 0 71 習実館物博

421 父秩 9 1 科学林学大京東 1 0 0 0 1 査調境環然自号０４１道国

521 父秩 9 4 科学林学大京東 1 0 2 0 3 林習演者究研るよに業事いへ招会興振術学本日
学見

621 父秩 9 3 科学林学大京東 1 0 1 0 2 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

721 父秩 9 3 科学林学大京東 1 1 1 0 3 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

821 父秩 9 9 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

921 父秩 9 1 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

031 父秩 9 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の史活生の物植科ウソウョジクャシ

131 父秩 9 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

231 父秩 9 1 科学林学大京東 1 0 1 0 2 査調質水査調境環然自号０４１道国

331 父秩 9 21 科学林学大京東 0 0 1 0 1 査調態生のマグワノキツ

431 父秩 9 2 会話談虫昆玉埼 0 0 0 2 2 査調の類虫昆

531 父秩 9 5 室教学物植部学理 3 21 0 0 51 習実外野学態生

631 父秩 9 1 科学林学大京東 1 0 0 0 1 査調境環然自号０４１道国

731 父秩 9 3 部養教学大科歯科医京東 1 3 1 0 5 査調泌分内類鳥と境環

831 父秩 9 5 林習演葉千学大京東 1 0 0 0 1 査調境環然自号０４１道国

931 父秩 9 4 院学大学大科歯科医京東 2 0 0 0 2 集採のズミヒメヒ、ズミヒ

041 父秩 9 2 科学林学大京東 3 2 0 0 5 査調境環然自号０４１道国

141 父秩 9 2 科学林学大京東 1 0 1 0 2 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

241 父秩 9 2 校学門専学工洋東 0 0 0 1 1 査調マク

341 父秩 01 2 場験試業林県玉埼 0 0 0 4 4 究研るす関に化緑と全保境環

441 父秩 01 4 科学林学大京東 1 0 1 0 2 究研るす関に根菌生外のミモ

541 父秩 01 3 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

641 父秩 01 8 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

741 父秩 01 5 学会社態生林森学大京東 1 0 1 0 2 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

841 父秩 01 2 学会社態生林森学大京東 0 0 1 0 1 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

941 父秩 01 71 学会社態生林森学大京東 0 0 1 0 1 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

051 父秩 01 1 学会社態生林森学大京東 1 1 0 0 2 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林
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151 父秩 01 1 学会社態生林森学大京東 1 0 0 3 4 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

251 父秩 01 2 学会社態生林森学大京東 3 0 1 2 6 森たい用をルデモ長成木樹とムテスシ報情理地
発開のムテスシ測予観景林

351 父秩 01 7 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

451 父秩 01 1 科学林学大京東 0 0 1 0 1 析分の更変的伝遺キノヒ

551 父秩 01 51 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

651 父秩 01 51 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マクび及査調のラナズミ

751 父秩 01 4 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調のマク

851 父秩 01 4 研態生物生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 査調林ナブヌイ、ガツ、ナブ

951 父秩 01 4 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調面法道林川入

061 父秩 01 2 物動林森学大京東 1 0 3 0 4 査調物動林ナブヌイ、ナブ

161 父秩 01 1 館物博史然自立県玉埼 6 1 1 01 81 習学の生植現のめたの析解の郡石化粉花

261 父秩 01 3 所務事理管護保物動生野 0 0 0 3 3 査調態生カジンホニ

361 父秩 01 2 科学林学大京東 1 0 1 0 2 査調葉落の流渓

461 父秩 01 2 科学林学大京東 1 0 1 0 2 査調葉落の流渓

561 父秩 01 2 科学林学大京東 1 0 0 0 1 査調葉落の流渓

661 父秩 01 3 科学林学大京東 2 2 2 0 6 量測沢ビサワ号０４１、査調面法道林川入

761 父秩 01 2 科学林学大京東 1 1 0 0 2 究研るす関に業施の林齢高ギス

861 父秩 01 3 部養教学大科歯科医京東 0 3 1 0 4 獲捕のスイグウ

961 父秩 01 2 部務庶学大京東 6 0 0 0 6 査監簿与給

071 父秩 01 3 治重上井 0 0 0 2 2 察観の樹

171 父秩 01 2 成育林森部学源資物生学大重三
学 0 1 1 0 2 査調生植

271 父秩 01 2 科学林学大京東 0 0 1 0 1 新更然天の類ナブ

371 父秩 01 1 科学林学大京東 0 0 3 1 4 査調質水査調境環然自号０４１道国

471 父秩 11 11 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

571 父秩 11 8 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の式様新更林森るけおにプッャギ林帯温冷

671 父秩 11 1 校学小滝大立村滝大 2 0 0 8 01 学見園木樹

771 父秩 11 4 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研の異変的応適のナブ

871 父秩 11 2 室究研学虫害学大京東 3 3 8 2 61 学見林習演と会表発間中究研の室究研

971 父秩 11 3 科学林学大京東 0 0 1 0 1 新更然天の類ナブ

081 父秩 11 4 科学林学大京東 0 0 1 0 1 測観観景林森

181 父秩 11 1 科学林学大京東 1 0 1 0 2 測観観景林森

281 父秩 11 3 部学理学大邦東 1 2 1 0 4 取採の果堅び及査調量下落の果堅ナブヌイ

381 父秩 11 2 タンセ究研境環源資物生アジア
ー 3 0 0 0 3 査調号０４１道国

481 父秩 11 3 科学林学大京東 0 0 1 0 1 究研るす関に根菌生外のミモ

581 父秩 11 2 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

681 父秩 11 2 部理経学大京東 3 0 0 0 3 査監計会

781 父秩 11 4 科学林学大京東 2 4 1 0 7 査調の地験試長成

881 父秩 11 2 科学林学大京東 1 0 0 0 1 査調の地験試長成

981 父秩 11 1 研態生物生部学理学大葉千 0 0 2 0 2 査調林ナブヌイ、ガツ、ナブ

091 父秩 11 3 院学大学大科歯科医京東 2 0 0 1 3 査調布分の）科ラグモ（ズミヒ

191 父秩 11 4 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調マク

291 父秩 21 5 所務事理管護保物動生野 0 0 0 4 4 査調態生カジンホニ

391 父秩 21 1 研総リプセ）株（ 0 0 0 5 5 素集編のめたの作製」オイバと物生微「オデビ
影撮の材



II　演習林の活動　II-1　利用状況

27

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

員人
計 的目用利

491 父秩 21 2 コエ築建校学門専学工洋東
科ージロ 0 0 0 1 1 査調マク

591 父秩 21 2 部究研林習演 2 0 1 0 3 取採の料資析分伝遺と査調状現沢クバウト

691 父秩 21 1 科学林学大京東 0 0 0 1 1 査調質水査調境環然自号０４１道国

791 父秩 21 1 場験試業林県玉埼 0 0 0 3 3 究研るす関に化緑と全保境環

891 父秩 21 4 科学林学大京東 0 1 0 0 1 査調の類ミズネ

991 父秩 21 3 科学林学大京東 3 1 3 0 7 かほ定測力張引んけダーヤーワタ

002 父秩 21 2 科学林学大京東 0 1 0 0 1 かほ定測力張引んけダーヤーワタ

102 父秩 21 1 学会社態生林森学大京東 1 0 1 0 2 グンリタニモ観景林森

202 父秩 1 2 部究研林習演 1 0 1 0 2 査調子伝遺林工人キノヒ

302 父秩 1 4 物動林森学大京東 0 0 1 0 1 査調マク

402 父秩 1 2 林習演知愛 1 0 0 0 1 せわ合ち打の測観文水新更計位水沢度久

502 父秩 1 1 科学林学大京東 0 1 2 1 4 水採、査調質水査調境環然自号０４１道国

602 父秩 1 1 会協化械機業林 0 0 0 5 5 てしと地トステの）機倒伐式脚半（械機業林
査調地現

702 父秩 2 3 所務事理管護保物動生野 0 0 0 2 2 査調態生カジンホニ

802 父秩 2 2 科学林学大京東 1 0 1 0 2 査調境環然自号０４１道国

902 父秩 2 1 学会社態生林森学大京東 1 0 1 0 2 査調境環然自号０４１道国

012 父秩 3 2 林習演道海北 1 0 0 0 1 察視内林び及査調境環然自

112 父秩 3 3 学会社態生林森学大京東 1 0 1 0 2 析解観景査調境環然自号０４１道国

212 父秩 3 2 部養教学大科歯科医京東 1 2 1 0 4 獲捕のスイグウ

312 父秩 3 2 部養教学大科歯科医京東 0 2 1 0 3 獲捕のスイグウ

412 父秩 3 1 研態生物生部学理学大葉千 0 0 1 0 1 せわ合ち打査調林ナブヌイ、ガツ、ナブ

512 父秩 3 3 科学林学大京東 0 1 0 0 1 収回プッラト用ミズネ

612 父秩 3 6 所務事理管護保物動生野 0 0 0 2 2 査調態生カジンホニ

712 父秩 3 2 生物生生野学大立州ンイメ
科学態 2 0 1 0 3 等学見査調物動

812 父秩 3 2 所纂編料史学大京東 2 0 0 0 2 学見設施林習演父秩

912 父秩 3 1 部学理学大邦東 1 0 0 0 1 長成期初の生実のナブとナブヌイ

022 父秩 3 1 科学林学大京東 0 1 1 0 2 究研るす関に根菌生外のミモ

122 父秩 3 2 部理経学大京東 3 0 0 0 3 い会ち立び及査検庫金

計 191 903 871 176 9431

4 富士演習林

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

1 士富 4 3 林習演 4 0 0 0 4 究研るす関に業施の林工人ナブ

2 士富 4 1 部学理学大邦東 1 2 0 0 3 長生と存生の生実るけおに林裁植ナブ

3 士富 5 1 会員委育教区谷渋 25 0 0 704 954 察観木樹

4 士富 5 1 林習演 1 0 1 0 2 査調地験試ラナズミ

5 士富 5 1 院学等高学大田生早 01 0 0 002 012 察観木樹

6 士富 5 1 ブラクグンチッォウーャチイネ野奏 0 0 0 8 8 察観木樹

7 士富 5 1 園育保野平湖中山 9 0 0 46 37 習学育保外野

8 士富 6 1 会員委育教区谷渋 201 0 0 496 697 察観然自

9 士富 6 1 林習演 1 0 0 0 1 査調生実ナブ

01 士富 6 1 部学理学大邦東 0 2 0 0 2 長生と存生の勢実るけおに裁植ナブ
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.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
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生

のそ
他

員人
計 的目用利

11 士富 6 1 校学中越塚立市崎川 81 0 0 032 842 室教然自

21 士富 6 1 会のらむと森 2 0 0 02 22 察観の革沿のそと生植

31 士富 6 2 致風 3 6 2 0 11 習実

41 士富 7 1 園稚幼園学葉青 22 0 0 79 911 察観然自

51 士富 7 1 園稚幼谷渋 61 0 0 14 75 察観然自

61 士富 7 1 園稚幼山丸園学山丸京東 12 0 0 99 021 察観然自

71 士富 7 1 会員委育教区谷渋 83 0 0 863 604 察観然自

81 士富 7 1 ラクグンチッオウ－ャチイネ野奏
ブ 0 0 0 3 3 ９１６査調察観ミセ庁境環

91 士富 7 1 園稚幼幡八 81 0 0 39 111 察観然自

02 士富 7 3 林習演 1 0 0 0 1 査調類鳥

12 士富 7 01 部術馬 04 0 0 0 04 宿合

22 士富 8 1 会員委育教区谷渋 14 0 0 553 693 察観然自

32 士富 8 1 園稚幼山丸園学山丸京東 81 0 0 211 031 察観然自

42 士富 8 1 会協化文族家童児本日）材（ 0 0 0 081 081 察観然自

52 士富 8 22 部術馬 0 04 0 0 04 宿合

62 士富 9 8 科業工木土部学工 01 85 0 0 86 業授学量測

72 士富 9 7 部学理学大邦東 1 2 0 0 3 動変の数体個ミズネるけおに林裁植ナブ

82 士富 9 3 林習演 2 0 0 0 2 置設－サンセ子量光

92 士富 01 1 部学理学大邦東 1 2 0 0 3 動変の数体個ミズネるけおに林裁植ナブ

03 士富 11 2 林習演 3 0 0 0 3 修研

13 士富 11 2 部学理学大邦東 1 2 0 0 3 動変の数体個ミズネるけおに林裁植ナブ

23 士富 21 7 部学理学大邦東 0 2 0 0 2 動変の数体個ミズネるけおに林才植ナブ

33 士富 2 1 部学理学大邦東 1 0 0 0 1 せ合ち打究研

43 士富 2 3 林習演 2 0 0 0 2 修研

53 士富 2 1 －タンセ源資伝遺物植立道海北 1 0 0 0 1 学見

63 士富 3 2 林習演 1 0 0 0 1 修研

計 144 611 3 1792 1353

5 愛知演習林

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

1 知愛 4 2 防砂 0 0 1 0 1 測観ターメシイラ

2 知愛 4 1 学大工農京東 1 0 3 1 5 響影すぼ及に系態生林森が雨性酸

3 知愛 4 1 会るす験体を業林 0 0 0 6 6 験体栽植キノヒ

4 知愛 4 2 防砂 0 0 1 0 1 測観ターメシイラ

5 知愛 4 4 部学理学大葉千 1 1 0 0 2 較比の態形透浸面斜るよに験実雨降

6 知愛 4 1 防砂 0 0 1 0 1 測観ターメシイラ

7 知愛 5 1 防砂 1 0 0 1 2 議会究研用利

8 知愛 5 3 防砂 0 0 2 0 2 測観ターメシイラ

9 知愛 5 2 系学科球地学大波筑 1 0 0 0 1 議会究研用利

01 知愛 5 2 部学理学大葉千 1 0 0 0 1 議会究研用利

11 知愛 5 2 部学農学大屋古名 2 0 0 0 2 議会究研用利
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.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員
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そ
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人
員
計

的目用利

21 知愛 5 2 部学農学大業農京東 1 1 1 0 3 議会究研用利

31 知愛 5 2 学画計致風林森 3 0 21 0 51 調地現のめたの画計用利ンョシーエリクレ林森
査

41 知愛 6 3 学工防砂び及水理林森 1 11 0 0 21 習実学工防砂

51 知愛 6 2 林習演 3 0 0 0 3 せわ合ち打

61 知愛 6 1 学大屋古名 2 0 2 0 4 査調壌土林森

71 知愛 6 2 防砂 0 0 1 0 1 測観ターメシイラ

81 知愛 6 1 学大屋古名 2 32 0 0 52 査調壌土林森

91 知愛 7 4 部学農学大岡静 1 3 0 0 4 つに性理物壌土と造構層土るけおに面斜岩崗花
てい

02 知愛 7 1 部学農学大屋古名 2 1 1 0 4 測観文水林森

12 知愛 8 4 部学農学大業農京東 0 0 1 0 1 察視地験試

22 知愛 8 2 防砂 0 0 1 0 1 測観ターメシイラ

32 知愛 8 5 部学理学大葉千 2 61 4 0 22 験実学科文水

42 知愛 8 4 部学農学大屋古名 6 2 7 0 51 測観文水林森

52 知愛 8 3 部学理学大立都京東 2 7 0 0 9 学見の設施測観文水林森

62 知愛 8 3 部学農学大業農京東 1 81 0 0 91 習実るす関に用効の林森

72 知愛 9 8 防砂 0 0 4 0 4 測観のターメシイラ

82 知愛 9 7 部学農学大業農京東 0 0 2 0 2 査調析分壌土

92 知愛 9 1 学科合総学大育教知愛 1 41 0 0 51 見の等設施測観文水（検巡の習実外野学文水
）学

03 知愛 9 2 部学農学大屋古名 4 3 3 0 01 測観文水林森

13 知愛 9 1 林習演 1 0 0 0 1 せわ合ち打務事

23 知愛 9 1 部学農学大屋古名 1 0 1 0 2 調の蜂生寄シムイクツマ（査調の木損枯ツマ
）査

33 知愛 9 31 部学理学大葉千 1 0 0 0 1 較比の態形透浸面斜るよに験実雨降

43 知愛 01 8 部学農学大屋古名 6 7 4 0 71 測観文水林森

53 知愛 01 7 防砂 0 1 3 0 4 測観のターメシイラ

63 知愛 01 1 体団民市 1 0 0 9 01 ルーナミゼと学見地験試

73 知愛 01 3 部学農学大業農京東 0 0 1 0 1 定測析分壌土

83 知愛 01 6 防砂 1 13 2 0 43 習実学量測

93 知愛 01 51 部学理学大葉千 0 1 0 0 1 験試文水

04 知愛 01 1 体団民市 0 0 0 01 01 習実察観然自び及学見地験試水量

14 知愛 01 1 部学農学大屋古名 1 0 2 0 3 ）査調の蜂生寄シムイクツマ（査調木損枯ツマ

24 知愛 11 1 防砂 1 0 1 0 2 集収料資のていつに化変の境環の場露測観象気

34 知愛 11 8 部学農学大屋古名 5 7 5 0 71 測観文水林森

44 知愛 11 4 部学農学大工農京東 3 0 8 0 11 論特学用利林森

54 知愛 11 01 防砂 0 3 5 0 8 測観のターメシイラ

64 知愛 11 3 タンセ際国京東団業事力協際国
ー 0 0 0 2 2 修研の験試食浸壌土，験試文水

74 知愛 11 2 林習演父秩 2 0 0 0 2 集収料資験試林造

84 知愛 21 3 防砂 0 0 1 0 1 測観のターメシイラ

94 知愛 21 2 局務事学大京東 3 0 0 0 3 地実計会くづ基に条７第定規施実査監計会大東
査監

05 知愛 21 2 林習演 1 0 0 0 1 い会ち立るけおに上同

15 知愛 21 5 部学農学大業農京東 0 0 1 0 1 析分の壌土

25 知愛 21 1 部学農学大屋古名 2 2 2 0 6 測観文水林森

35 知愛 21 2 部学農学大業農京東 1 6 0 0 7 せわ合ち打究研Ａ合総研科

45 知愛 21 2 部学農学大都京 2 0 3 0 5 上同
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.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
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そ
の
他

人
員
計

的目用利

55 知愛 21 2 部学農学大葉千 1 0 0 0 1 上同

65 知愛 1 1 部学農学大屋古名 2 6 0 0 8 測観文水林森

75 知愛 1 3 部学農学大岡静 1 3 0 0 4 ていつに生理物壌土と造構層土るけおに面斜岩崗花

85 知愛 2 1 部学農学大屋古名 1 1 0 0 2 測観文水林森

95 知愛 2 1 所験実物植地緑 2 0 0 0 2 せわ合ち打務事

06 知愛 2 1 所究研術技業工省産通 0 0 0 3 3 析分取採の液溶壌土の辺周木樹の内林

16 知愛 2 5 学大業農京東 0 0 1 0 1 析分壌土

26 知愛 3 7 部学農学大屋古名 2 41 0 0 61 習実学量測

36 知愛 3 2 学画計致風林森 3 0 9 0 21 告報の果成」学工致風「院学大

46 知愛 3 1 防砂 1 0 0 1 2 察視の設施測観文水林森

56 知愛 3 3 部学農学大屋古名 0 0 1 0 1 測観文水

66 知愛 3 4 林習演 3 0 0 0 3 せわ合ち打務事計会，務庶

76 知愛 3 2 林習演父秩 1 0 0 0 1 せわ合ち打等業施

86 知愛 3 2 局務事 3 0 0 0 3 査検庫金るけおに末度年

計 09 281 79 33 204

6 樹芸研究所

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

1 芸樹 4 1 者学見般一 0 0 0 61 61 学見室温

2 芸樹 4 2 会好同落群物植県岡静 1 0 0 0 1 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

3 芸樹 4 2 林習演 1 0 0 0 1 検と査調地現為の定策画計網道林林験試野青
合打・討

4 芸樹 4 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 に長成の生芽の木樹科キガバタフがい違の土養
査調響影すぼよお

5 芸樹 4 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 林造の木樹科キガバタフ ･ 究研るす関に殖増

6 芸樹 5 1 者学見般一 0 0 0 52 52 学見室温

7 芸樹 5 1 会好同落群物植県岡静 1 0 0 0 1 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

8 芸樹 5 2 部学農 04 0 0 0 04 議会同合長設施属附・任主科学

9 芸樹 5 2 会好同落群物植県岡静 8 0 0 0 8 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

01 芸樹 5 1 会好愛鳥野豆伊 3 0 0 0 3 察観鳥野

11 芸樹 5 1 科学科球地部学理学大葉千 3 0 0 0 3 にウョシイス究研較比の物植生現と石化世新中
ていつ

21 芸樹 6 1 者学見般一 0 0 0 14 14 学見室温

31 芸樹 6 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 に長成の生芽の木樹科キガバタフがい違の土養
査調響影すぼよお

41 芸樹 6 1 林習演 0 0 1 0 1 究研るす関に力伝遺のキノヒ

51 芸樹 6 1 会好同落群物植県岡静 1 0 0 0 1 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

61 芸樹 6 1 子代佳目鹿 0 0 0 1 1 学見の等林リカーユ、めたの作創本絵

71 芸樹 7 1 者学見般一 0 0 0 52 52 学見室温

81 芸樹 7 1 園樹果宮二 3 0 0 0 3 修研の培栽設施と学見設施室温

91 芸樹 7 1 ータンセ学科境環学大立国浜横 0 3 0 0 3 に析解の境環緑たし用利をーターデスールゥト
究研るす関

02 芸樹 7 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 に長成の生芽の木樹科キガバタフがい違の土養
査調響影すぼよお

12 芸樹 7 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 究研るす関に木挿の木樹科キガバタフ

22 芸樹 7 6 校分豆伊南校高南田下立県岡静 0 2 0 0 2 習実場現の生学科芸園

32 芸樹 8 1 者学見般一 0 0 0 62 62 学見室温
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そ
の
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人
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42 芸樹 8 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 査調応反るす対に理処別質光の苗キノスク

52 芸樹 8 1 ータンセ学科境環学大立国浜横 0 3 0 0 3 関に析解の境環緑たし用利をターデスールゥト
究研るす

62 芸樹 9 1 者学見般一 0 0 0 42 42 学見室温

72 芸樹 9 1 人善木鈴 0 0 0 2 2 察観の木樹入導内林験試

82 芸樹 01 1 者学見般一 0 0 0 23 23 学見室温

92 芸樹 01 2 館物博央中立県葉千 1 0 0 0 1 究研るす関に係関の柄とズイサ実果

03 芸樹 01 1 科学科球地部学理学大葉千 1 0 0 0 1 にウョシイス究研較比の物植生現と石化世新中
ていつ

13 芸樹 01 1 会好同落群物植県岡静 1 0 0 0 1 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

23 芸樹 01 1 会好同落群物植県岡静 3 0 0 0 3 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

33 芸樹 01 1 会好同落群物植県岡静 1 0 0 0 1 査調の為の成作トスリ落群物植所究研芸樹

43 芸樹 01 1 林造科究研学科命生学農 0 2 0 1 3 集採子種・究研るす関に成育の種樹帯熱

53 芸樹 11 1 者学見般一 0 0 0 4 4 学見室温

63 芸樹 11 4 林習演 0 0 4 0 4 究研るす関に力伝遺キノヒ

73 芸樹 11 1 科学科球地部学理学大葉千 1 0 0 0 1 にウョシイス究研較比の物植生現と石化世新中
ていつ

83 芸樹 11 1 校学小上南立町豆伊南 3 0 0 11 41 所究研芸樹回１第 ｢ 室教林森 ｣

93 芸樹 11 2 会合連紙製本日 41 0 0 0 41 修研況状験試応適地現の種樹生早

04 芸樹 21 1 者学見般一 0 0 0 31 31 学見室温

14 芸樹 1 1 者学見般一 0 0 0 6 6 学見室温

24 芸樹 2 1 者学見般一 0 0 0 5 5 学見室温

34 芸樹 3 1 者学見般一 0 0 0 02 02 学見室温

44 芸樹 3 1 林造科究研学科命生学農 0 0 1 0 1 木挿の木樹科キガバタフ

54 芸樹 3 1 林造科究研学科命生学農 1 0 0 0 1 成育の種樹産帯熱

64 芸樹 3 1 ブラクグンキイハ豆伊 6 0 0 1 7 会察観林然自

74 芸樹 3 2 館物博央中立県葉千 1 0 0 0 1 究研るす関に係関の柄とズイサ実果

計 49 01 21 352 963

7 田無試験地

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

そ
の
他

人
員
計

的目用利

1 無田 4 4 物動 1 0 0 0 1 ②態動群体個のシシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性酸

2 無田 4 2 物動 1 0 0 0 1 略戦史活生の属モグミゴ

3 無田 4 4 物動 0 0 1 0 1 態生のシムラブア性生寄樹葉針

4 無田 4 2 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

5 無田 4 5 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

6 無田 4 1 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

7 無田 4 1 物植 0 0 1 0 1 究研るす関に性原病のケタラナ

8 無田 4 1 物植 0 0 1 0 1 理生、態生のツマラカ

9 無田 4 2 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

01 無田 4 1 林造 2 82 2 0 23 験実学林造

11 無田 4 1 般一 4 計月 0 0 0 155 155 学見内林

21 無田 5 6 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

31 無田 5 2 物動 0 0 1 0 1 態生のシムラブア性生寄樹葉針
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41 無田 5 4 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

51 無田 5 4 物動 0 1 0 0 1 係関の物動壌土型大と落群キオア

61 無田 5 4 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

71 無田 5 3 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

81 無田 5 1 物植 0 0 1 0 1 究研るす関に性原病のケタラナ

91 無田 5 1 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

02 無田 5 1 物動 3 52 0 0 82 験実学物動林森

12 無田 5 1 般一 5 計月 0 0 0 577 577 学見内林

22 無田 6 5 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

32 無田 6 2 物動 1 0 0 0 1 略戦史活生の属モグミゴ

42 無田 6 4 物動 0 0 1 0 1 態生のシムラブア性生寄樹葉針

52 無田 6 4 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

62 無田 6 4 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

72 無田 6 4 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

82 無田 6 3 物植 0 0 1 0 1 究研るす関に性原病のケタラナ

92 無田 6 2 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

03 無田 6 1 林造 2 82 2 0 23 験実学林造

13 無田 6 1 般一 6 計月 0 0 0 732 732 学見内林

23 無田 7 4 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

33 無田 7 2 物動 1 0 0 0 1 略戦史活生の属モグミゴ

43 無田 7 1 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

53 無田 7 2 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

63 無田 7 6 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

73 無田 7 1 物植 0 0 1 0 1 究研るす関に性原病のケタラナ

83 無田 7 2 物植 0 1 1 0 2 態動の虫線るけおに属数木樹主宿の病虫線材

93 無田 7 3 物植 0 0 1 0 1 明解の構機死枯の病虫線材ツマ

04 無田 7 3 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

14 無田 7 1 般一 7 計月 0 0 0 922 922 学見内林

24 無田 8 5 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

34 無田 8 6 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

44 無田 8 1 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

54 無田 8 3 物動 0 1 0 0 1 係関の物動壌土型大と落群キオア

64 無田 8 6 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

74 無田 8 2 物植 0 0 1 0 1 究研るす関に性原病のケタラナ

84 無田 8 3 物植 0 1 1 0 2 態動の虫線るけおに属数木樹主宿の病虫線材

94 無田 8 7 物植 0 0 1 0 1 明解の構機死枯の病虫線材ツマ

05 無田 8 1 物植 1 0 0 0 1 構機性抗抵導誘の病虫線材ツマ

15 無田 8 2 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

25 無田 8 1 般一 8 計月 0 0 0 081 081 学見内林

35 無田 9 6 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

45 無田 9 4 物動 0 0 1 0 1 態生のシムラブア性生寄樹葉針

55 無田 9 2 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土
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65 無田 9 4 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

75 無田 9 3 林造 0 0 1 0 1 明解構機性耐スレトス境環のラプポ産国中

85 無田 9 2 物植 0 1 1 0 2 態動の虫線るけおに属数木樹主宿の病虫線材

95 無田 9 3 物植 0 0 1 0 1 明解の構機死枯の病虫線材ツマ

06 無田 9 1 物植 1 0 0 0 1 構機性抗抵導誘の病虫線材ツマ

16 無田 9 3 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

26 無田 9 1 林造 2 82 2 0 23 験実学林造

36 無田 9 1 物動 3 52 0 0 82 験実学物動林森

46 無田 9 1 般一 9 計月 0 0 0 533 533 学見内林

56 無田 01 4 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

66 無田 01 1 物動 1 0 0 0 1 略戦史活生の属モグミゴ

76 無田 01 2 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

86 無田 01 6 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

96 無田 01 3 物動 0 1 0 0 1 係関の物動壌土型大と落群キオア

07 無田 01 1 物植 0 0 1 0 1 明解の構機死枯の病虫線材ツマ

17 無田 01 1 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

27 無田 01 1 般一 01 計月月 0 0 0 429 429 学見内林

37 無田 11 5 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

47 無田 11 4 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

57 無田 11 1 物植 0 0 1 0 1 明解の構機死枯の病虫線材ツマ

67 無田 11 1 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

77 無田 11 1 般一 11 計月月 0 0 0 834 834 学見内林

87 無田 21 3 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

97 無田 21 3 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の

08 無田 21 5 物動 0 0 1 0 1 係関の相林と物動壌土

18 無田 21 3 物動 0 1 0 0 1 係関の物動壌土型大と落群キオア

28 無田 21 1 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

38 無田 21 1 般一 21 計月月 0 0 0 281 281 学見内林

48 無田 1 1 般一 1 計月 0 0 0 98 98 学見内林

58 無田 2 2 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

68 無田 2 92 タンセ究研境環源資物生アジア
ー 2 0 1 0 3 立確の法理管林森いし新たい用を析分子伝遺

78 無田 2 92 タンセ究研境環源資物生アジア
ー 2 0 0 0 2 役の菌根菌生外るけおに収吸分養の木樹属ツマ

割
88 無田 2 92 物植 2 0 1 0 3 応反的理生と成形菌粒根の木樹属アシカア

98 無田 2 1 般一 2 計月 0 0 0 741 741 学見内林

09 無田 3 4 物動 1 0 0 0 1 酸②態動群体個のシムラブアケイタニジミモ①
響影るえ与に虫昆性葉食、物動壌土が雨性

19 無田 3 13 タンセ究研境環源資物生アジア
ー 2 0 1 0 3 立確の法理管林森いし新たい用を析分子伝遺

29 無田 3 13 タンセ究研境環源資物生アジア
ー 2 0 0 0 2 役の菌根菌生外るけおに収吸分養の木樹属ツマ

割
39 無田 3 13 物植 2 0 1 0 3 応反的理生と成形菌粒根の木樹属アシカア

49 無田 3 1 物動 0 0 1 0 1 シムラブアケイタニジミモと節季物生のデエカ
態動群体個の



II　演習林の活動　II-1　利用状況

34

.oN 名林 月 日
数 名体団

教
職
員

学
生
院
生

のそ
他

員人
計 的目用利

59 無田 3 1 科学科球地部学理大葉千 1 0 1 0 2 構機養涵水下地るけおに地台野蔵武

69 無田 3 1 般一 3 計月 0 0 0 074 074 学見内林

計 15 141 26 7554 1184



II　演習林の活動　II-2教育活動

35

II-2　教育活動

(1)　大学院（講義・実験・演習）
　演習林所属の教官のうち教授、助教授、講師は全員農学生命科学研究科森林科学専攻の担当となっており、森
林科学特別演習・特別実験などを通じ博士課程・修士課程の学生の論文指導等に当たっている。また、演習林の
教官が直接大学院学生の指導教官となっていない場合でも、現地演習林における大学院学生の研究については、ほ
とんどすべてのケースで直接、間接に指導をおこなっている。

名官教 名名習演・験実・義講 科究研象対 攻専 程課 林習演

夫邦橋大 学林森際国 学科命生学農 学科林森 士修 部究研

夫邦橋大 験実別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 部究研

夫邦橋大 習演学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 部究研

夫邦橋大 義講別特学理管圏態生林森 I 学科命生学農 学科林森 士博 部究研

夫邦橋大 義講別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 部究研

夫邦橋大 習演び及験実学理管圏態生林森 学科命生学農 学科林森 士博 部究研

男幹　梶 験実別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 父秩

男幹　梶 習演学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 父秩

男幹　梶 学理管圏態生林森 学科命生学農 学科林森 士修 父秩

男幹　梶 学用利ムテスシ態生林森 学科命生学農 学科林森 士修 父秩

男幹　梶 義講別特学理管圏態生林森 I 学科命生学農 学科林森 士博 父秩

男幹　梶 義講別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 父秩

男幹　梶 習演び及験実学理管圏態生林森 学科命生学農 学科林森 士博 父秩

義久木八 論特学壌土林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

義久木八 学理管圏態生林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

義久木八 学能機環循水 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

義久木八 験実別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

義久木八 習演別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

義久木八 習演別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 知愛

義久木八 験実別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 知愛

文博野芝 学能機環循水 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

文博野芝 験実別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

文博野芝 習演別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 知愛

文博野芝 習演別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 知愛

文博野芝 験実別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 知愛

造岱月寳 験実別特学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 無田

造岱月寳 習演学科林森 学科命生学農 学科林森 士修 無田

造岱月寳 義講別特学理管圏態生林森 I 学科命生学農 学科林森 士博 無田

造岱月寳 義講別特学理管圏態生林森 II 学科命生学農 学科林森 士博 無田

造岱月寳 習演び及験実学理管圏態生林森 学科命生学農 学科林森 士博 無田

(2)　学部講義等
　演習林教官はそれぞれの専門分野に応じ、主として林学科（現　森林科学専攻）学生を対象とした農学部の講
義科目を担当している他、教養学部における総合科目等、演習林が独自に開講する森林科学に関する講義も行って
いる。また、林産学科（現　生物材料科学専攻）の学生を主な対象とした林学汎論を演習林教官が分担して開
講している。
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(3)　他大学への非常勤講師
　演習林教官の一部は、他大学の非常勤講師を併任している。一覧を以下に示す。

(4)　講習会・セミナー等
　一般を対象とした自然観察、記念植樹、森林体験セミナーや、研究者・技術者を対象とした講座等を演習林主
催により各地方演習林で6件開催した他、東京電力の主催による自然観察会（TEPCOペアーウオッチングIN亀山）
が千葉演習林で行われた。

名座講 催主 所場 程日

OCPET グンチッォウーアペ NI 山亀 Ｋ力電京東 .Ｋ 内管所業作台郷林習演葉千 8月3日

ーナミセ験体林森 林習演葉千 林習演葉千 11 月 41 ～日 11 月 61 日

間人とみくしの林森「ーナミセ開公
」りわ関のと 林習演道海北 館会化文市野良富 ･ 道海北

林習演 5月 72 ～日 5月 82 日

ていつに性原病の菌変青のツマゾエ 林習演道海北 林習演道海北 11 月 51 日

みゆあの年０４種育木林 林習演道海北 林習演道海北 3月 81 日

座講験体業林民市戸瀬 林習演知愛 林究研津赤 4月 91 日

会集究研者用利林習演知愛 林習演知愛 舎宿生学坂白 5月 02 ～日 5月 12 日

室教林森 所究研芸樹 所究研芸樹 11 月 52 日

名官教 名義講 部学象対 科学 年学 林習演

夫邦橋大 論汎学林 部学農 科学産林 3年 部究研

夫邦橋大 律法林森 部学農 外科学林 3年 部究研

夫邦橋大 学科の圏態生林森 部学養教 1、2年 部究研

男幹　梶 学木樹 部学農 科学林 3年 父秩

男幹　梶 論汎学林 部学農 科学産林 3年 父秩

男幹　梶 学科の圏態生林森 部学養教 1、2年 父秩

文博野芝 Ⅰ学量測 部学農 科学林 3年 知愛

文博野芝 Ⅱ学量測 部学農 科学林 3年 知愛

文博野芝 習実学量測 部学農 科学林 3年 知愛

文博野芝 学科の圏態生林森 部学養教 1年 知愛

義久木八 学壌土林森 部学養教 2年 知愛

義久木八 験実学壌土林森 部学農 科学林 3年 知愛

一博本山 りわ関の人と林森 部学養教 類科全 1年 道海北

夫俊見多仁 習実学用利林森 部学農 科学林 3年 道海北

名官教 名義講 学大象対 部学

男幹　梶 学地立林森 学大葉千 部学芸園

馨　藤齋 論用利地土観景 学大葉千 部学芸園

夫俊見多仁 員導指ムラグロプータンセ機算計型大 学大道海北 ータンセ機算計型大

義久　木八 学壌土林森 学大重三 部学源資物生

義久　木八 験実学態生 III 学大葉千 部学理

二雄　出井 学種育木林 学大潟新 部学農

健　田石 学物生習実検巡館物博 学大教立
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(5)　実習
　本学林学科（森林科学専攻）・林産学科（生物材料科学専攻）の実習・実験の大部分が演習林を利用して行
われている他、他学部、他大学の実習・実験も多数行われている。実習は学科の教官が担当する科目であっても、
現地演習林の教官が直接に関る場合がほとんどである。また、実習・実験の準備および現場の作業には多数の演
習林技官がこれに当たっている。

名官教 名習実 地習実 校学・学大 ・部学
科究研 攻専・科学 年学 程日

健下丹 験実学林造 域全林習演葉千 学大京東 部学農 科学林 年３ 5月6 ～日 5月 01 日

夫和　木鈴 験実学物植林森 域全林習演葉千 学大京東 部学農 科学林 年３ 5月 01 ～日 5月 31 日

博光　輪箕 習実学理経林森 郷札林習演葉千
内管所業作 学大京東 部学農 科学林 年４ 5月 51 ～日 5月 91 日

治隆　田多 習実査調学質地 澄清林習演葉千
内管所業作 学大京東 部学理 科学地 5月 92 ～日 6月2日

禮孝馬有 習実学林 澄清林習演葉千
内管所業作 学大京東 部学農 科学産林 3年 7月 01 ～日 7月 41 日

夫丈　本谷 習実学木樹 域全林習演葉千 学大宮都宇 部学農 科学科林森 年１ 7月 71 ～日 7月 02 日

人寛　岡山

びよお林樹葉照「
生のへ地林植ギス
比と握把の系態

習実の」較

澄清林習演葉千
内管所業作

教学大京東
属附部学育

校高
7月 42 ～日 7月 62 日

良晴　田前 実外野法査調質地
習

清林習演葉千
所業作郷札、澄

内管
学大都京 部学理 年３ 8月 82 ～日 9月1日

之寿　口山 習実外野学質地 郷札林習演葉千
内管所業作 学大葉千 部学理 科学科球地 01 月 03 ～日 11 月1日

徳茂　山丸 と心中を査調質地
習実生学たし

郷札林習演葉千
内管所業作

大業工京東
学 部学理 科星惑球地

科学 11 月6 ～日 11 月8日

博光　輪箕 習実学樹測 郷札林習演葉千
内管所業作 学大京東 部学農 科学林 年３ 21 月 91 ～日 21 月 22 日

樹正　川松 習実の査調質地 郷札林習演葉千
内管所業作

大芸学京東
学 部学育教 3月 12 ～日 3月 22 日

憲義　本宮 業施と新更林然天 林習演道海北 業林県野長
校学大 年２ 7月 01 日

夫昭　橋倉 全保の林森 ･ 理管 林習演道海北
北学大修専
大期短道海

学
科学林園造 年２ 7月 11 日

夫昭　橋倉 習実木樹方北 林習演道海北 大業農京東
学 科学林造 年４ 9月 01 ～日 9月 41 日

夫昭　橋倉 学類分物植 ･ 態生
習実外野学 林習演道海北 大育教知愛

学 部学育教 3 年４、 7月 42 ～日 7月 62 日

一博　本山
　見多仁・
橋倉・夫俊
橋高・夫昭
沢有・雄郁
本宮・浩　
村中・憲義
貫佐木・昇

光博　

習学林森 林習演道海北
教学大京東
属附部学育
校学等高

年２ 7月 71 ～日 7月 02 日

夫昭　橋倉
調度密育生の木樹
率光過透冠樹、査

定測
林習演道海北 学大治明 部学農 3 年４、 8月3 ～日 8月5日

一博　本山
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定測

一博　本山
　見多仁・
橋倉・夫俊
橋高・夫昭
沢有・雄郁
本宮・浩　
村中・憲義
貫佐木・昇

光博　

習実合総学林 林習演道海北 学大京東 部学農 科学林 年３ 8月 12 ～日 8月 62 日

雄郁　橋高 類分と集採の類菌 林習演道海北 育教道海北
学大 部学育教

1 、２、
４、３

年
01 月 21 ～日 01 月 31 日

男幹　梶 験実学物植林森 林習演父秩 学大京東 部学農 専学科林森
攻 3年

男幹　梶 実外野学態生物植
習 林習演父秩 学大京東 部学理 科学物生 3年

肇　谷蒲 験実学壌土林森 林習演父秩 学大京東 部学農 専学科林森
攻 3年

健　田石 験実学物動林森 林習演父秩 学大京東 部学農 専学科林森
攻 3年

洋　谷熊
　村下・一
野小・男彰

平良

学工致風 山犬林習演知愛
林究研 学大京東

命生学農
究研学科

科

専学科林森
攻 院学大 5月 92 ～日 5月 03 日

裕康　印執 学工防砂 津赤林習演知愛
林究研 学大京東 部学農 科学科林森 3年 6月7 ～日 6月9日

彦雅　沢大 験実外野学態生 津赤林習演知愛
林究研 学大葉千 部学理 科学物生 3年 7月 42 ～日 7月 92 日

夫保　倉佐 験実学科文水 津赤林習演知愛
林究研 学大葉千 部学理 科学地 3年 8月7 ～日 8月9日

耕　田増
洋山松・一 検巡大学地 津赤林習演知愛

林究研
大立都京東

学 部学理 科学理地 3年 8月 12 ～日 8月 32 日

彦邦　尾西 す関に用効の林森
習実生学る

津赤林習演知愛
林究研

大業農京東
学 部学農 科学林 4年 8月 82 ～日 8月 03 日

貴真　村辻 習実学地 津赤林習演知愛
林究研

大育教知愛
学

学科合総
部 科学地 3年 9月7日

彦和　内武 画計境環地緑 津赤林習演知愛
林究研 学大葉千 部学農 学物生業農

科 3年 01 月4 ～日 01 月5日

博　野芝
　印執・文

裕康
習実学量測 津赤林習演知愛

林究研 学大京東 部学農 科学科林森 3年 01 月 11 ～日 01 月 61 日

里千　中竹 習実学樹測 津赤林習演知愛
林究研 学大屋古名 部学農 科学林 3年 01 月 71 日

一清　戸諸 論特学用利地林 津赤林習演知愛
林究研

大工農京東
学

命生学農
究研学科 科学林 院学大 11 月8 ～日 11 月9日

重　部服
　中田・昭

文隆
習実学量測 津赤林習演知愛

林究研 学大屋古名 部学農 科学林 3年 3月1 ～日 3月7日

洋　谷熊
　村下・一
野小・男彰

平良

学工致風 津赤林習演知愛
林究研 学大京東

命生学農
究研学科

科

専学科林森
攻 院学大 3月7 ～日 3月8日

彰　村下
　野小・男

平良
学工致風 林習演士富 学大京東 部学農 科学林 3年 6月 71 日

英　村中
　江吉・夫 習実学量測 林習演士富 学大京東 部学工 科学工木土 3年 9月1 ～日 9月8日

健　下丹 験実学林造 地験試無田 学大京東 部学農 科学林 3年 81/9,5/6,42/4

人公　田古 験実学物動 地験試無田 学大京東 部学農 科学林 3年 92/9,91/5
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II-3　研究活動　-地方演習林の試験研究課題-

(1)　千葉演習林

   近年、森林の重要性が世界的に強く認識されるようになり、同時に森林の保全を基本原則とした持続的な森林経

営が強く求められている。このような情勢を背景に、演習林は、森林の持続的経営および森林の持つ多面的な機能

の維持、増進を主たる目標として教育、研究を推進してゆくこととしている。そのための個別課題は、千葉演習林の

立地と環境が持つ特色が充分に発揮され、また、これまで100余年にわたって収集、蓄積されて来た膨大な資料を

充分に活用できる内容のものであることが望ましい。研究課題には、演習林教官が主体的に実施するもの、本学の

各分野の研究者、大学院生、学部学生等が演習林をフィールドとして実施するもの、各種の共同研究により実施す

るものなどがあるが、いずれの場合も演習林職員の一致した協力がなければ初期の目標を達成できない。そのため、

具体的な課題設定に当たっては、現職員体制において実行可能かどうかについても吟味する必要がある。また、森

林研究は長期間にわたる継続的な調査・研究が必要とされるものが多いといわれ、ややもすると資料の収集だけにお

わって、論文としての公表が遅れる場合がある。しかし、演習林の教育・研究機関としての機能は、試験研究の成

果が公表されることによりはじめて評価されうるもので、第10期からの継続課題および今期新たに設定する課題にあっ

ては、期間内になんらかの具体的な成果を得るべきものとして実施する必要がある。以下に予定される研究課題につ

いて若干の説明とともに列記した。

I 森林生態系に関する研究

　房総半島南西部に位置する千葉演習林は、清澄山（標高383m）を中心に南北にひろがり、安房、上総の分水

嶺を堺に、南側の太平洋に注ぐ二タ間川流域と北側の東京湾に注ぐ小櫃川の２流域にまたがっている。この分水嶺

を堺にして南側と北側とでは植物相が異なり、南側では多数生育しているのに対し北側では出現しない暖地性植物

がある一方で、冷温帯性植物には、北側で自生が見られるが南側では出現しないものがある。こうしたことから当演

習林は、植物分布上甚だ重要な位置を占めているといえる。また演習林域は、新第三紀海成層を基盤とし、標高

が低く、地形が細かく複雑であり、立地条件の変化が極めて激しいという地況上の特色を持つため、立地条件と植

物の生態生理的特性、に関する研究を行うフィールドとして、極めて適した場所である。

　一方、演習林は森林の内容においても多様性に富み、暖温帯に属する常緑樹を主とする落葉樹との混交林、モ

ミ・ツガ針葉樹天然林、スダジイ・カシ類天然林、スギ・ヒノキ・マツ類等の人工林、内・外国樹種見本林、展示

林、苗畑等を有している。とくに本地方固有の極相林的要素をもつモミ・ツガ針葉樹天然林は、演習林内に比較的

広い面積で維持、保存されて来ており、関東地方における暖温帯天然林地域として学術、教育上の見地から貴重

な地域となっている。その他、かって薪炭林として利用された広葉樹林が広大な面積で残されている。また、幼齢

林から高齢林に至るスギ・ヒノキ人工林が育成されており、人工林の持続的経営を研究する上で恰好のフィールドと

なっている。さらに、地況、林況等の多様さに対応して、ニホンザルやニホンジカ等の中型哺乳類が生息しているな

ど、動物相も極めて豊富であり、森林動物の研究フィールドとしてもまた、最適の環境といえる。本大課題では、以

下のような課題に取り組む。

森林生態系の構造と機能の解明
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　千葉演習林内には、広大な天然林や様 な々ステージの人工林が多様な立地環境のもとに形成されていることから、

極めて多数の動植物種が生育している。これら個々の種の生態的な特性や森林内での位置付け・果たす機能など

はごく一部の種を除いてまったく明らかにされていないのが現状である。しかし、高い機能を持った状態で森林を維持

してゆく上では、個々の生物種の特性を把握し、それにそった森林の取り扱いを実行してゆくことが必要である。そ

のため、本課題では、まず個体数の多い種、希少な種、造林木の育成に影響を与える種、人に被害を及ぼす種を

中心としてその特性の把握に努める。具体的な課題として、以下のような項目の研究を行う。

 １）森林動植物の基礎的な生態の解明

 ２）個体群動態の変動機構の解明

 ３）各生物種が森林生態系内で果たす機能の解明

森林に生息する各種動植物の特性と機能の解明

　現在形成されている動物群集・植物群落は、過去の環境変動に伴い生物間の関係の形成・喪失が幾度と無く繰

り返された末に形作られたもので、集団毎に独特の様相を呈する生物の集合体である。このような生物集団の構造

や動態を明らかにすることは、森林環境を保全し生物多様性を維持してゆく上で極めて重要な研究課題である。また、

それらを築き上げている生物相互間の関係も安定したものではなく常に変化しており、その解明は森林の持続的維持

の観点から必須の課題である。具体的課題として以下の項目をあげる。

 １）動物群集・植物群落の構造把握

 ２）環境の変化に伴う動物群集・植物群落の変動の解析

 ３）生物相互間の関係の解明

森林動植物の保護

　演習林を含む一帯は、首都圏近郊の自然度の高い地域としてはもっとも大きな地域であり、現在確認されているだ

けでも植物種約1,100、動物種約7,00が存在している。今後調査が進めば動植物合わせて優に2,000種は越える

ものと思われる。この多種多様な生物はそれぞれが健全な森林を形成する上で欠かせない存在であり、一つとして

失われて良いものはない。また、今日人間活動の広がりによる自然環境への影響が懸念される中、演習林内でも両

者のバランスを考えた森林施業を模索していく必要がある。この課題については以下の研究項目を掲げる。

 １）演習林内の動植物種リストの作成

 ２）各種森林施業が生物に与える影響の評価

 ３）生物保護管理システムの開発

 ４）遺伝子資源の保存と適正管理　各種森林被害の発生機構の解明とその防止

　千葉演習林で現在取り組む必要がある森林被害としては、ニホンジカによる食害とマツの大量枯損がある。これら

の問題は全国的に見てもいたる所で発生している問題であり、的確な対応対策を講じることは社会的な観点からも非

常に意義のあることである。最終的には各種病害虫獣の適正密度維持管理システムを開発し、森林生態系の枠組

みのなかで病害虫獣を総合的に防除し、永続的に利用可能な森林を育成することが目標である。そこで、当面以下

の項目に取り組む。

 １）ニホンジカの適正密度維持管理システムの開発

 ２）モミ大径木枯損の要因解析

 ３）マツノザイセンチュウによるマツ枯損防止対策
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 ４）その他病虫獣害の被害監視システムの確立

II 森林の公益的機能に関する研究

　森林は地球上の陸地の3分の1を占め、生活必需品としての木材等林産資源を生産供給するほか、生存環境と

しての重要な役割を果たしている。特に、近年、森林に対して自然環境の保全と森林の持つ公益的機能の高度発

揮が強く要請されるようになっている。そうした背景から、資源の造成・利用と環境機能の調和した森林管理が求め

られており、そのための研究が極めて重要な位置を占めるようになっている。

　幸いにも本演習林は、周辺に膨大な水需要のある地域の水源域に立地し、水源かん養機能など森林の各種公益

的機能に関する教育・研究に適した条件を備えている。

　また、近年、一般の自然環境への関心が高まるとともに、森林のレクリェーション利用等のニーズが高まっており、森

林の持つ保健休養機能の増進が課題となっている。同時に、森林の持続的維持を考える上で、一般の森林環境に

対する正しい理解を促す必要が生じている。このような背景から、成人、青少年のための自然環境教育等の推進に

寄与できる、教育・研究の実施が、演習林にとって不可欠な課題となっている。演習林は、優れた自然環境とこれ

まで100余年にわたる資料の蓄積を有する事から、これらを活用することによって、このような課題に十分貢献できる

と期待できる。主な課題を挙げると次の通りである。

森林の水土保全・防災機能維持増強に関する研究

　水源林としての機能を維持、増強していくために必要な基礎的応用的試験研究を行うもので、天然林・人工林を

対象に森林施業が水土保全機能に及ぼす影響を解析し、機能発揮の最適条件を明かにすることを目的とする。また

人工林を集水域とする林分で、間伐および皆伐後の流出特性の解析を行う。

 １）人工林・二次林の環境醸成機能の解明

 ２）水資源涵養機能向上のための森林管理システムの開発

 ３）流域の水環境に与える演習林の森林の評価

 ４）気象被害の要因解析

 ５）表土崩壊発生機構の解明，多目的森林利用計画手法の高度化

　レクリエ－ション、生涯教育利用等の増大にともないその機能を最大限に発揮させるため、森林の利用や管理方式

の実態とその問題点を把握し、利用の目的にあった管理方式を確立する。

１）レクリエ－ション等の利用にともなう森林管理方式の高度化

２）保健休養のための森林環境の保全・管理方策の究明

森林自然環境教育

　森林を対象に社会人のための生涯学習、青少年を主な対象にした自然環境教育の場として、野外自然体験学習、

地球環境問題学習、自然環境保全、自然保護、林業教育学習、動植物の生態観察学習等を計画的に実施する。

従来から演習林では、地元小・中学生の林内見学、観察や地元高校の野外学習などが実施されているが、さらに

地域に密着した東京大学の施設として、この種の教育・研究機能の向上に務めるための試験研究として以下の項

目に取り組む。

 １）適切な環境教育プログラムの編成とその効果の把握

 ２）自然環境教育の場として適切な森林整備方策の探求
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III 森林生産技術に関する研究

　森林の持つ多様な機能を最大限に発揮させつつ、生産目標にそった森林の施業を展開するため、育苗、造林、

保育から収穫までの生産技術の向上と環境に適した健全な森林の維持、増強を図る。このため、長伐期林、複層

林、天然林など森林の持つ多様な生態的特性を解明し、木材生産性の増大と質の向上を図るための人工林育成技

術を開発する。主な課題は次の通りである。

暖温帯林に適合した有用樹種の開発

　これまでの皆伐一斉更新林分はスギ、ヒノキが主体であったが、今後林業経営の向上と林地保全を目的としてス

ギ・ヒノキと優良広葉樹種との混交林の造成を推進するための適応樹種を選定する。開発の目標として以下の項目

を掲げる。

 １）主要林木における在来品種の特性の解明

 ２）スギ、ヒノキ精英樹候補木の次代検定

 ３）マツノザイセンチュウ病抵抗性マツの選抜と増殖

 ４）暖温帯林における優良樹種の選抜と増殖

 ５）複層林、択伐林に適した品種の開発と増殖

施業に関する技術の開発・向上

　現在の日本における林業は安価な外材の大量流入と自然保護に対する一般の関心の高さが相まって、これまで行

われてきた作業体系・林業技術では対応が限界に来ている。更に林業就労人口の減少と高齢化により作業の機械

化がより一層今後は推進されるであろう。このような中、日本の林業として十分に採算の取れるシステムや技術の開発・

高度化は必要不可欠であり、それを研究する場として長い経験と知識の蓄積された千葉演習林は極めて優れた場で

あると考えられる。ここでは以下に挙げる項目について研究を進める。

 １）各作業の機械化とそれに適した林道網の開発

 ２）良質材生産の為の植栽、保育管理技術の高度化

 ３）多様化する森林施業に適応する育苗技術の高度化

 ４）一斉林施業から複層林施業への移行システムの開発

 ５）複層林施業地の伐採・搬出に伴う残存木の損傷の発生要因と対策

IV 森林経営に関する研究

　多様化する森林に対する社会的要請に対応した森林の管理、経営技術の構築が、現在求められている。その

ためには、高精度で効率的な森林資源のモニタリング技術を開発し、そのデータに基づいた森林の推移予測技術を

確立することによって、森林資源の持続的活用を可能にする新たな森林管理技術を創出する必要がある。すなわち、

森林の環境、資源に関する各種の情報を効率的に収集、処理するシステムを開発するとともに、資源の変化をモニ

タリングする技術を開発し、また、森林の推移をモデル化し予測する技術を確立する。ここで行う主な課題は次の通

りである。

森林資源観測とモニタリング技術の高度化

　森林資源を充分に発揮させるためには森林資源および森林環境の観測とモニタリング技術の高度化は不可欠であ
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る。そのために、リモ－トセンシングデ－タのもつ基本情報の解明、さらに各種手法の開発などを行うことにより、リモ

－トセンシング観測技術の体系化を図る。細目の研究項目を以下に示す。

 １）リモ－トセンシング技術を用いた森林観測システムの導入と技術の高度化

 ２）森林情報のデータベース化と利用手法の開発

森林資源の計測、予測技術の高度化

　環境保全等に適した森林施業法を確立するため、森林の計測、解析を行い成長モデルを作成し成長過程の予測

を可能にし、デ－タベ－ス、ＧＩＳなどを活用した林分単位の施業の体系を構築するとともに、それに基づく総合的な

森林資源の管理手法と予測方法を開発する。

 １）森林資源情報の収集・処理・解析技術の開発

 ２）森林資源の時間的管理手法と予測手法の開発

暖温帯林における森林の最適管理技術の向上

　森林の生態系の維持と生産性（収穫）の向上とのバランスを充分考慮した森林管理システムを確立するとともに、

これまでのスギ・ヒノキを主しとた育林技術に加え有用樹種の育成技術の高度化と生産システムを確立する。

 １）長伐期、複層林施業導入に伴う密度管理システムの確立

 ２）最適保育管理の機械化に伴う作業体系の確立

 ３）天然林に適合する維持管理システムの開発

V 国際研究協力

　持続的な森林経営が世界的な課題となっている中にあって、過去100年あまりにわたって、継続的に森林を管理

し、人工林の造成に努めてきた千葉演習林の経営は、今後、世界各地の森林の再生、修復とその経営を考究す

る上で極めて重要な位置を占めるものと期待される。東京大学農学部附属演習林は、国際会議の開催やソウル大

学、台湾大学などとの交流を行っており、千葉演習林はその中で大きな役割を担うことができるばかりでなく、より広い

範囲の国際交流を目指す。そこで、海外との学術交流だけでなく、外国人の大学院学生や研修生の積極的な受け

入れを通じ、千葉演習林の財産である森林を、国際的な視野で有効に活用するよう努める。

国際的な研究交流の促進

　現在、森林を対象とする研究は日本だけに留まらず世界各国の森林を視野に入れて行うべきものになっている。こ

のような中、日本における森林研究者は国内だけでなく、国外にむけてインターネット等を通じ情報を発信し、またその

レスポンスを演習林における研究や運営の参考にしてゆくことが常に求められている。更に、外国人研究者や学生の

交流や留学は近年特に頻繁に行われており、その体制づくりも急務である。

 １）国外研究者の受け入れ体制の確立

 ２）情報の公開・発信の手段と体制の構築
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(2)　北海道演習林

　これまでに実施してきた重点的研究課題は、林分施業法の実験、人工林育成技術の究明、林木育種の研究、森

林環境の保全等である。

　これらの研究は更に内容を整備して継続することとし、演習林内外の状況を勘案した上で新たに次の研究課題を

加える。

　即ち、風害地の森林形成過程に関する研究、遺伝子資源の保全管理と利用に関する研究、流域管理に関する

基礎研究がそれである。

　以上の研究課題について従来の試験研究の成果を踏まえて、以下の重点項目に整理して行うものとする。

i　林分施業法のシステム化に関する研究

　1958年より天然林を対象にして、経験的かつ実証的に進めてきた林分施業法の実験は、1/3世紀を経過した段階

において総体的に天然林の改良は進み、加えて経済的にも大きな成果を挙げて、北海道の天然林施業に取り入れ

られつつある。

　実験開始以来社会・経済的情勢はかなり変貌しているが、本施業法は基本的には大きく変更することなく、施業

組織・施業仕組みを修正しつつ対応して進めてきたが、1981年以後は台風被害木処理のため、一時実験を中止

せざるをえなくなった。しかし、その整理を終了した現段階に於いて、本施業法を更に発展させ広く普遍化させるた

めには、これまでの成果を踏まえつつ、現在未解決の諸問題、即ち森林の発展の裏付けになる森林生態系の解明・

森林構造と生産力の定量化・天然更新の技術開発と方式（林道網と伐木集運材技術）・木材の付加価値形成に

関する問題等の解決と、更にこれらを統合した最適施業法の確立と、その管理体系のシステム化について理論的・

実践的な開発研究を行う。

ii　遺伝子資源の保全管理と利用に関する研究

　近年、地球的規模で自然破壊の悪化が深刻な問題としてとりざたされ、現に数多くの生物種が絶滅し、あるいは

絶滅の危機に直面している。就中、森林資源の減少は国際的関心の的となり、森林資源の保全・育成に積極的

に対応する必要に迫られている。ここに林木の遺伝子資源の保全が今日的重要課題となっている。

　本演では1952年に林木育種の研究が開始され、本道に適する遺伝的に優良な造林樹種の育成と基礎研究が行

われている。これまではカラマツ属の交雑育種に関する研究が重点的に行なわれ、その成果は北海道におけるダフ

リカ系カラマツ各変種とニホンカラマツとの雑種育成の基礎になっている。

　一方、北米・北欧・北アジア諸国の林木育種研究機関との交換によって、北方系樹種系統の材料収集に努め、

これら系統保存・試植および産地試験など、前記雑種検定林とあわせて約100haの試験地が造成され、生育適応

性の試験が長期的に行われているとともに、外来樹種の導入と関連して、1905年より現在までに約300種におよぶ木

本植物が樹木園・見本林に展示されている。また、林分施業法の展開過程において、原生林や１・２度伐採の加

わった天然林約1,300haを保存林として自生種の保全をはかってきた。更に遺伝形質の優れたものを保存木とし、広

葉樹の優良形質木とともに現在約3,500本を登録しているなど林木の優良遺伝子群の確保に努めてきた。
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　本案ではこれら実績・成果を基盤として、従来の林木育種研究領域を拡大強化して、北方地域における遺伝子

資源の保全・研究のセンターとして位置付け，これまでの研究を継続するとともに天然林の遺伝子育種に関する課題

として天然樹種の生態遺伝学的特性を解明し、優良遺伝子群を更新し、植栽試験地・見本林等を造成する。また

林内生物全般にわたる生息環境の保全・保護に関する研究も行う。

iii　風害地の森林形成過程に関する研究

　1981年に北海道を襲った台風15号は、本演習林にかつてない大被害をもたらし、被害面積8,735ha，被害材積

81万ｍ３にも達した。そして、多くの試験地が壊滅するとともに、広大な無立木地が生じた。

　風害木の処理がほぼ完了した現在、風害跡地の復旧造林が緊急の課題となっている。被害地のほとんどが奥地

天然林に属しているため、天然林形成過程という科学的重要かつ稀にしか遭遇しない現象を研究課題として積極的

に取組む必要がある。

　具体的には植生遷移・立地と天然更新状況・森林形成過程における動物相の変化・菌類の動向・水収支等を

主題とする。

iv　人工林育成技術と施業法に関する研究

　人工林育成技術に関する問題究明のため、1955年より特別試験林として主要造林樹種の生育適応試験・針広

混交林造成試験・林地肥培等を目的とした植栽地190haが設定され、植栽樹種約130種に及んでいる。一方、施

業実験林では1908年以降，今日まで現存する人工林が3,200haに達している。今後は各種人工林の育林体系の

確立を図ることが重要である。

　特に間伐期に到達した各種人工林が多いことから、間伐の実行システムの開発が急務である。また今後の人工

林造成にあたって、地拵・下刈・つる切・除伐の省力化、林内更新法等の問題も重要課題として取り組むこととす

る。

v　流域管理に関する基礎的研究

　本演習林は、北海道の重要河川である石狩川の支流最上流部に位置し、かつ、北海道の中心部を占める地帯

に属する。今後北海道における水資源の需要は益々増加していくものと思われ、それと同時に洪水災害や水保全の

立場から森林の水文的機能に対する期待度も大きくなってくるものと思われる。

　水文観測は、1983年より暫定的に実施してきたが、社会的には本道の中心部という重要な位置を占めていること

と、科学的には寒冷多雪地における火山灰堆積地帯の水の季節的変動を解明する意味において、山体－森林、相

互の関連を解析し、流出過程を究明することが重要な課題である。

　この水文観測を長期的に実施し、北海道における水文問題解明の基礎資料としての意義をもって、研究を継続す

る。

　以上、北演の基幹的研究として取り組むべき重要課題について述べた。この外、従来から森林保護学の一分野

である森林昆虫・動物の研究が1956年より行われ、これまで食葉性害虫・野鼠の食害・クマゲラの生活史等に関

する研究が進められてきた。
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(3)　秩父演習林

　近年、森林の効用に関して林産物としての資源的な価値だけでなく、人類の生存に 不可欠な環境資源としての

多面的な価値があるという認識が定着している。当演習林 における試験研究は、従来林業生産技術の高度化に関

する研究に重点をおいて進めら れていたが、現在は環境保全、保健休養など森林の公益的機能を高度に発揮させ

るた めの基礎的な研究をいっそう発展させる方向に進んでいる。 　また、演習林林内を通過する国道140号線の共

用開始が近づいており、改修工事な らびに車両の通行が周辺の自然環境及び地域社会に与える影響についての調

査研究は 、演習林の主要研究課題として継続させる。

i　気象・水文観測

・気象観測

　気象は、森林被害の撹乱要因として、また動植物の分布・季節事象や成長の要因 としてあらゆる課題にとって重

要な環境要素である。とくに広い標高域を有する当演 習林では、標高・地形等により気象条件が異なるため、林内

各所で気温・湿度・降水 量等の気象観測を行うことが極めて有意義である。特に、高標高域の気象資料が不足

している。

　気象観測を９地点で実施した（表）

点地測観 ）ｍ（高標 形地 生植辺周 目項測観 年始開

本栃 077 面斜南 林工人ギス 量水降、度湿、温地、温気 9291

川血大 025 面斜北 林工人ギス 量水降、度湿、温気 2391

森影 042 地平 畑苗 量水降、度湿、温気 6591

沢滑 041,1 面斜西南 林工人ツマラカ 度湿、温気 4891

峠出突 036,1 根尾 　林交混広針 量水降、度湿、温気 0891

沢竹矢 050,1 面斜南 林工人類ツマ 度湿、本 0891

岳信武甲 * 064,2 頂山 林ベラシ 温気 1991

峠坂雁 * 070,2 部鞍 地草 温気 1991

坂マルダ * 079,1 根尾 林ベラシ 温気 0991

　また、森林病理に関する研究が1958年より始められ、天然林・人工林の多数の内・外国産樹種の病原菌の究

明に関する研究を行っている。

　更に1977年より演習林を含む農山村地帯の就業構造と農林業の労働力市場の分析に関する研究を行っている。

　これら各研究は前記主要試験研究と関連し、または個別的専門研究としてきた。

今後もこれらの研究は継続して行う。

表 秩父演習林の気象観測地点

 * 演習林外
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ii 試験林 -人工林の成長測定-

　森林資源の多目的有効利用と生産性の向上、さらに大径木・高品質用材の生産が 、今後の林業の重要課題で

ある。造林地の地力の意地を図りながら、それぞれの生産 目標に応じたより価値の高い安定した森林を育成管理し

ていくための育林技術の確立 を目指している。

1）成長試験

　秩父山地における人工林施業の基礎資料を得ることを目的とし、齢級別に0.05ha 程度の標準値で、5年毎に立

木の胸高直径と樹高を測定している。29林班の64生ヒノ キ・サワラ人工林等で7～10回目の測定を実施した。 ま

た、29林班い1小班のスギ・ ヒノキ・サワラの伐採木について、収穫表を調整するための樹冠形を測定した。

2) 間伐試験

　29林班い1サララ林で間伐試験を実施した。

iii 育林、育苗に関する研究

　当演習林には、ケヤキ、シオジ等の有用広葉樹の造林地がある。将来、機会があ ればこれら造林地における個々

の林木の形質、林分構造解析、大径有料木生産を目指 した育林作業を実施したり、成長経経過を解析することに

よって広葉樹育林技術の基 礎資料を得、また複層林施業における保育作業の省力化や森林の公益的機能の恒常

的 な発揮等について解析できる試験地として維持する。

　近年、森林に対する社会的要請が大きく変化し、また多様化するななで、とくに その多面的機能の発揮が求めら

れている。国産材の価格低迷、山村における林業後継 者・労働力の不足等わが国の林業の今後のあり方が大き

な問題となっている今日、資 源と環境の両面からバランスのとれた森林の取り扱いが重視される時代に至った。

　従来は、原生林の択伐施業を含めて輪伐期を約30～40年にする想定で、植林、保 育、伐採作業が行われて

きたが、木材受給および、伐採・搬出に係わる林道設備のお くれなどの現状に鑑み、今期は、より長伐期の大径木

生産施業への意向をめざした作 業の見直しを行っている。また、今後は保育、伐採作業計画に対応した林道配置、

密 度の最適化伐採木の販売経路、利用目的等の追跡（市場）調査も実施する。

点地測観 高標 )m( 積面域流 mk( 2) 数係状形 目項測観 年始開

谷東川血大 077 0.5 30.1 量流 9891

沢竹矢本栃 049 5.2 37.0 量水、量流 9891

沢度久川滝 086 3.2 05.0 量水、量流 0991

・水文観測

　当演習林は荒川源流域の主要部分を占め、しかも首都から100km圏内に位置する 点で、森林の水源涵養・水

質浄化昨日等、水資源と森林の関わりについての解明は、 単に水文学的な研究にとどまらず、社会的にも重要な意

味を持つものである。 　演習林内の異なる流域における流出特性の解明を目的として、堰堤で水量観測を実施 しい

ている（表）。この観測により、林況・地況の異なる流域での流出量を比較 し、森林力を推定する。

表 水文観測地点
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・ケヤキ人工林の成長経過

　1林班と29林班のケヤキ人工林で、1991年よりリタートラップを、1993年より成 長バンドを設置して調査している。

ケヤキ人工林は超伐期大径木生産と風致林造成を 目的に設定されたものである。

・複層林試験地

　1林班と29林班で複層林試験地を設定した。1林班はスギ人工林を間伐しスギの２ 段林の複層林とし、29林班

はサワラ人工林を間伐しスギ・ヒノキを植栽して２段林と した。

iv 立地、生態系に関する研究

　当演習林は広域にわたって多様な自然環境を有しているが、これを最大限に活用 し森林の多面的な機能を理解

するために、生物学的な視点から様 な々専門分野の研究 者による森林生態系の構造と機能を解明することが、本

研究の目的である。

・秩父山地天然林生態系の解明

　大面積プロット・森林鉄塔を設置して、樹木の成長、更新、生産、動物相や群集 構造、行動の記録など立体

的かつ多面的に山地帯天然林の構造と動態を長期間にわた って解明する。27・28林班

・イヌブナ天然林の更新

　イヌブナの萌芽更新と実生更新の実態を明らかにする。さらに、冷温帯天然林に おいて更新法の違いにより空間

を占めるプロセスの差を明らかにする。28林班

・主要森林害虫の生態と防除

　穿孔虫類の個体数の変動を森林の健康状態の指標として定期的にモニターする発 生予察試験によって、森林の

状態を監視し、必要に応じて保護策をたてる基礎資料と する。国道および入川林道周辺

・鳥類群集の研究

　演習林周辺の鳥類群集の目視観察およびさえずりの録音によるセンサス等によっ て、動物群集の多様性と環境の

関係を理解する。演習林全域

・コゲラ個体群の比較

　コゲラの地域個体群の比較を通して、動物種の分散、進化等について理解する。 演習林および日本各地

・奥地秩父における植物季節観測

　特に、山地の異なるブナの開芽、紅葉の時期を記録し、遺伝的な特性と環境の関 係を明らかにする。27林班、

29林班、苗畑

・天然ヒノキ林の生態遺伝学的研究

　演習林内に自生するヒノキ天然林の遺伝的特徴を明らかにし、遺伝子資源として の保全を図る基礎資料とするた

めの遺伝的分析を行った。1林班、17林班、26林班、29班
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・ツキノワグマの個体群管理

　捕獲・計測・発信機によってツキノワグマ個体群の動態を追跡し、大型動物の保 護管理方針および生態系の基

礎資料とした。

・シカ柵による防除

　近年大血川作業所管内の幼齢造林地において、スギ、ヒノキに対する被害が増大 したので、防風ネット柵を設置

し、被害防止のための研究を行った。2林班

・昆虫相

　昆虫採集による昆虫相の記録。28林班等

・奥秩父地域のオサムシ類の生活史及び分布

　オサムシ類の標高と林相との関係について調べた。28林班

・自然種の天然分布と保存

　全域

・秩父山地天然林の更新に関する基礎研究

　秩父山地天然林において成長解析ならびに林分構造を調査した。11林班、23林班 、27林班、28林班

・マルチメディアを使った森林景観のモニタリングおよび公開

 　コンピューター制御の自動撮影ビデオカメラによって、１地点40視点ずつの映像 を継続的に撮影し、画像データと

して蓄積して、データベース化、森林景観および動 態を解析するための基礎資料とする。28林班、29林班

・森林の管理システムに関する研究

　森林現況簿、造林原簿など各種森林管理資料のデータベース化を行った。

・車両系林業機械の不整地草稿に関する実車実験 　林道配置、林道規格と開設単価

　施工方法について、技術的な改良を加えながら試験研究計画の趣旨に適合したか たちで配置、距離、幅員、構

造物等の検討を行った。入川林道
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(4)　愛知演習林

i　森林水文に関する試験研究

  試験流域の量水観測成果は、気象要素とともに観測以来70年の資料が集積され、きわめて貴重な学術的価値を

有している。現在のところ、量水観測は降雨－流出系の観測態勢であり、その種の研究が中心となっている。今後

は、この貴重な森林量水試験の集積を継続発展させ、降雨遮断・蒸発散・斜面流出等の水文素過程別の研究と

あわせて、水源かん養機能のメカニズムを解明することを目標としている。

　量水観測は流域の森林成長と同時並行的に継続観測されることが学術的に貴重である。しかし、過去にさかの

ぼって森林の成長過程を数量的に追跡する方法論が確立されていないことで、森林状態と雨水流出との関連づけが

未だ充分に行われておらず、今後の研究テーマの一つである。

　犬山地区では斜面ライシメータで集中的な素過程別収支観測が行われ、山地における水循環機構を詳解するため

の予備的研究が進められている。この研究は将来、小流域レベルに拡張されることを前提とした研究であり、降雨－

流出系の制約にとらわれない研究手法である。

　蒸発散の直接測定が可能となり、これと組み合わせて森林微気象、樹幹流、降水遮断の研究が赤津でも進展し

つつあり、物質循環と水循環の関係の観測・解析と同様に森林生態学と水文学を結びつけた研究が計画されいて

る。

ii　山地保全に関する試験研究

　荒廃地復旧の研究も重要テーマであり、これまで大きなエネルギーを投入してきた。犬山地区の山林荒廃はとくに

激しく、沢沿いの低地にわずかな緑が認められる程度であったと言われている。しかし1950年来の砂防造林の結果、

緑は復活し、当時の荒廃山地の面影は全くない。降雨時の出水も安定し、溜池の農業用水も涸れることはなくなった。

まさに名古屋市、犬山市の都市近郊林としての保全・環境保護機能を十分果たしている。

　これらの地区の今後の研究課題は、植栽した樹木の生育、裸地斜面の水文特性、地中水の移動と崩壊との関係、

山腹緑化工の効果、緑化樹種などに関する研究である。

iii　痩せ地における森林造成に関する試験研究

　森林の環境保全機能（水源かん養、洪水防止、保健休養等）を維持しつつ木材生産を行う森林施業法を確立

することも、愛知演習林における試験研究の重要な柱である。

　天然生林については、1968年からモザイク状皆伐更新法試験（沢を中心に左右交互0.1haを上限に伐採、植栽）

を実施している。これは、一斉皆伐に比較して、土壌の保全、あるいは動植物への影響の軽減、台風等気象災害

の防止等、有効と考えられる。

　人工林においては、間伐法を変えたスギ、ヒノキの総収穫量の比較試験、植栽密度を変えたヒノキ林の生産量の

比較試験、恒続的収穫と森林の公益的機能の発揮を両立させる複層林造成試験、成長が劣る林地における肥培

効果の比較試験等を行っている。
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iv　都市近郊林に関する研究

　愛知演習林は立地条件から、東海都市圏をとりまくグリーンベルト地帯にあるので、森林の多元的機能の解明を目

的とする研究実験林としての位置づけを明確にし、都市近郊林・環境林に関する自然科学、社会科学を複合する

総合的研究が始まろうとしている。

　計画段階の項目が多いが、具体的には、都市部と森林との相互作用を水・大気・土壌を媒介として測る自然科

学的研究、都市住民あるいは都市部・農村部の作業活動に及ぼす森林環境の機能評価に関する社会科学的研究、

森林生態系を保持しながら都市公園的機能を有する森林域の造成実験及びそれに関する各種の試験研究があげら

れる。

v　森林水文・環境に関わる森林システムの方法論的研究

　森林水文、山地保全、環境林、痩せ地造林、社会科学的問題の各研究を総括して、流域管理の方法論を確

立する。

(5)　富士演習林

　富士演習林は、わが国の代表的なリゾート地にあるため、森林レクリエーション計画、快適環境の維持、景観管

理および森林風致施業手法の確立に関する研究を最近の課題としてとりあげている。また、寒地性気候下における

森林育成に関する課題をとりあげ、カラマツを中心に寒地性樹種の育苗、育林、林地肥培等に関する研究が継続

されている。

(6)　 樹芸研究所

i  熱帯・亜熱帯産樹木の増殖・管理・利用に関する研究

　温室施設を利用し、造林学研究室と共同で、フタバガキ科樹木の生育条件、生理特性に関する調査研究を進め、

熱帯産アカシア属を中心に、酸性土壌に対する生理特性に関する研究を行っている。さらに、温室に導入した熱帯・

亜熱帯産樹木について、組織培養による優良個体のクローン増殖、種苗の迅速・大量生産技術の確立を図る。

なお、これらの研究は大学院生の研究テーマにもなっている。

　また、熱帯･亜熱帯産樹木を温泉熱を利用した温室へ導入して、温室施設内における管理方法を検討し、遺伝

子資源の現地外保存に努める。

ii  資源樹木としてのアカシア属・ユーカリ属の造林学的基礎研究

　アカシア属・ユーカリ属の導入可能な樹種を選抜するため、現地適応試験を実施する。ある程度可能性のある樹
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種について、各地に適応試験地を設定し、導入可能地域を明らかにする。そして、アカシア属・ユーカリ属の現地

適応試験地において、優良形質個体の選抜を行い、組織培養、さし木、取り木などのクローン増殖方法を検討する。

　また、ユーカリ属の育苗において、ポットの材料、形状が根系に及ぼす影響について調査する。

iii  針葉樹の人工林に関する研究

　針葉樹人工林に固定標準地を設定し、経年的に成長経過を測定するとともに樹幹解析などにより、伊豆半島南部

の針葉樹人工林の成長量を推定する。

　スギ、ヒノキを中心に、枝打ち、除間伐について、省労力化、作業危険性の回避、材の有効利用法を加味した

保育管理方法を検討する。

　スギの地方品種、ヒノキの採種母樹林別、マツの地方品種・母樹別材料により、選抜育種、交雑育種の研究を

行う。

　スギ、ヒノキ人工林を広葉樹との二段林に誘導することによって、長伐期大径材の生産と、特用広葉樹導入、混

交林による林分の健全化について検討する。

　ヒノキの母樹林から育成した実生集団、実生集団から育成したさし木集団、これらの育成過程における遺伝的変

化を調査研究する。なお、この研究は大学院生のテーマにもなっている。

iv  環境・資源保全林の造成に関する研究

　クスノキ林を中心とした暖帯広葉樹林の非皆伐更新に関する環境条件（林分構造、種子の生産、種子の発芽、

稚樹の成長など）について調査研究する。

　地理情報システムを活用した調査により、伊豆半島を中心にして、優良形質木の存在位置を確認、登録する。

　その他、ブナの樹木フェノロジーに関する研究を進めている。

v  樹木園造成に関する研究

　設立以来導入した植物を中心に、保存樹木の生育状況、適応性の調査を行い、データベースに登録する。それ

については地理情報システムを活用することを考えている。また、森林教育に寄与するための展示用樹木園、温室

等の造成、整備方法について検討する。

(7)　田無試験地

 i　苗木、林木の生理に関する研究

　種子、苗木、林木の生理・生活現象について、これを理論的に解明し、育苗、育林 技術へ応用することを目的

とし、具体的には種子の発芽、苗木の繁殖、林木の生長等 の仕組みに対して、生殖生理、栄養生理、水分生理、

ホルモンおよびガス代謝などの 面から解析しようとするものであり、試験地開設以来の中心的課題である。
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ii 林木の遺伝育種に関する研究

　当試験地で最初の育種研究は、アカマツ、クロマツを中心として、開花、受精、結 実に関する基礎的研究が行

われてきた。現在では、（1）ポプラ樹木のin vitroでの 遺伝子保存、（2）天然生ヒノキの遺伝分析とその活用に

よる新品種の育成、（3）熱 帯産アカシア属樹木の組織培養系の確立などが具体的な研究項目としてあげられてい

る。　

iii　森林生態系の構造に関する試験研究

　生態系に関する試験研究は、1950年頃からの苗木または成木におけるガス代謝の研 究を皮切りに開始され、そ

の後、林木の物質収支に関する基礎的研究、林内に生息す る小動物、昆虫等の個体群生態学的研究、昆虫と

植物の相互作用など、森林生態系の 構造に関する基礎的研究が行われるようになり、現在では中心的研究課題の

ひとつと なっている。
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II-4　研修

(1)　技官

　今年度の技官研修は技術官等試験研究研修会議・業務研修発表会・植物群落調査技術研修など、全部で39

件であった。参加延べ人数では100人以上にのぼる。演習林内部の研修会の他、日本林学会北海道支部研修・

東海地区農学部附属演習林技術職員研修などの外部研修にも積極的に参加し、演習林業務の改善に努めている。

　また、ユニークな試みとして、「退職職員の技術伝承研修会」を開催するなど、森林管理技術の継承を図ってい

る。

名修研 所場修研 程日 数人加参

修研員職用採規新 学大京東 4月 42 ～日 4月 82 日 2

修研林造 舎宿生学澄清 6月 31 日 23

ュピンコ（修研員職術技系室教学大京東
）係関ター 地験試無田 7月 71 ～日 7月 91 日 1

議会修研・究研験試等官術技 地験試無田 01 月 91 ～日 01 月 02 日 01

会表発修研務業 舎宿生学澄清 2月7日 43

会究研機倒伐式脚半催主会協化械機業林 内管所業作澄清 3月 91 日 61

修研員職術技系室教学大京東度年７成平
）係関ターュピンコ（

セ機算計型大学大京東
ータン 1月8 ～日 1月 01 日 1

修研員職用採規新 幌札 4月 11 ～日 4月 41 日 3

修研員職堅中 幌札 9月 91 ～日 9月 72 日 1

会大季春部支道海北会学林本日 幌札 4月3 ～日 4月4日 42

会大季秋部支道海北会学林本日 幌札 01 月 21 ～日 01 月 31 日 5

修研員職術技林習演学大道海北 演方地川中学大道海北
林習 11 月 31 ～日 11 月 61 日 2

会表発究研術技業林部務林道海北 幌札 1月 13 ～日 2月1日 3

会表発究研務業局支林営広帯 広帯 2月8日 9

会表発究研務業局支林営川旭 川旭 2月8日 8

会表発究研務業局林営道海北 幌札 2月8～2月9日 4

会表発究研所支道海北所究研合総林森 幌札 3月 62 日 01

修研員職術技 町更音、町得新 01 月 13 日 32

修研員職術技系室教学大京東度年７成平
）係関系態生（ 場農地験試無田 7月 71 ～日 7月 91 日 4

成平 7 修研員職術技系官教学大京東度年
）係関理管・査調林森（ 内管本栃林習演父秩 6月 81 ～日 6月 22 日 21

会習講全安業事産生営直 内管川血大林習演父秩 9月 22 日 51

議会絡連術技度年７成平 場験試業林県玉埼 7月 02 日 3

会修研地現会員委討検地現号０４１道国 村富三県梨山 3月4 ～日 3月5日 01

第2 員職術技林習演属附部学農区地海東回
修研 林習演学大阜岐 9月 81 ～日 9月 12 日 2

修研察視業施林森 方地山歌和学大道海北
林習演 3月 52 日 7



II 演習林の活動　II-4　研修

55

(2)　事務官

　大学、演習林における事務を遅滞なく円滑に推進するため、各種業務研修に担当者を参加させている。また、定

められた職員研修には該当者を必ず参加させ、資質の向上を図っている。

名修研 所場修研 程日 数人加参

修研林造 舎宿生学澄清 31.6 4

修研務実者当担務事約契度年７成平 学大京東 6.11 ～ 01.11 2

（修研員職用採規新度年７成平 III ）務 学大京東 61.5 ～ 91.5 1

修研務実者当担務事計会度年７成平 学大京東 3.01 ～ 6.01 2

会表発修研務業 舎宿生学澄清 7.2 4

修研務実者当担務事事人度年７成平 学大京東 71.01 ～ 02.01 1

修研長掛 学大京東 02.6 ～ 32.6 2

修研任主 学大京東 42.01 ～ 72.01 1

会修研者当担務実償補害災 幌札 71.01 1

修研務実者当担流交際国区地越信甲・東関南度年７成平 学大京東 72.9 ～ 92.9 1

修研務実者当担務事約契度年７成平 学大京東 6.11 ～ 01.11 2

修研長務事校学立国度年７成平 学大京東 52.01 ～ 72.01 1

(3）　安全・防災

　作業の安全及び職員の健康に関する研修を実施している。演習林独自に実施するものの他、地域で開催される

各種講習等にも積極的な参加を図っている。

名修研 所場修研 程日 数人加参

修研全安い扱取具器械機 所業作澄清 7.7 11

会討検策対全安業作 舎宿生学澄清 8.8 53

会習講るす関に法急救 林習演道海北 21.7 35

会習講策対全安の業作内林 林習演道海北 21.7 74

会習講全安通交 林習演道海北 31.21 95

会習講理管康健 林習演道海北 31.21 55

会習講理管全安学大京東度年７成平 林習演父秩 1
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II-5　山火事予防活動

　山火事の防止は森林の管理の中でも極めて重要な位置を占めており、消火訓練や研修だけでなく通常の警戒にも

力を入れている。

称名 所場 程日 数人加参

修研期春戒警防予事火山 内管所業作台郷 81.4 03

修研期冬戒警防予事火山 内管所業作澄清 3.2 03

会習講るす関に法急救 所健保川鴨 91.3 3

練訓火消 林習演道海北 37

）作操プンポ防消式搬可（練訓防消 内管本栃林習演父秩 41

ッェチの者猟入内管滝大（視監のめたの止防事火山
体団催共催主村滝大）ク , 他林習演父秩 村滝大 51.11 ～ 51.2 41
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II-6　国際交流

(1)　国際学術交流協定

　本演習林と国立台湾大学農学院演習林（中華民国）との間の共同研究推進の覚え書きを交わし（1993.4.30）、

相互の演習林訪問を実現した。

　1990年に東京大学とソウル大学校との間で締結された学術交流協定に基づいて、両大学演習林間の交流促進

を協議中である。

(2)　国際シンポジウム

　集会、シンポジウムへの参加は、以下の通り。

光博貫佐木 第 02 回 ORFUI 会大界世 ORFUI ドンランィフ 5991 年8月6 ～日 8月 21 日

光博貫佐木 ORFUI 伝遺のツマラカ
会集究研種育 ORFUI 会部 70-20.2S ンデーェウス 5991 年7月 13 ～日 8月4日

夫俊見多仁 第 02 回 ORFUI 会大界世 ORFUI ドンランィフ 5991 年8月6 ～日 8月 21 日

文博野芝 obaSlanoitanretnIehT
muisopmyS

noisorEfoyteicoSnapaJ
gnireenignElortnoC oykoT 8月 03 日

文博野芝
dnaranimeSlanoitanretnI

obaSnomuisopmyS
gnireenignE

folareneGetarotceriD
secruoseRretaW

tnempoleveD

atrakaygoY ンイ
アシネド 11 月6 ～日 11 月9日

(3)　外国人研究者招聘

　国立台湾大学農学院の姚榮乃、李國忠の２氏を招聘した。

(4)　外国人研究者の講演会

　今年度の該当はなし。

(5)　外国人研究者の来訪

　中国科学院新疆生物土壌沙漠研究所より　２名

名氏者究研 籍国 的目訪来

祥荊　田 国中 学見林習演

otnasuS.ijduM アシネドンイ 種育と業施林然天

duaDniB.mazA 他2名 アシーレマ 　　　　　　　　　　　　　　業施林然天

yoR.lehciM 国米 護保物生生野と営経林森

武文賈 国中 　　　　　　　　術技成造の園種採ツマラカ

daurkkgnoT.narmaS 他9名 イタ 術技成造林森

nrokateeK.nanA イタ 　　　　　　　　　　　　　　業施林然天

initnI.ollecraM アリタイ 病樹

zehcnaS.etneciV ンチンゼルア 　　　　　　　　　　業施林然天

jrodtaB.neusnagiaL ルゴンモ 業施林然天

(sdrawdE.VttocS 授教助大ントンシワ ) カリメア せ合打究研・察視の究研類鳥と林森の林習演

(nosirraHleinaD ）授教準大ンイメ カリメア 察視の究研のマグワノキツと林森の林習演

nopiN.rD イタ 察視の設施測観文水

sunahpetS.rM アシネドンイ 査調画計旧復林森
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(6)　外国出張

　11件の出張があった。渡航先をすべてあげると、台湾・中国・ブラジル・インドネシア・韓国・ドイツ・スウェーデ

ン・フィンランド・ヴェトナム・・連合王国・タンザニアタンザニア・フランスとなる。

oN 名氏 職官 国的目 的目 間期 別種

1 夫俊見多仁 授教助官教部文 ェウス・ツイド - デ
ドンランィフ、ン

調のムテスシ産生苗種木林
演講究研ので会学林際国査 62.7.7 ～ 31.8.7 張出文

2 秀一良奈 手助官教部文 国中 査調壌土類塩 5.7.7 ～ 41.7.7 張出研科

3 造岱月寳 授教官教部文 国中 査調壌土類塩 5.7.7 ～ 21.7.7 張出研科

4 義久　木八 授教官教部文 ルジラブ
半と潤湿るけおにルジラブ
適の木樹るけおに帯熱燥乾

究研るす関に略戦応
9.8.7 ～ 1.9.7 張出研科

5 義久　木八 授教官教部文 ムナトェヴ 計査調立確ルデモ業林会社
めたの査調前事画 81.9.7 ～ 03.9.7 ACIJ 張出

6 男幹　　梶 授教助官教部文 ニザンタ、国王合連
スンラフ、ア

の林ナンバサカリフア帯熱
理生のそと索探の物植用有

究研的学化の質物性活
42.01.7 ～ 92.11.7 張出研科

7 一正里大 授教官教部文 ウス、ドンランィフ
ェ- ンデ

ハ用業林 - 研るす関にタスベ
究 82.01.7 ～ 21.11.7 金理経任委

張出

(6')　海外研修旅行

(7)　共同研究

　「森林利用に関する研究」（台湾大学）および「火山体水収支に関する研究」（インドネシア国）の２件あった。

名官教 マーテ究研 名氏者究研同共 籍国

一正里大 究研るす関に用利林森 ）授教学大湾台立国（昭順呉 国中

oN 名　氏 職　官 国的目 的　目 間　期

)1( 光博　貫佐木 手助官教部文 ス、ドンランィフ
ェウ - ンデ

ORFUI 育と地産のツマラカ「
、表発究研」種 ORFUI 第「 02 回
席出会大界世

03.7.7 ～ 31.8.7

)2( 夫俊見多仁 授教助官教部文 ス、ドンランィフ
ェウ - ンデ

のムテスシ業作産生材素化械機
査調 91.01.7 ～ 8.11.7

)3( 文博　野芝 師講官教部文 和共アシネドンイ
国

ナミセ際国るす関に防砂 - シび及
めたの席出ムウジポン 3.11.7 ～ 11.11.7

)4( 一正里大 授教官教部文 国中 域地辺周び及林習演院学林江浙
査調るす関にムテスシ出伐の 02.2.8 ～ 52.2.8
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II-7　出版・広報活動

(1)　演習林報告

　学術論文「演習林報告」93号（８論文145ページ）、94号（７論文176ページ）を印刷発行し、国内向け484

部、国外向け114部を配布した。（配付先変更ないか？）

(2)　演習林

　演習林に関する資料集である「演習林」34号（320ページ）を演習林100周年記念の第３巻目として印刷出版

した。

(3)　著書

　単著、共著を含め演習林教官により４編が発刊された。

名者著 名書著

夫詔　倉佐・一正里大 苗性抗抵と種育抜選のツマ性抗抵ウュチンセイザノツマ

夫詔　倉佐 －移遷の地林造－　編眞田沼，辺周のそと学態生代現

一正　里大・夫詔　倉佐 沢蒡牛編会議協林習演学大国全　－いなざいのへ森の学大－　うこゆへ森
》林習演葉千属附部学農学大京東《林工人ギス

一博　本山 続持　編会議協林習演学大国全　－いなざいのへ森の学大－　うこ行へ森
》林習演道海北学大京東《林方北な能可

弘達保久大・男幹　梶 要るわ係に生発の生実と産生果堅の類ナブ）編眞田沼（辺周の学態生代現
－響影のそと因

肇　谷蒲 カシるけおに県葉千）会版出学大海東　編眞田沼（辺周のそと学態生代現
策対と害被業林農るよにルサと

肇　谷蒲 物生 - にカジンホニの陵丘総房）店書倉朝，編原大・沢大（学科の境環球地
トクパンイのへ生植るよ

(4)　その他

　学内広報に8件の記事が掲載された。他の広報は以下の通り。

.oN 名誌 容内

1 報広内学 7201 号 －ナミセ開公たし催開で林習演道海北

2 報広内学 9201 号 集募者加参のへ－ナミセ験体林森

3 報広内学 3301 号 会習講策対全安員職で林習演道海北、集募者加参のへ－ナミセ験体林森
るれか開

4 報広内学 9301 号 るれさ催開議会修研・究研験試等官術技林習演度年７成平

5 報広内学 4401 号 てし加参に－ナミセ験体林森　るれわ行－ナミセ験体林森回５第

6 報速教文 5145 号 －ナミセ験体林森で林習演葉千

7 ス－ュニ教文 4431 号 －ナミセ験体林森回５第で林習演属附大東

8 報広内学 5401 号 るれわ行室教林森で）所究研芸樹（林習演属附部学農

9 報速教文 9145 号 催開を室教林森が所究研芸樹林習演大東

01 ス－ュニ教文 5431 号 催開を室教林森が所究研芸樹林習演大東

11 ずいみなみ報広 933 号 催開を室教林森が所究研芸樹林習演大東

21 報広内学 1501 号 介紹の官教官退年停

31 報速教文 3545 号 賞受を賞銀・金が材産林習演で展材素良優国全

41 ス－ュニ教文 8531 号 賞銀、賞金で会示展材素良優国全材産林習演属附部学農大東

51 報広内学 4501 号 賞銀・賞金が材産林習演で会示展材素良優国全
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II-8　科学研究費・受託研究等によって行われた研究（1995年度）

(1)　科学研究費

名官教 目種究研 題課究研 名者表代究研 属所者表代究研

一正里大 究研般一 )A( 境環と握把態実の象現退衰林森るけおに林帯寒亜
析解の因要 一正里大 林習演葉千

一正里大 究研験試 )B(
（1）

研るす関に発開のタスベーハ付能機い払枝樹葉広
究 之克　湊 部学農学大道海北

林習演属附

忠　原前 究研般一 )C( 関に良改と全保林森の域地護保息生のカシ・ルサ
究研るす 肇　谷蒲 林習演父秩

忠　原前 究研励奨 )A( の能機と造構の集群物動壌土型大るす息生に林森
明解 忠　原前 林習演葉千

夫征中山 究研般一 )C( 究研的礎基るす関に態生のルビマヤ 夫征中山 林習演葉千

男幹　梶 究研験試
)1()A(

グンリタニモ境環球地等雨性酸るけおに域地林森
立確の制体 郎一滉原藤 部学農学大道海北

男幹　梶 究研般一 )B( 態生林然天帯地山方地父秩るよにトッロプ積面大
明解の系 男幹　梶 林習演父秩

男幹　梶 研術学際国
究

生と索探の物植用有の林ナンァヴサカリフア帯熱
究研的学化の質物性活理 肇　東大 部学農学大都京

肇　谷蒲 究研般一 )C( 関に良改と全保林森の域地護保息生のカシ・ルサ
究研るす 肇　谷蒲 林習演父秩

肇　谷蒲 究研般一 )B( 態生林然天帯地山方地父秩るよにトッロプ積面大
明解の系 男幹　梶 林習演父秩

健　田石 究研般一 )C( 較比な的学物生子分・的態生の群体個ラゲコ 健　田石 林習演父秩

健　田石 究研般一 )B( 態生林然天帯地山方地父秩るよにトッロプ積面大
明解の系 男幹　梶 林習演父秩

二雄出井 究研般一 )B( 保子伝遺びよお異変伝遺の木樹属ラプポ性燥乾耐
究研るす関に存 二雄出井 部究研

二雄出井 礎基的成創
究研

生的続持たし和調に境環の域地るけおにアジア東
究研盤基のめたの発開術技産生物 彦惠木々佐 部学農学大京東

二雄出井 究研験試
)2()B( 立確の」法理管系家「法理管林森いし新 造岱月寳 * 環源資物生アジア

ータンセ究研境
一博本山 究研般一 )C( 析解の造構分林の林然天方北たし目着に性特の種 一博本山 林習演道海北
一博本山 究研般一 )C( 備整盤基と術技用利的続持の源資林森 夫俊見多仁 林習演道海北
夫俊見多仁 究研般一 )C( 備整盤基と術技用利的続持の源資林森 夫俊見多仁 林習演道海北
夫俊見多仁 究研般一 )C( 析解の造構分林の林然天方北たし目着に性特の種 一博本山 林習演道海北

昇　村中 究研般一 )C( 育抜選と討検の法定測数係グンヤの木齢若樹葉針
種 昇　村中 林習演道海北

光博貫佐木 究研励奨 )A( AND 雑交属ツマラカるよに法トンリプーガンィフ
明解の造構伝遺の系家 光博貫佐木 林習演道海北

光博貫佐木 究研般一 )C( 様多的伝遺の種雑間種のツマゾエカアとツマゾエ
価評の性 夫昭橋倉 林習演道海北

光博貫佐木 究研般一 )C( 析解の造構分林の林然天方北たし目着に性特の種 一博本山 林習演道海北

光博貫佐木 究研験試
)2()B( 立確の」法理管系家「法理管林森いし新 造岱月寳 * 環源資物生アジア

ータンセ究研境

夫昭橋倉 究研般一 )C( 様多的伝遺の種雑間種のツマゾエカアとツマゾエ
価評の性 夫昭橋倉 林習演道海北

夫昭橋倉 究研験試
)1()A(

グンリタニモ境環球地等雨性酸るけおに域地林森
立確の制体 郎一晃原藤 部学農学大形山

夫俊見多仁 究研般一 )C( 備整盤基と術技用利的続持の源資林森 夫俊見多仁 林習演道海北
義久木八 究研般一 )B( 明解の構機成生の土色黒性酸強 義久木八 林習演知愛

義久木八 究研験試
)2()B(

性酸の壌土林森るす因起に雨性酸たい用を層０Ａ
術技止防化 義久木八 林習演知愛

義久木八 究研合総 )B( 修と全保の能機系態生壌土るけおに画計境環球地
復 男輝見浅 学大城茨

義久木八 究研験試 )A(
（1）

グンリタニモ境環球地等雨性酸るけおに域地林森
ていつに立確の制体 郎一晃原藤 学大道海北

に用作互相の達発形地・出流水雨るけおに体山火
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寳月岱造*: 平成7年8月1日アジア生物資源環境研究センターに異動

(2)　他研究機関との共同研究

　4件の共同研究があった。

名官教 題課究研 名）体団、社（者究研同共

忠　原前 全保境環と化市都の域流のそびよお川摩多 ゅきうと（会協護保然自本日）財（
）究研成助団財化浄境環う

義久木八 復修と全保の能機系態生壌土るけおに画計境環球地 男輝見浅

義久木八 体グンリタニモ境環球地等雨性酸るけおに域地林森
ていつに立確の制 郎一晃原藤

文博野芝 関に用作互相の達発形地・出流水雨るけおに体山火
究研的学文水較比るす 治澄橋小

(3)　受託研究

　演習林が受託している秩父演習林環境調査に演習林の多くの教官が関った。

(4)　奨学寄付金

雄郁橋高 性原病るす対にツマゾエの類菌科ンキマトスオィフオるれさ搬伝りよにシムイクキバツヤ

夫俊見多仁 発開究研のムテスシ業作の械機両車型小用業作林森

（1） ていつに立確の制体

文博野芝 究研合総 )A( に用作互相の達発形地・出流水雨るけおに体山火
究研的学文水較比るす関 治澄橋小 学大都京

文博野芝 究研般一 )B( 明解の構機成生の土色黒性酸強 義久木八 林習演知愛

文博野芝 究研験試
)2()B(

性酸の壌土林森るす因起に雨性酸たい用を層０Ａ
術技止防化 義久木八 林習演知愛

文博野芝 究研般一 )B( 態生林然天帯地山方地父秩るよにトッロプ積面大
明解の系 男幹　梶 林習演父秩

次泰田春 究研般一 )B( 明解の構機成生の土色黒性酸強 義久木八 林習演知愛

次泰田春 究研験試
)2()B(

性酸の壌土林森るす因起に雨性酸たい用を層０Ａ
術技止防化 義久木八 林習演知愛

造岱月寳 * 究研般一 )B( 的学物生胞細の性抗抵主宿るけおに病虫線材ツマ
析解 造岱月寳 * 環源資物生アジア

ータンセ究研境

造岱月寳 * 究研験試
)2()B( 立確の」法理管系家「法理管林森いし新 造岱月寳 * 環源資物生アジア

ータンセ究研境

造岱月寳 * 礎基的成創
究研

生的続持たし和調に境環の域地るけおにアジア東
究研盤基のめたの発開術技産生物 彦惠木々佐 部学農

造岱月寳 * 究研験試
)2()B(

の置装用析解るよに化視可の態動の質物能機物植
用応と発開 旭　伏室 部学農

名官教 題課究研 関機託委

忠　原前 査調境環然自林習演父秩 省設建

男幹　梶 査調境環然自林習演父秩 省設建

健　田石 査調境環然自林習演父秩 省設建

健　田石 護保の獣鳥性林森のめたるす現実を』森なか豊『
究研るす関に法手理管 金基林森の水と緑

秀一良奈・造岱月寳 査調境環然自林習演父秩 省設建

夫邦　橋大 査調境環然自林習演父秩 省設建
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II-9　各種委員会報告

(1)　運営委員会

　運営委員会は、演習林規則第５条により設置したもので演習林の管理及び運営に関する重要事項を審議する。今

年度は平成7年７月14日および平成8年３月1日の２回開催された。

　また、委員は、委員長である演習林長が

・演習林の教授及び助教授

・農学部長が推薦する農学部の教授又は助教授

に委嘱する。

(2)　地方林長会議

　演習林における種々の活動について報告及び審議がなされる。今年度の開催は平成7年７月14日、平成7年12

月12日および平成8年３月1の３回であった。

　会議は、

・地方演習林の林長

・事務長、事務長補佐、掛長

で構成されている。

　地方林長会議の前に本部研究部の講師以上の教官を含めた，小委員会を開催し，林長会議の議題整理並びに

検討を行った。

(3)　補佐会議

　本演の林長の補佐会議であり、演習林会議と同様に演習林長の諮問機関である。毎月１回会議がもたれた（8月

を除く）。

(4)　演習林会議

　演習林長の諮問機関の役割を持つ。毎月１度開催された（8・9月を除く）。会議のメンバーは、助教授以上の

教官、事務長である。

(5)　将来計画委員会

　1992年３月３日の演習林長会議で、自己点検・評価を行うために発足した。委員会による検討結果は林長に報告

され、演習林長会議に諮られ、すでに各地方演習林の「試験研究計画」にも反映されている。本年度の開催日と

議論の内容は以下の通りである。

平成７年７月１４日　演習林の運営上の問題を考慮した展望と施策策定の必要性を指摘。（資料）

平成７年１２月１２日　２１世紀の演習林像について検討。人間活動と森林の相互関係の構築が課題であることを指摘。

平成８年１月２９日　演習林の組織機構の改革について検討。事務組織の必要性を指摘。

平成８年３月１日　平成７年度の将来計画委員会の活動について演習林運営委員会に報告。
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資料
1995.12.12林長会議資料

２１世紀の演習林像

演習林将来計画委員長　井出雄二

１．２１世紀における森林と人間の関係

　これまで、森林と人間との関係は利用されるものと利用するものという片務的な関係に終始してきたと

いえる。古代文明の発祥から今日にいたるまで、人間は連綿として天然資源としての森林の収奪の上

に自らの生活を築いてきた。２１世紀は、これまで以上の人口増加が予想され、さらに森林をはじめとす

る生物資源の収奪が激しさを増すと予想される。このような状況にあって、森林を持続的に維持し、人

間生活に必要な物質の生産と環境を保証することは極めて重要であり、多くの困難な条件を克服しつ

つ実現しなければならない課題であるが、まさにこれが２１世紀の森林科学に課せられた命題であるとい

える。一方、森林は木材という形で直接資源を提供するだけでなく、有機物の生産という形で地域の

生物生産を支え、また、地球全体の生物圏環境を維持するために多くの働きをしているが、我々がこ

のような視点での森林を理解しようとしはじめたのはごく最近のことである。地球環境を維持し、持続的

に生物生産を維持してゆくことが人類の最大の課題といわれる今日、これまでの片務的な森林と人間の

関係を清算し、森林と人間の共存を可能にする新たな相互関係の構築が必要とされている。こうした

課題を解決するためには、これまでのように森林を人間が利用するものとしてとらえる考え方を抜本的に

改めて、人間も含めた生物の生活全てを支える根源として認識し、ただ単に森林の造成や管理のため

の技術体系の構築にとどまらず、日常的な生活習慣の改変、思想的なバックグラウンドの構築など、人

間活動の幅広い分野で、森林と人間のこれまでにない新たな相互関係を構築する必要がある。

２．東京大学演習林が目指すもの

　これまで、東京大学演習林は、森林の維持・造成にかかわる教育・研究のための農学部施設とし

て、その機能を十分に発揮してきたところであるが、演習林の様 な々活動もまた、木材生産や国土保

全といった人間から見た森林利用という点を重視したものであったことは否定できない。しかし、そうし

た中にあって、北海道演習林における「林分施業法」という独特の持続的森林経営、千葉演習林に

おける「集約的な人工林施業」、秩父演習林における「奥地天然林の保全」、愛知演習林における

「砂防造林」など、他に類をみない先取的な森林の取り扱いを実践してきていることは、他の森林研究

機関に無い極めてユニークな特徴である。２１世紀における新たな森林と人間の関係を構築するために

は、これまでの林学、農学の分野にとどまらず自然科学、人文科学の幅広い分野の研究者の参加を求

め、学際的な森林研究を行うことが必要不可欠である。また、多くの人 に々新たな森林との付き合い方

を理解してもらう必要がある。さらに、そうした森林と人間の関係を現実のものとするための森林管理の

実験場として機能する、有効なフィールドを確保できることも必須の条件である。このような、研究、教

育と森林管理を一体のものとして実現できる組織は、研究、教育のために必要とされる質と量の森林を

有し、先進的な森林管理の実績のある東京大学演習林以外に無い。

３．具体的な取り組み

　東京大学演習林は、２１世紀における森林と人間の新たな関係の構築に寄与すべく、これまでも共

同研究の推進などに取り組んできているが、今後さらに学際的な研究を強化し、研究組織の拡大・充

実を図るとともに、新たな課題に即応できる森林管理体制の強化を図りたい。さらに、こうした目標は、

一般に理解されて初めてグローバルなものとなる。そこで、これまでも行ってきた、一般学生や市民に対

する森林・環境教育も一層強化充実させ、一般の理解を得ることに努めたい。東京大学演習林は、

全国７ヶ所にそれぞれの気候や森林帯に応じた多様な森林を保有している。現実には、それぞれの演
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習林には過去１００年におよぶ森林施業の歴史に裏打ちされた、森林管理システムが存在し、それぞれ

目標とする森林形態も異なっている。そこで、地方演習林ごとの特質を考慮した、持続的な森林と人

間の関係のあり方について、研究することが必要となる。新たな森林と人間の関係の構築を目指す演

習林の研究組織として、様 な々学問分野の教官がそれぞれの専門の立場において自由に討議できるよ

うな場と、それをふまえて具体的な森林管理法を研究する場（現在の「森林生態圏管理学協力大講

座」と地方演習林）の両者が両輪になって推進できるものが必要と考えられる。森林の管理において

は、一過的なエモーションによって方針が揺れ動くことは、森林そのものの持続性を脅かす脅威となる。

安定した、森林研究の発展のためには、確固とした方針の下に森林施業が行われていることが必要で

ある。そのためにも、具体的な森林管理を実現できる安定した組織は必要不可決である。なお、演習

林が森林に関する新たな研究を担ってゆくためには、それに対応すべき教官・技官・事務官・フィール

ドの充実が不可欠である。

４．実現すべき組織機構の検討

　これまで、東京大学農学部附属演習林は農学部の大学院重点化の中で、現在の学部附属施設か

ら大学院附属施設化の方向で将来の方向を検討してきた。上のような取り組みを実現するために必要

な組織・機構上の課題については、現在検討中である。

(6)　試験研究計画委員会

　農学部改組や演習林の協力講座化に対応して演習林全体の試験研究計画のあり方について検討するため、地

方演習林長を委員として、平成6年度に発足した。平成7年度においては3回の委員会を開催して、「東京大学

演習林試験研究計画大綱」と「北海道演習林第１１期試験研究計画の基本方針」について検討した。これらの

「大綱」（資料）と「基本方針」は、平成８年３月１日開催の地方林長会議、運営委員会の議を経て承認されてい

る。

資料
１９９６・３・１

東京大学演習林試験研究計画大綱

試験研究計画委員会

１　基本的な理念

　地球的規模の環境問題及び森林の破壊・劣化を目の前にして、森林の持続的経営に多大の関心

が寄せられている。熱帯林の減少問題、温帯林の酸性雨等による森林衰退問題、寒帯林の更新問

題、森林遺伝子資源の消滅問題等々、広範囲の森林問題の解決に対処し、森林資源の維持と再生

は２１世紀の人類に課せられた最大の課題である。このような課題に対して、各種森林の維持管理、森

林資源の再生利用等の森林造成に関して、１００年以上の歴史と実績を有する東京大学演習林は、こ

れまで持続可能な森林経営を実践し、学部及び大学院の教育施設としての役割を果たすとともに、多

様な森林問題に対応した各種試験研究を実施し、それらの成果は広く社会へ還元してきたところであ

る。

　従って東京大学演習林は、今後ともわが国の気候帯を代表する総面積３万３千haの多様な森林の

機能を遺憾なく発揮させ、以下のような研究教育に関する課題を実行できる森林の管理を進める。そ

のために、より多様な天然林の維持、長伐期施業も視野に入れた人工林の造成、森林遺伝子資源の

保全・収集、超長期にわたる森林環境モニタリング等に努め、東京大学演習林の将来計画に基づき、

各種多様な研究教育のフィ－ルドを提供し、現実の森林に即した臨森研究教育の展開を可能ならしめ

ることを基本的な理念とする。
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２　全演的な主要な課題

（１）地球的規模での森林資源の再生と活用技術の開発

森林資源は持続的利用可能な再生資源として注目されているが、特に天然林の生理生態メカ

ニズムは未だ未知の部分が多く残されている。天然林の育成、利用、保続管理手法を総合的

に研究し、その再生と利用技術を開発する。

（２）森林遺伝子資源の保全・収集と利用技術の確立

演習林内に現存する遺伝子資源の保全管理に努め、その生態遺伝的評価を推進する。同時

に、森林遺伝子資源を世界的規模で収集維持するとともに、それらの遺伝的特性を解明すると

ともに、その情報に基づく林木の育種研究を発展させる。

（３）森林環境のモニタリングと野生動物管理システムの確立

森林環境のモニタリングによって動植物の動態評価手法を構築する。特に、野生動物を適切に

保護しつつ、これらを合理的に管理するシステムの確立に努める。

（４）森林の水源涵養機能と水文分析に関する研究

森林地域における水源涵養機能発揮、治山、治水、利水に関する研究は、水資源の確保、

災害予防等の点から近年ますます重要となっている。そこで演習林の植生、土壌、地質、水

文関する資料を蓄積し、その分析を通じて当該研究の進展を図る。

（５）都市近郊林等の森林整備に関する研究

都市住民の増加及び人口の高齢化に伴う新しいライフスタイルに適応した都市林・都市近郊林

整備計画、余暇の増大と自然志向型レクに対応した森林風致計画に関する研究を進める。

（６）森林地域社会の活性化に関する研究

高度経済成長以降、森林が立地する農山村地域は、過疎化と高齢化が進行し、その文化

的・社会的・経済的基盤の整備が急務となっている。演習林資源を中核とした地域経済、地

域文化の活性化に関する研究を進める。

(7)　演習林編集委員会

　当演習林の発行する「東京大学農学部演習林報告」、「演習林」の発行編集を行う委員会である。

　1995年度は計５回の委員会が開催され、「東京大学農学部演習林報告」は93号（８論文145ページ）、94号

（７論文176ページ）を印刷発行し、「演習林」は34号（320ページ）を印刷出版した。

(8)　演習林施設委員会

　演習林の「施設の適正利用と改善の方策について」検討するため、平成８年２月１６日から委員会を設置し、平

成７年度には、第一回の委員会が開催され、田無試験地について意見交換が行われた。

(9)　全演の事務主任会議

　平成7年8月3日～8月4日に開催された。当初予算配分の説明、地方演の近況報告、各掛所管事項の説明

などが行われた。周知確認のための会議であり、構成員は本部事務部掛主任以上、地方演事務主任である。

(10)　技術官等試験研究・研修会議

　本会議は年に１回開催される会議で、各地方演習林における日頃の研究成果を発表する技術発表と、主に教官

による最新の研究内容などを盛り込んだ講義形式に似た技術研修から成る。毎年、各演習林の持ち回りで主催され、

今年度の会議は田無試験地にて行われた。
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II-10　学外各種委員会

　延べ 27人の教官が学外で各種委員会の委員となっている。

名官教 称名会員委 体団轄所会員委

浩　沢有 会員委定設域地護保系態生林森辺周岳漁 局林営道海北

健　田石 会員委集編学科林森 会学林本日

健　田石 会員委集編録目 会学鳥本日

二雄　出井 会員委定認医木樹 ータンセ化緑本日）財（

二雄　出井 会員委発開術技合組究研術技生再林帯熱 合組究研術技生再林帯熱

一正　里大 会議審画計用利土国 県葉千

一正　里大 会員委議評会学林本日 会学林本日

一正　里大 会員委査検械機業林 会協化械機業林

一正　里大 会議審林森 県葉千

一正　里大 会究研ムテスシーラェフ用線架会員委発開械機 会協化械機業林）社（

夫邦　橋大 会議協央中進推育木林 ータンセ種育木林庁野林

男幹　梶 会員委集編術技業林 会協術技業林

男幹　梶 BDR 会員委業作編落群 会協護保然自本日

男幹　梶 会科分生植査調礎基全保境環然自 局護保然自庁境環

男幹　梶 会討検査調礎基全保境環然自 局全保然自庁境環

肇　谷蒲 害被るよにルサの」地息生ルサの山宕高「物念記然天
会員委理管止防 市津君・市津富県葉千

肇　谷蒲 会員委筆執生植・物植束管維系誌然自史県葉千 団財究研料史県葉千）財（

夫詔　倉佐 会員委筆執生植・物植束管維，纂編史県葉千 団財究研料史県葉千）財（

夫俊見多仁 会究研）械機付植（械機林育会員委発開械機 会協化械機業林）社（

夫俊見多仁 会員委成構議会整調会員委門専査調礎基 ータンセ化性活業林域流部南川上

義久　木八 会員委査調発開村農・業農全保林帯熱 団公備整地用農

義久　木八 会議審術学 局際国術学省部文

義久　木八 会員委内国る係に力協術技式方トクェジロプ野分業林 局際国術学省部文

文博　野芝 会討検るす関に事工ンマフホ 進推備整アィテンロフ防砂）財（
構機

文博　野芝 会員委測観境環球地 団業事発開宙宇

夫征　中山 会員委護保獣鳥県葉千 庁支房安県葉千

一博　本山 会員委視監札入局支林営川旭 局支林営川旭
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II-11　試験研究業務

(1)　各演の森林施業と土地管理

1　千葉演習林

i  森林施業

  人工林の主間伐材積を年成長量以下とし、主伐は伐期齢を70年から95年までのうち年間約4ha、2,500m3。間

伐は高輪伐期施業林を中心とした高齢林を主とし、年間約15ha、1,000m3（本数間伐率で30％前後程度）を目標

にしている。処分方法は、一般競争入札による立木売払処分である。材積調査は処分前年の12月に毎木調査を

行い、処分年度の7月に立木で競争入札にかける。

  人工植栽は基本的には春植えとし、皆伐跡地の二代目造林で、その20～30％は岩石地等により植栽不能地が出

る。植栽樹種は、スギ、ヒノキ、マツを主とし、ha当り、スギ・ヒノキ3,500～4,500本、マツ5,000～6,500本とし

て、土地の肥沃度に応じ樹種を選定し、植栽されている。

  当演習林の林道は森林施業路としての機能の他に、教育研究の場としてさらに森林の視察や資材、人員を運搬す

る輸送路としての機能がある。

  したがって、林道開設や維持管理は、これらのニーズに応じて行われている。

  林道開設は、近年尾根筋に多く、その理由は下記のとおりである。

   (1)集材機械の発達により、上げ荷集材が可能になった。

   (2)最新の集材機械（タワーヤーダー）は主に上げ荷集材を行うため、尾根線林道で実験を行っている。

   (3)尾根線林道からは、見本林等の林分全体を観察することができる。

   (4)開設費、維持費が谷沿林道よりも安価である。

   (5)谷沿林道と比較して災害が少ない。

  林道維持管理については、当演習林の林道は、一般の林道と違い、実験フィールドとして利用されることもある。近

年の直接的利用としては、新しい横断排水の方法を試験的に行っている。間接的利用としては、タワーヤーダー、プ

ロセッサ等の試験を行っている。また日常業務においては、路面状態に合致した砕石の種類及び敷均し方を模索し

ながら行っている　

  以上、当演習林の林道は、演習林の試験研究機関としての機能を最大限に発揮できるように開設及び維持管理を

行っている。

ii  土地管理

  千葉演習林の総面積は2,171haで、行政区画上は天津小湊町に861ha、君津市に1,310haである。その境界は

総延長82kmに及ぶ。現在大部分の境界杭は木柱からコンクリート杭に立替えられたが、一部木柱の腐朽や山地崩

壊、河川敷地の流亡等によって不明な箇所がある。これらは早急に明らかにする。

  現在計画されている追原ダムの建設、それに伴う道路の開設さらに林道南房総線の開設等重要な課題をかかえ、教

育・研究機関としての慎重な対応がせまられている。
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2　北海道演習林

  北海道演習林は北方林業・林学に関する研究・教育を目的として1899年に設立されて以来96年を経過している。

この間、森林に関する自然科学の探求と森林経営を実証的かつ実践的に進め成果を挙げるとともに、北海道中央部

の富良野地域における地域社会、地域経済の発展に少なからぬ影響を与えてきた。一方、研究林・教育林として

だけでなく、University Forestとして大学の財産的施設としての性格をも併せ持ち、林産物収入によって大学の運営

に貢献してきた。近年、社会経済環境の変化に伴って演習林をめぐる状況も多様化し、学内外から自然科学を中心

とするあらゆる分野の研究・教育利用が増大している。特に地球的規模で進行している環境変化に伴い、森林資

源の維持造成への関心が高まるとともに、大学等の研究機関による研究利用、一般市民による教育利用などに開か

れた演習林としての役割が強く要請されている。

　北海道演習林に対する要請は時間の経過とともに変化しており、適宜対応してゆかねばならないが、農学・生命

科学分野における人類社会への知的貢献を基本とし、学内・学外の幅広い分野の研究・教育の場として健全な森

林を維持造成することを試験研究業務の目的とする。

特に、北海道演習林の特筆すべき特長である

　1)冷温帯林と亜寒帯林の特徴を併せ持つ自生植物種の多様性

　2)樹木園の北方系樹木コレクション

　3)多様な自然環境とそれに基づく生態系の豊富さ

　4)面積２万３千ｈａ、標高差1300mの連続した空間的スケールの大きさ

　5)96年間にわたる持続的森林経営の時間的スケールの大きさ

　6)高レベルの森林生態系管理技術をもつ林業技術者の集団

　7)高密度の林内到達林道網による利便性

　8)地域のていねいな素材生産技術と林産物の高度利用システムの存在

を十分に活かし、

　①北方林の自然生態系を尊重した持続的森林経営のための施業実験

　②多様な生態系を基盤とした遺伝子資源の保全管理と天然樹種の生態遺伝特性の解明

　③広大な森林を対象とした気候変動・酸性降下物などによる森林環境変化の組織的モニタリング

　④森林資源を基盤とした農山村社会・経済システムの研究

　⑤森林生態圏が生み出す水資源および水辺の環境に関する研究

を今後充実させるべき研究テーマと位置づけて試験研究体制を整備する。

　また、演習林は森林全体が継続的研究の対象となっていることから、演習林を利用した研究にあたっては、その管

理方針を尊重したものでなければならない。

　健全な森林を育成する過程で森林の機能をより多様に発揮し、人類社会に必要な資源の持続的利用を図るため、

択伐と天然更新によって持続的に運営できるよう、本来の自然生態系を尊重した森林の管理を行う。こうした森林で

は種構成を撹乱しないよう自生種以外の生物種の導入は行わない。そして、森林環境の多様性、種の多様性を維
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持するため保存林・保護区の規模および箇所数を拡大する。

i　森林施業について

1)天然林施業(16,871ha)の考え方

・林分施業法に基づき、個々の林分の状況に応じた持続的森林経営を実行する。

・蓄積経理の方法は照査法に準拠する。択伐にあたっての伐採率は材積成長率の範囲内とし、選木にあたっては

立木本数・樹種構成・後継樹の維持に配慮する。

・回帰年は第１作業級10年、第２作業級20年とする。

・択伐率は第１作業級では固定標準地の調査結果から年平均成長率2.07％を採用し16％とする。第２作業級では

年平均成長率1.16％を採用し択伐率17％とする。

・林況調査の簡素化を図るためにメッシュ法による現存量調査を実施する。

・ヤツバキクイムシによる虫害を回避するため、第２作業級では伐区が連続しないよう伐採順序に配慮する。

2)人工林施業(3,067ha)の考え方

・人工林は針広混交複層林へ誘導し、択伐施業の対象とするため、風害に配慮しながら本数密度調整のための間

伐を積極的に促進する。(829ha, 52,000m3)

・原則として人工林の皆伐は行わないため、伐期齢は定めない。

・間伐率の決定には相対幹距比を指標として用い、常に相対幹距比が20～30％程度となるようにする。

・間伐の時期はトドマツ・エゾマツは30～35年生、カラマツ、広葉樹は20～25年生以降とし、10年目ごとに繰り返

し実行する。

3)更新事業(677ha)の考え方

・種構成を撹乱しないよう植栽種は自生種とし、種子は林内健全木から採取する。

・天然更新の困難な風害跡地(193ha)、無立木地(20ha)では地拵えの翌年、人工植栽(650,000本)を実行する。

・更新場所は機械地拵えを実行する観点から、面積のまとまりがあり、緩傾斜地を優先させる。実行にあたっては更

新指令書を作成する。押し幅は将来の保育作業の機械化に備え、従来よりも広くし、少なくとも８ｍ以上とする。

・植栽後の作業条件の悪い場所(224ha)では、天然更新木を優先させる地がきを実行する。地がき地への播種作業

はこれまでの更新成績が不良であるため方法を見直し、補助造林(112,000本)を行い、原則としてあとの保育は行

わない。

・補植林分(396ha)、皆伐林分(80ha)において、更新技術を継承するために必要な伐採実行後、人工植栽(101,700

本)を実行する。

・奥地林においては北方林帯を代表する樹種であるエゾマツの個体数の維持に配慮し、後継樹の少ない場所では伐

採後の林間にエゾマツの補助造林を実行する。

・地拵え跡地の植栽木は1,500本/ha、地がき跡地の補助造林は500本/ha、奥地林択伐跡のエゾマツの補助造林

は50本 /haを基準とする。

ii　特別試験林(1,856ha)の整備について

・特別試験林については特に断らない限り、施業の対象とはしない。
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・試験地の調査方法、調査間隔、試験地としての期間、担当掛を明確にする。

・環境の変化により試験地としての機能を失ったり、当初の目的を終了した試験林は一般施業林に編入する。

1)天然林試験林

・天然林施業試験地（固定標準地）のうち風害により成長量試験地としての機能を失った17箇所を廃止し、広葉

樹を主体とした林分で新たに８箇所を新設する。

・保存林以外の天然林試験林では、一般施業林と同様の取扱いを行う。

2)風害試験林

・箇所数は変わらないが、風害無処理区の周辺に緩衝区を増設して、面積は2.8倍に増加。

3)育種・遺伝資源試験林

・目的の終了した育種系統試験林９箇所を廃止し、面積も47％に減少。

・外来樹種試験地９箇所、23haは、一般造林地に編入し、施業対象とする。

・目的の終了した採種園・採種林の26箇所のうち、11箇所は一般造林地に編入し、14箇所は遺伝子保存林、１

箇所は参考林に編入し、残りは５箇所4.5haに縮小。

4)人工林試験地

・設定後、長期間を経過し、個体サイズが大きくなったため当初の目的を果たした試験林は一般造林地に編入し、施

業対象とする。

・林地肥培試験林23箇所、7.8haは、設定目的終了のため一般造林地に編入する。

・学術参考林は６箇所、11.8haを新たに設定。

・新たに広葉樹林造成試験地14箇所、16haを設定し、植栽木の成長を調査する。この試験地では通常の保育を

実行する。

5)1981年災害復旧造林

・新たに1981年風害跡復旧造林地に、74箇所11.6haの試験地を設定し、植栽木と侵入天然木の成長を調査す

る。植栽木には一般造林木と同様の保育を実行する。

6)森林衰退観察試験林

・本当に森林衰退が生じているか否かを検証するために９箇所、2.3haを設定。

7)保存林・保護区

・保存林は13箇所、166haを追加し、多様な森林環境を保全する。このうち、原生保存林は１箇所のみである。

・特殊植物保護区はエゾムラサキツツジ群落の岩屋保護区を追加する。

iii　土地管理の基本方針

　北海道演習林は富良野地域における地域社会、地域経済の発展に少なからぬ影響を与えてきた。演習林に対す

る要請は時間の経過とともに変化しており、適宜対応してゆかねばならなが、研究・教育林としてだけでなく、大学演

習林として大学の財産的施設としての性格を考慮し、土地の管理については、慎重に対処していかなければならな

い。

　森林地域の土地利用の変更は、試験研究に与える影響が多大なものになることから、健全な森林を維持造成する

上からも、今後河川改修工事・道路拡幅工事・電線敷地等の申請があった時は、従来どおり公共性のあるもので試
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験研究に支障がなく、他の方法や場所がない場合に限り使用を承認・許可し、工事完了後は必要最小限について、

所管換・売払する。

　また、除地（林地以外の土地）については、1950-1964年に開放できないまま残っている、一級河川（河川管理

は北海道）、普通河川（河川管理は富良野市）については、現在改修計画のある、西達川・ポン布部川以外に

も改修工事が予見されるので、土地の使用にあたっては、残り少ない河畔林を保全する見地から、できるだけ自然を

残す施工法でなければ許可しない。

　農地内にある用水路・排水路敷地については、増水時の氾濫、崩壊が生じているため、今後関係機関による改

修工事が行われると見込まれるが、面積も小さく管理の上からも、研究・教育目的に利用することは適切でなく、関

係機関に移管・売払処分するのが妥当と思われる。

3　秩父演習林

i  森林施業

　気象害、病虫害に抵抗性の高い林として維持するために、保育を主目的とした間伐 を行い、長伐期の施業を目

指す。林地保全を観点から、裸地化による土砂の流亡を避 けるために皆伐は極力控える。間伐率の高い林分では、

複層林の造成のために下層植栽を行う。

　林道は研究教育を基本とした円滑な林内到達機能を発揮し、また木材森林資源の有効活用ができるよう維持管理

している。

ii 土地管理

　大滝村に山林5,816ha、作業所・学生宿舎等敷地1.02ha、秩父市に実験林1.93ha、 苗畑1.64ha、事務所宿舎

敷地等0.88ha合計5,821haを所有し、その管理については国 有財産監守計画表に基づき、監守者は林長、補助

監守者は各口座に所属する事務主任 、掛主任および関係職員（作業所）が林内の保護巡視等により、林道、建

物、火気防 火消火栓、給排水、境界石、標識等の点検をそれぞれの項目により毎日から３カ月に １回実施している。

4　愛知演習林

　愛知演習林創立時には犬山事業区・新居試験地・穴の宮試験地はほとんど樹木を見ない荒廃地であり、赤津事

業区も多くの禿赭地を含む貧弱な林地であった。その後、精力的な砂防造林が進められ、現在は往時の面影を見

ることはできない。このような状況下で研究業務の目的も砂防造林の推進とその改良、森林水文観測・森林気象観

測の継続と森林属性の資料収集、瘠悪林地での造林技術の模索を柱として特徴的な目標を掲げてきた。現在では、

二次林はみごとに成立し過去の研究業務により成し遂げられた遺産を受け継ぎ、さらに将来に向けて発展させる方向

を見出していかねばならない。

　高精度、長期の水文観測資料は緩慢な森林回復過程とともに水循環過程の変化を捉えており、さまざまな角度か

ら分析の可能性を秘めた貴重な学術的財産となっている。観測の継続のために教官・事務官・技官が総力を挙げ

て維持管理に当たっているが観測方法・データベース作成方法を一新して省力化と質の向上を図る必要に迫られて

いる。

　また、営 と々して推進されてきた砂防造林および育林事業は、関連した事業の記録や学術的な資料の集積があり、

その歴史的な経過を纏め、今後の方向を模索する時期にさしかかっているといえる。多くの試験地は継続的な調査
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の対象となり、数々の研究成果をもたらした。一部は、本来の設定目的が達成されて、試験地として残され成長を続

けている林分もある。今後検討を重ね新たな研究業務の方向を見出さなければならない。たとえば、ヒノキの複層林

あるいは他に類例を見ないモザイク状更新試験地は森林の公益的機能を重視した施業法であり、生態学的に多様性

を持たせた環境を形作りつつ林業的経営を行うという理念のもとに育成された林分である。一旦、形成された森林は

荒廃地であった時期の土砂流出や洪水頻度を大きく緩和している事実を強調せねばならないが、収穫の方法の検討

と合わせて、今後これらの試験地を育成していく理念も変わっていかねばならない。森林が回復するにつれて都市近

郊林としての性格と質を備えはじめたということができ、都市住民からの森林観も変化しつつあるなかでより具体的な

研究の方向と業務のあり方が問われている。

・  量水観測

　白坂・東山・穴の宮の試験流域では水位観測が７０年の歴史を背負いつつ現在も継続されている。それぞれの

観測所ではデータの収得が自記記録計によりなされているが、最低週一回の巡回と記録紙交換の作業が行われ、水

位観測の異常に対処するための監視が続けられている。また、試験流域には気象観測露場が配され、巡回時に降

雨、温湿度、地中温度の記録紙交換も実施されている。さらに、不定期ではあるが、高頻度で各試験流域には主

任がさらに綿密な巡回を行っている。記録紙の読み取り整理の業務も大きな労力を要する作業であるが、記録のデ

ジタル化を導入し巡回時の労力を軽減するとともに読み取りのための労力を一挙に解決することが望まれる。

　仮に完全な自動化が進展しても、巡回による観測の質の維持・異常への対応、土砂の排出作業などは省くことは

できない。

i　植伐

１)量水試験の対象流域は原則として禁伐とし、森林の自然の回復過程に対応した水文現象の観測を達成することと

している。ただし、森林の属性を把握する作業はリモートセンシングの技術の応用と合わせて、研究業務として今

後組織していかねばならない課題である。

２)復旧された荒廃地が２次林として広域に生育している。ここでは主にマツノザイセンチュウによる病虫害の駆除あ

るいは緑化の遅れた部分の山腹工事と砂防植栽を導入している。原則として拡大造林を行わず、一部に試験

的な施業を行うことがある。

　豊かな自然を内包している愛知演習林の二次林は希少種が多く見られるが、都市近郊に位置するため、そ

の維持のための対応が迫られつつある。学術的な財産として守るだけでなく、その生態学的な生育の機構を明

らかにしていくことも課題である。

３)上記以外は森林のもつ公益的機能の最大限の発揮を標榜した一般的な施業の対象となっており、毎年0.5ha程度

の小面積皆伐を実施している。ただし、水源かん養保安林、土砂流出防備保安林の規制がほとんどの林地に課

せられており、業務上の理念を条件づけている。

ii　林道

　新設は行っていない。ただし、上記の理念に従って保守を行う。愛知県林務部による治山事業が行われているが、

治山工事のための道路整備により維持が行われているといえる区間も多い。今後の土地管理のためにも整備が望ま

れる林道区間は多く残されている。

iii　土地管理

　都市に近いこと、伝統産業である窯業と関連したことなど特徴的な立地をもっている。大学の研究施設として試験
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研究と森林保全・育成を第一の目的とした土地管理を行い、地元との協調関係を損なわない範囲での協力を慎重に

進めている。高圧線の鉄塔の新設・増強工事、道路建設、国指定の史跡となっている窯跡の整備、ため池とその

周辺の整備などの申し出があるが、愛知演習林で慎重に協議を行い演習林本部の指示を仰ぎつつ、大学としての

研究を損なわないように対応している。

　犬山事業区、新居試験地では職員を定期的に派遣して管理をおこなう状況にあり充分に対応ができていない面も

否定できない。犬山市の場合は地元からの自然教育を望む声が高い。現在、地元の小学生を対象に野鳥観察会

を実施して高い評価を受けている。さらに幅広い対応を検討する必要があるものの、大学の研究の主体性を損なう

過剰な対応は避けなければならない。

　また、市道、県道に面する樹木の道路への倒伏を未然に防ぐために対象樹を伐採するケースが増えてきている。

　以上のように、都市近郊に所在するという性格と森林の回復によって土地管理のために対処しなければならない問

題があり、今後もこのために割かなければならない業務が増大することが十分に予測される。

5　樹芸研究所

  樹芸研究所は、試験林や温室に収集保存している熱帯・亜熱帯樹木を中心とする豊富な遺伝子資源を背景に、こ

れらの保存と試験研究に有効な活用を図っている。特に、熱帯・亜熱帯樹木の増殖・育成研究、ユーカリ属・ア

カシア属樹木による森林育成にかかる研究など、幅広く世界的規模での森林環境問題の解決を基礎付ける研究は、

当所の最重要課題である。また、暖帯林における森林育成全般に関する施業に関する実験も、地域森林の維持・

増進および他演習林との比較研究の上から重要な課題として位置付けている。

i  森林施業

  樹芸研究所における試験研究は、上記の課題にそって、外国産樹種の導入試験として、アカシア属、ユーカリ属

の現地適応・成長比較試験地、遺伝子資源の収集・保存、評価のための、スギ地方品種試験地、採種母樹林

別ヒノキ試験地、マツの産地別・母樹別試験地など多くの試験地を設定し研究を行っている。

  これらの研究を遂行するために、1960年代には6.7ha／年、1970年代には1.8ha／年、1980年代には1.1ha／年

の試験地設定を行ってきたが、最近では人員削減による人手不足から、新たな大面積の試験地設定が難しい状況

になってきた。このことは、学生の教育と研究を目的とする演習林にとって大きな問題である。

  また、人員削減の状況下において、熟達した現地担当職員の退職に伴い、今後の試験地管理には、地理情報シ

ステムを取り入れた試験地等のデータベース化により、各種意思決定支援を行うことが必要になっており、現在システ

ムの構築に取り組んでいるところである。

  樹芸研究所は、1943年に設立された比較的若い演習林のため、1970年頃までは薪炭林の伐採・売り払いはあっ

たが、針葉樹人工林の伐採・売り払いはほとんどなかった。針葉樹は７齢級以下の若い林がほとんどであるため、当

分の間主伐の計画はないが、間伐の必要がある。しかし、間伐による売り払い収入は見込めない。

  1995年現在、車道3,199m（13.0m／ha）、歩道11,753m（47.8m／ha）と林道密度は非常に低い状態で、試

験研究、試験地管理、林内巡視、山火事予消防、作業員送迎などの研究、管理面において多大な不便をきたし

ている。また、車道が少ないため、間伐材などの売り払いもできない状態である。

  1967年には15名であった職員が、1995年には定員削減により、７名(53％の削減)に減少した。また、試験地の管

理業務を中心に行っている非常勤職員も、1978年には５名であったが、1995年現在2名となり、その2名も1998年

には定年退職する予定である。
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  このような人員削減の状況下において、研究、試験地管理を効率的に行うために、2林班を中心に、林道網の充

実を計画している。この計画に基づいて、1991年以来継続的に予算の配布を受け、車道の延長工事を実施してい

る。今後もこの工事を遂行するとともに、林道保守管理用の大型機械の導入も計画している。

ii  土地管理

  樹芸研究所は、1943年民有林を購入して設立された。試験林は比較的民家に近く、里山的状態の所もあるが、境

界測量、境界石標の埋設も進んでいるため、民地との境界線に関する問題はない。また、13.2kmの境界と、2.3km

の林班界について、毎年、境界石標の確認、防火線を兼ねた境界の刈り払い手入れを実施している。

  今後とも、国有財産管理の上から境界管理、試験地内の利用者に対する対応を検討する必要がある。特に、休

日における無断利用者と山火事予消防の問題が大きいが、人員削減の状況下においては、十分な境界管理、林内

巡視、利用者対応が出来なくなることが危惧される。

  また、人員削減の状況下においては、熟達した現地担当職員の退職に伴い、今後の土地管理・試験地管理には、

地理情報システムを取り入れた試験地等のデータベース化により、各種意思決定支援を行うことが必要になってくる。

iii  温泉・温室管理

  樹芸研究所では他の演習林と異なり温泉と温室を有しており、特に、100℃以上の源泉の維持管理は非常に危険を

伴う作業である。また、配管内への付着物による温泉供給機能の低下や配管の破損などに対して、常時点検と監

視を行っていなければならない。

  一方、化石エネルギーを利用しない、クリーンなエネルギーの温泉熱を利用した温室で、熱帯・亜熱帯の樹木に関

する研究、遺伝子資源の収集・保存と展示を行っている。

  温室では、温度の管理や機器の点検、鉢植え植物の生育状態を観察しながら、それぞれの種特性に応じたきめの

細かい管理が必要である。これらの作業を職員の経験に頼っているのが現状であり、温泉管理の安全確保、配管

内付着物の除去、配管の破損時における対処法のマニュアル化、コンピューターを使った温室環境・育成植物の管

理、休日中の諸問題に対する対処法の検討、研究材料の安定供給などが今後の大きな問題である。また、農学部

の大学院重点化に伴う学生実習の実施など新たな状況に対処するためにも、研究施設・環境の充実、研究システ

ムの検討などの問題に積極的に取り組む必要がある。
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(2)　業務関係

1.林相別面積集計表（単位：ha）

計合

地林樹
竹
林

伐
採
跡
地

立未
地木

他のそ
計

林工人 林然天

計小
葉針
林樹

交混
林

葉広
林樹

計小
葉針
林樹

林交混
樹葉広
林

葉千 071,2 301,2 248 218 4.12 7.8 162,1 0 663 598 - - - 76

道海北 528,22 437,02 244,3 752,3 241 34 292,71 808,1 244,21 340,3 - - 179 021,1

父秩 128,5 757,5 767 947 - 81 099,4 711 318,4 06 - - - 46

知愛 292,1 252,1 083 873 - 2 278 - 278 - - - - 04

士富 9.73 2.53 2.53 9.03 9.0 4.3 - - - - - - - 7.2

研樹 642 412 231 37 - 95 28 - - 28 - - - 23

無田 9 6 6 2 3 1 - - - - - - - 3

計合 104,23 101,03 406,5 203,5 761 531 794,42 529,1 394,81 080,4 179 923,1

（備考）

針葉樹林とは針葉樹蓄積が75％以上占める林

広葉樹林とは広葉樹蓄積が75％以上占める林

混交林とは上記以外の林

計 林工人 林然天

葉千 062,752 863,971 298,77

道海北 000,876,3 000,852 000,024,3

父秩 776,067 030,431 746,626

知愛 565,591 157,85 418,631

士富 119 119 0

研樹 399,63 724,62 665,01

無田 491 491 0

計合 006,929,4 186,756 919,172,4

（備考）

2.林相別蓄積集計表  （単位：m3）
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）伐主（積材採伐
伐間
積材

伐間主
計合計

林工人 林然天
計小 樹葉針 樹葉広 計小 樹葉針 樹葉広

葉千

分処木立 081,2 081,2 090,2 09 538,1 510,4
量材資産生材素

他のそ
計　合 081,2 081,2 090,2 09 538,1 510,4

道海北

分処木立 57.254,32 48.013,5 24.280,5 24.822 19.141,81 02.201,01 17.930,8
量材資産生材素 59.129,7 - - - 59.129,7 59.929,5 00.299,1

他のそ
計　合 07.473,13 48.013,5 24.280,5 24.822 68.360,62 51.230,61 17.130,01

父秩

分処木立 52 52 2 32 52
量材資産生材素 731 731

他のそ
計　合 52 52 2 32 731 261

知愛

分処木立 351 351 351 0 0 0 0 371 623
量材資産生材素

他のそ
計　合 351 351 351 0 0 0 0 371 623

士富

分処木立 0
量材資産生材素 0

他のそ 0
計　合 0

研樹

分処木立 0 0 0
量材資産生材素 0 0 0

他のそ 0 0 0
計　合 0 0 0

無田

分処木立
量材資産生材素

他のそ *6 *6 *6 *6
計　合 *6 *6 *6 *6

計合

分処木立 118,52 446,7 523,7 813 761,81 401,01 460,8 800,2 418,72
量材資産生材素 229,7 229,7 039,5 299,1 731 450,8

他のそ 6 6 6 6
計　合 937,33 056,7 133,7 813 980,62 430,61 450,01 541,2 978,53

3.1995年度　立木伐採量（単位：m3）

（備考）北演：人工林はすべて間伐、収入の伴わない間伐は「切り捨て間伐」=「除伐」として材積は算定せず

*松食い虫被害木
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（備考）育林の内訳など

新更
林育 考備

積面 数本栽植

葉千 51.2 029,8 95.23
　　　伐除・り切るつ ah66.41
　　　　　　　　　刈下 ah92.61
　　　　　　　　　伐間 ah46.1

道海北 65 055,64 454
　打枝・伐除・り切るつ ah69
　　）べ延回２（り刈下 ah282
　　　　　　　　　伐間 ah67

父秩 54.0 007,1 84.411

　　　　　　　　　植補 ah27.9
　　　　　　　り切るつ ah03.93
　　　　　　　　　打枝 ah36.81
　　　　　　　　り刈下 ah13.41
　　　　　　　　　伐除 ah19.13

知愛 74.0 005,2 20.21 刈下・打枝・伐除・り切るつ ah05.11
　　　　　　　　え拵地 ah25.0

士富 - - -

研樹 72.0 727 32.9

　　　　　　　り切るつ ah66.0
　　　　　　　　　打枝 ah87.1
　　　　　　　　り刈下 ah67.0
　　　　　　　　　伐除 ah30.6

無田 - - -

計合 25 793,06 226

4.1995年度　育林実行量（単位：ha、本）

5.1995年度　植栽樹種 .本数

葉千
種　樹 ギス キノヒ ツマカア

数　本 075,3 054,3 009,1

道海北
種　樹 ツマドト ツマゾエ ゾエカア

ツマ
ザリウシ

ラク ラツカ モダオア ンカラシ
バ

ハマヤミ
キノン

数　本 091,8 036,6 082,32 004,4 053,1 006,1 007 004

父秩
種　樹 ギス キノヒ

数　本 053,1 054,1

知愛
種　樹 キノヒ

数　本 005,2

士富
種　樹 -

数　本 -

研樹
種　樹 メズミ キマヌイ ガイチイ

シ
ッニブヤ

イケ

数　本 275 041 35 05

無田
種　樹 -

数　本 -

（備考）
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6.1995年度　素材生産総括表 （単位：m3,%）

産生材素
量材資

産生材素
量 留歩

計 樹葉針 樹葉広 計 樹葉針 樹葉広 計 樹葉針 樹葉広

葉千

道海北 59.129,7 59.929,5 00.299,1 414.647,5 973.925,4 530.712,1 45.27 83.67 01.16

父秩 29.631 29.631 890.211 890.211 9.18 9.18

知愛

士富

研樹

無田

計合 78.850,8 78.660,6 00.299,1 215.858,5 774.176,4 530.712,1

（備考）

7.1995年度　土木実行総括表 （単位：m）

（備考）北海道：林道補修の内訳、グレーダー　73,000ｍ、ブルドーザー　95,600ｍ

葉千
容内行実

道車動自
設新

道車動自
持維 持維道歩

量数行実 872 693,62 547,85

道海北
容内行実

新道業作
設 修補道林 刈草道林 面法道林

切柴
利砂道林

切柴 拵地 きが地

量数行実 004,11 006,861 002,242 000,21 000,21 ah29.31 ah18.13

父秩
容内行実

道車動自
設新

道車動自
持維

道車動自
修改 持維道歩 修橋り渡

理
量数行実 27 594,11 002,22

知愛
容内行実 －
量数行実

士富
容内行実 －
量数行実

研樹
容内行実

道車動自
設新

道車動自
持維 持維道歩 修橋り渡

理
量数行実 84 876,5 805,1 6 所箇

無田
容内行実 －
量数行実
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長延道車 長延道歩

長延道車動自 長延道業作 計 ah/m 長延 ah/m

葉千 220,13 3.41 181,621 0.85

道海北 005,484

訳内

　道林線幹
009,311

　道林営経
006,073 005,014 000,598 2.93 008,7 －

父秩 166,9 438,1 594,11 0.2 170,612 1.73

知愛 048,11 005,1 043,31 3.01 004,21 6.9

士富 - - - - - -

研樹 991,3 991,3 00.31 357,11 8.74

無田

計合 222,045 438,314 650,459 051,842

8.道路現況 （単位：m,m/ha）

（備考）
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II-12　主要設備

　概ね 100万円以上の主要設備の所有は37件である。

称名備設 途用備設 期時入購
プンダータイァフ菱三 用搬運等砂土 92.9
ダーロルーイホＭＣＴ 608 型 用積いは、搬運、込積、地整 82.3

ダーラトス菱三 DW4S 用搬運等材機、員人 82.3

ルベョシタクラト F3SB 理管持維道林 3.85.S
ルベョシ圧油 011E 理管持維道林 3.36.S
ルベョシ圧油 6-50CP 設開道業作 3.2.H

車搬運業作内林動駆輪全 出搬材伐間 21.2.H
ータクラトィデャキ 習実学用利 3.2.H

トフリクーォフ 積椪材素 3.5.H
スーエイハ 送輸員人 9.85.S
ンバラャキ 送輸員人 3.1.H

アギスーペスカリデ 送輸員人 21.7.H
ーボンイレ野日 送輸員人 8.8.H

ーャジンレグンジールク野日 搬運材素 21.4.H
ンバネーオレ 絡連務業 01.3.H

ブャキルブダナイダ 送輸員人 3.65.S
プンダフルエ 理管持維道林 9.06.S

ンョシーテスクーワ NUS ten-TU 8.4.H
　車行走内林 01-T 習実学用利 7.36.S

トンアトスレォフ　車行走内林 習実学用利 7.36.S
タクラトーマンヤ 業事苗種 3.95.S

機影投能万 議会究研 2.1.H
機心遠却冷速高ニミ 析分料試 11.5.H

ーザーリフオイバ 013FB 存保料試 8.5.H

鏡微顕 析分のルプンサ物鉱 9月
計度光光吸子原 析分壌土 01 月

フラグトマロクンオイ 析分壌土 01 月
ＳＰＧ級２ 習実学量測 3月
ルベレトーオ 習実学量測 3月

ンョシイテスルタート 習実学量測 3月

３ＵＣーミト）ーバンャチ成育胞細物植（機養培織組物植
５５ 器機定測び及験試 21.7.6H

（ムテスシ測計マヤタ）機測観象気動自（ルーケスドンラ
０００１－ＬＤＭ）株 器機定測び及験試 21.7.6H

１－ＢＬ－ＢＨＡスパンリオ鏡微顕 器機定測び及験試 02.21.6H
ＤＨＭ２８－ＣＥ所作製立日槽湿恒温恒 器機定測び及験試 41.2.6H

和昭Ｇ０００２ＸＬＧＤＷ４ータスカリデ菱三車動自型小
式年０６ 条軌び及両車 7.9.06S

Ｔーロトスャジブャキルブダスーエヨトタヨト車動自型小
式年３成平ＪＴＬＰＤＭ－１６ＹＹ－ 条軌び及両車 1.11.3H

ルベョシーワパニミ 植移り取堀の木苗・地整 52.3.8H



II　演習林の活動　II-13　年間行事表

81

II-13　年間行事表

月 容内事行

4月

野林区地部布・会総合組護愛林森山東・会議協策対防消予災火野林市野良富、）葉千（戒警防火
会学林本日・練訓火消・間期調強防予災火野林・会総合組護愛林森郷麓・会議協策対防消予災火
業作備整境環内構所務事父秩・習実学木土林森科学林・祭樹植、）道海北（修研季春部支道海北
（験実学林造科学林、）芸樹（祭樹植、）知愛（祭樹植・成作案定予・間週林造、）父秩（施実

）無田

5月

学林・験実学物植林森科学林・験実学林造科学林・林巡別特締取取採法不物植動・会歓交林習演
開公・祭樹植・会総合組護愛林森区地部山、）葉千（習実査調学質地部学理・習実学理経林森科
大例寺陽太内管川血大、）道海北（渉交長林・催開」りわ関のと間人とみくしの林森「ーナミセ

富（習実学画計致風、）知愛（会集究研者用利、）父秩（祭樹植県玉埼・祭樹植署林営・祭
）無田（験実学物動林森科学林、）芸樹（議会長設施任主部学農、）士

6月
督基際国・）係関理管・査調林森（修研員職術技系室教学大京東度年７成平、）葉千（修研林造
）無田（験実学林造科学林、）知愛（習実学工防砂大東、）父秩（習実外野物植科学理学大教

7月

東・習実学木樹部学農学大宮都宇・習実学林科学産林・修研全安い扱取械機業林・札入分処木立
（断診康健期定般一・習実校高属附部学育教・議会全安、）葉千（習実校高属附部学育教学大京
実生学系学化物生用応学大波筑・）壌土・物動・物植・用利（習実生学科学林学本、）道海北
（・議会全安・し出砂堤堰水量、）父秩（て於に場験試業林県玉埼議会絡連術技度年７成平・習
）無田（）係関系態生（修研員職術技系室教学大京東、）芸樹（）生校高（習実生学、）知愛

8月

OCPET 、）葉千（習実外野法査調質地部学理学大都京・会討検策対全安業作・グンチッォウアペ
堤堰測観水量沢竹矢・習実木樹科学科林森校学等高工農父秩立県玉埼、）道海北（習実合総学林
、）父秩（催開ーナミセンーリグ日朝会協化文林森・働稼測観水量堤堰場捨土沢クバウト・掃清

）芸樹（成作案定予

9月

胃･ に法急救・導指地現策対全安るけおに内林・議会者当担務業林習演方地道海北・診検ンガ肺
学物植部学理学本・習実館物博部学理学大教立、）道海北（義講数人小部学養教・会習講るす関
愛（議会算予・札入分処・査調木立、）父秩（会習講全安業事産生営直・習実外野学態生室教
験実学物動林森・験実学林造科学林、）芸樹（断診康健、）士富（習実科学工木土部学工、）知

）無田（

01 月

会学林本日・会議協林習演方地道海北、）葉千（習実外野学質地部学理学大葉千・札入事工木土
合「議会の署官２１関機の国るす在所に内市父秩、）道海北（査監簿与給・会大季秋部支道海北

材素了完業事産生営直・査監部内与給・催開りよに催主の長市父秩が」設建舎庁同 3m211 秩（
（議会修研・究研験試等官術技、）知愛（断診康健・習実学量測大東・会部支部中会学林、）父

）無田

11 月

猟カシスオ、）葉千（習実査調質地部学理学大業工京東・催開ーナミセ験体林森・札入分処木立
査監部内・断診康健期定別特・禁解 ･ 生所各室究研学理経林森科学林、）道海北（査調係関繕営

路び及落崩面法点地ｍ００２道林川入・査監部内計会・札入事工設開道林川入・樹測の地験試長
岩、室教林森、）知愛（査監部内与給・祭神山、）父秩（断診康健期定員職・生発害災の壊決床

）芸樹（札入事工）区工５（長延道林園樟

21 月
安通交・会習講理管康健・断診康健期定別特、）葉千（習実学樹測科学林・査調繕営・査監部内
備整境環内構所務事父秩・）車納（入購アギスーペスカリデ菱三両車新更、）道海北（会習講全

）知愛（業作化美内構所業作各所務事・査調係関繕営・査監部内、）父秩（業作

1月 ）知愛（議会算予、）父秩（札入材素・会修研術技林育・）作操プンポ防消式搬可（練訓防消

2月
林営各・会表発究研術技業林道海北、）葉千（会表発修研務業・戒警防火・札入業作負請木倒風
診検病業職院病災労肺珪市宮都宇（診検病動振名７員職系術技、）道海北（会表発究研務業局支

）知愛（布散剤薬・理処倒伐木害被虫いく松、）父秩（）ていおにータンセ

3月

、）葉千（習実査調質地部学育教学大芸学京東・査検庫金・査検工竣築増・札入ダーロルーイホ
表発究研所支道海北所究研合総林森・フウラグンラ郷麓・会議協策対防消予災火野林区地川上
有・査検庫金・習実学量測大屋古名、）父秩（査検庫金、）道海北（会討検地現・査検庫金・会

）知愛（察視地業林名

毎週,業務予定連絡会（千葉）、業務予定連絡会・山火事危険強調期間巡視･日直（1995.4.22～1995.5.28）
（北海道）、山火事防止のための監視（１９９５．１１．１５～１９９６．２．１５、秩父）

毎月,主任会議・事業計画会議（千葉）、主任会議 （北海道）、主任会議（秩父）、定例会議・試験研
究会議（愛知）
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